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第 1 回村議会定例会は、 3月8日から18日ま

での会期11 日閻で開かれ、村長提出議案111牛、

議員提出議案2件について審議が行われだ結果、

いすれも原案とおり可決承認されましだ。その

主な内容をお知らせします。

教
育
委
員
会
の
事
務
局
お
よ
び
そ
の

所
管
に
属
す
る
職
員
定
数
を
、
三
十
四

村
職
条
例
の

I I 

ー貝

定
数

部
改
正

市
町
村
会
館
の
竣
工
に
伴
い
、
組
合

の
事
務
所
を
移
転
し
た
た
め
、
組
合
事

務
所
の
位
置
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

群
馬
県
町
村
等
非
常
勤

職
員
公
務
災
害
補
償

組
合
規
約
の
一
部
改
正

市
町
村
会
館
の
竣
工
に
伴
い
、
組
合

の
事
務
所
を
移
転
し
た
た
め
、
組
合
事

務
所
の
位
置
の
変
更
と
構
成
団
体
で
あ

る
「
多
野
藤
岡
市
町
村
会
館
管
理
組
合
」

を
「
多
野
郡
町
村
会
館
管
理
組
合
」
に

名
称
変
更
し
ま
し
た
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
改
正

平
成
8
年
度
各
種
予
算
決
ま
る

器
心
迄
醤
と
え

9
r至一
霰
迫
は
四
藍

第
---
回
村
議
会
定
例
会

平
成
八
年
度
の
国
の
予
算
編
成
方

針
で
は
、
一
般
会
計
予
算
並
び
に
財

政
投
融
資
計
画
は
、
人
口
の
高
齢
化

や
、
国
際
化
に
お
け
る
我
が
国
の
責

任
の
増
大
な
ど
、
今
後
の
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
財
政
が
弾
力
的
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
資
金
の
重
点
的
、
効
率
的
な
配

分
に
努
め
、
質
的
な
充
実
に
配
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民

の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
、

常
に
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
活
力
あ

る
郷
土
づ
く
り
と
住
民
生
活
の
質
の

向
上
に
努
め
、
未
来
を
創
造
し
た
明

和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

村
民
の
英
知
と
創
意
を
結
集
し
、
ま

い
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
八
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を

踏
ま
え
、
本
村
の
二
十
一
世
紀
初
頭

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
お
き
、

第
四
次
総
合
計
画
を
基
に
村
民
だ
れ

も
が
、
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を
感
じ
、

誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指

し
、
計
画
的
、
合
理
的
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
推
進
し
、
国
、
県
の
方

針
お
よ
び
地
方
財
政
計
画
を
指
針
と

し
て
、
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

主
な
施
策
と
し
て
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
に
お
け
る
文
化
振
興
、
小
学
校

へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
導
入
事

業
、
防
災
施
設
等
整
備
事
業
、
国
内

姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
推
進
、
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
の
推
進
な
ど
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来
か

ら
の
事
業
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

健
康
•
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の

向
上
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
村
政
の
後

退
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮

し
な
が
ら
、
一
般
会
計
を
四
十
三
億

円
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
予
算
規
模

は
、
大
き
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

前
年
度
に
比
較
し
ま
す
と
六
・
五
％

の
減
少
、
金
額
で
三
億
円
の
滅
額
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、
特
別
会
計
で
は
、
老
人
保

健
特
別
会
計
五
億
七
、
六
七
七
万
円
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
五
億
二
、

一
七
二
万
円
、
水
道
事
業
会
計
（
収

益
的
・
資
本
的
支
出
合
計
）
五
億
一
、

0
七
八
万
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
を

定
め
ま
し
た
。

新
年
度
も
心
の
通
っ
た
行
政
実
現

に
総
力
を
挙
げ
て
報
行
に
当
た
る
考

え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。明

和
村
長

斎
藤

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て

誇
り
と
愛
藩
が
持
て
る

憲

平成 8 年 4 月 10 日（水） (2) 



平
成
七
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

葬
祭
費
三
万
五
千
円
を
五
万
円
に
改

正
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
八

年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
―
-
、
九
八
0
万
五
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
四
九
億
七
、
四
七
一
万

七
千
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
地
方
交
付
税
…
一
億
一
、
五
五0
万
三

千
円
〔
九
億
六
、
八
六
二
万
六
千
円
〕

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
…
一
三
四
万
一

千
円
減
額
〔
三
、
九
二
七
万
八
千
円
〕

◇
使
用
料
及
び
手
数
料
…
三
三
三
万
六

千
円
〔
五
、
0
八
八
万
九
千
円
〕

◇
国
庫
支
出
金
…
六
六
二
万
四
千
円
減

国
民
健
康
保
険

条
例
の
部
改
正

人
か
ら
三
十
九
人
に
改
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
が
新
年

度
か
ら
開
館
し
ま
す
の
で
、
こ
の
施
設

の
運
営
お
よ
び
委
員
会
所
管
事
務
等
に

必
要
な
職
員
を
見
込
み
ま
し
た
。

村
税
条
例
の
一
部
改
正

精
神
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
の
う
ち
身
体
障
害
者
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
規
定
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
八

年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

平
成
七
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

額
〔
一
億
八
八
五
万
五
千
円
〕

◇
県
支
出
金
…
三
0
二
万
五
千
円
減
額

〔
二
億
七
、
九0
三
万
七
千
円
〕

◇
寄
付
金
…
二
八
0
万
三
千
円
〔
二
八

0
万
四
千
円
〕

◇
繰
入
金
…
一
億
六
、
二0
0
万
円
減
額

〔
四
億
一
、
四0
五
万
四
千
円
〕

◇
諸
収
入
…
五
六
五
万
七
千
円
減
額
〔
二

億
二
、
七
七
八
万
五
千
円
〕

◇
村
債
：
二
、
七
二
0
万
円
〔
九
億
九
、

―
-
0
万
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
…
―
二
三
万
八
千
円
減
額
（
各

種
事
業
の
実
施
に
伴
う
不
用
額
減
額

な
ど
）
〔
九
億
二
、
二
九
五
万
四
千
円
〕

◇
民
生
費
：
·
二
、
五
七
五
万
八
千
円
滅
額

（
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料
減
額
な
ど
）

〔
五
億
九
、0
六
七
万
四
千
円
〕

◇
衛
生
費
：
五
三
0
万
九
千
円
減
額
（
事

業
系
一
般
廃
棄
物
処
分
委
託
料
減
額

な
ど
）
〔
二
億
八
、
七
九
六
万
七
千
円
〕

◇
土
木
費
…
一
五
0
万
円
（
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
積
立
金
追
加
）
〔
六
億
四
、

九
五
一
万
円
四
千
円
〕

◇
教
育
費
：
一
0
0
万
円
（
ふ
る
さ
と
の

広
場
A

ゾ
ー
ン
植
栽
工
事
費
追
加
）

〔
一
五
億
五
、
八
四
七
万
円
〕

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
二
四
九
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
三
、
七
七
六
万
一
千
円
に

し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
繰
入
金
…
六
四
万
六
千
円
〔
二
、
七
五

地
方
分
権
の
推
進

に
関
す
る
意
見
書

0
万
六
千
円
〕

◇
繰
越
金
…
二
、
一
八
四
万
四
千
円
〔
―
―
-
‘

八
七
六
万
四
千
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
保
険
給
付
費
…
二
、
二
四
九
万
円
（
一

般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
追
加
な
ど
）

〔
三
億
九
、
七
四
四
万
二
千
円
〕

住
専
（
住
宅
金
融
専
門

会
社
）
の
不
良
債
権
処
理

問
題
に
関
す
る
意
見
書

政
府
は
、
予
算
案
か
ら
六
、
八
五
〇

億
円
を
削
除
す
る
こ
と
、
そ
し
て
住
専

の
経
営
破
綻
を
招
い
た
関
係
者
全
て
の

責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
ま
た
国
民

に
広
く
情
報
を
公
開
し
て
不
良
債
権
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
原
因
の
究
明
と

責
任
の
所
在
の
徹
底
化
を
図
る
こ
と
、

そ
う
し
た
こ
と
が
法
治
国
家
と
し
て
の

国
会
の
役
割
で
あ
り
使
命
と
考
え
る
。

地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
国
と
地

方
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
地
方
へ
の

権
限
移
譲
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃

止
、
国
庫
補
助
金
の
整
理
合
理
化
、
地

方
税
財
源
の
充
実
な
ど
、
内
閣
に
対
し

具
体
的
な
指
針
を
勧
告
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
実

行
あ
る
地
方
分
権
推
進
計
画
を
作
成
の

う
え
、
法
の
期
限
内
に
具
体
的
措
置
の

実
現
を
図
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

村政懇談会日程表

地区 開催日 時 間 ムュ 場

斗合田 4 月 15 日（月） 午後 7~9 時 斗合田集落センター

下江黒 4 月 16 日（火） ” 下 江黒集会所

上江黒 4 月 18 日（木） ” 東 部 児 童 館

千津井 4 月 19 日（金） ” 千津井集落センター

江 ロ 4 月 22 日（月） ” 江口集落センター

田 島 4 月 23 日（火） ” 田 島 集 ム云 所

南大島 4 月 25 日（木） ” 南大島農構改善センター

新里 4 月 26 日（鉗 ” 中 央 公 民 館

中 谷 4 月 30 日（火） ” 中谷住民センター

梅原 5 月 2 日（杓 ” 梅原集落センター

JI I 俣 5 月 7 日伏） ” JI I 俣 公 民 館

須賀 5 月 9 日（木） ” 須 賀 公 民 館

大輪 5 月 10 日（鉗 II 大輪転作促進研修施設

入ケ谷 5 月 13 日（月） ” 入ケ谷農構改善センター

矢島 5 月 14 日（灼 II 矢 島 公 民 館

大佐貫 5 月 16 日（木） ” 大佐貫農構改善センター

村
で
は
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る

ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
に
、
4
月
か

ら
5
月
に
か
け
て
、
各
地
区
に
村
長

以
下
各
課
長
が
出
向
き
「
村
政
懇
談
会
」

一
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
村
民
の
み
な
さ

ん
に
村
政
の
現
況
と
平
成
8

年
度
事

業
概
要
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ひ
ざ
を
交
え
た
対
話
を
通
し
、

ご
意
見
ご
要
望
な
ど
生
の
声
を
村
政

に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
開
く
も
の

で
す
。

各
地
区
の
集
会
施
設
に
お
い
て
日

程
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
日
程
は
都
合

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

村
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

み
な
さ
ん
の
声
を
村
政
に

(3) 平成 8 年 4 月 10 日（水）
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59億927万円
は43億円

歳出構成比

平成8年度の予算額は、一般会計

が43億円（前年対比6.5％減）、老人

保健特別会計が5億7,677万円（同9.

1 ％増）、国民健康保険特別会計が5

億2,172万円（同2.3％増）、水道事業

会計が5億1,078万円（同4.9％減）

で総額は、 59億927万円となり、前年

度と比べて4.3％の減になります。

' __________________________,, 

村債と村有財産

◇地方債

会 計
フ
＼
―

（）内は前年度対比

その

議会

民生費

土木費

総務費

教育費

4,976万3千円 (6.5%) 

7,685万4千円 (6.5%) 

1 億9,138万5千円 (28. 1 %) 

2億3,702万7千円 (25.5%) 

3億749万8千円 (13.9%) 

3億7,863万8千円（△10.8%) 

6億2,803万6千円 (0.5%) 

6億4,661 万7千円（△62.2%) 

7億4,674万8千円 (9.8%) 

10億3,743万4千円 (144.3%) 

歳出 5
 

10 

ーロ｀

会計別予算規模（率は前年比）
/ 、

般 ムコ 計 43億0,000万円 • 6.5% 

] 
老人保健 5億7,677万円 9.1% 

国民健康保険 5億2,172万円 2.3% 

水道事業会計 5億1,078万円 • 4.9% 

合 計 59億0,927万円 • 4.3% 
\ 

。

村有行政財産面積

約53億円 約8万5千m

゜

地方債は地方公共団体（県・市町村等）の

借入金であり、村の借入金は村債といいます。

地方債は、地方公共団体の財政収入の中で大

切な財源です。これは、大規模な建設事業な

ど多額の費用を短期に必要とする事業を行う

場合、当該公共施設の事業効果が後世の住民

に及ぶなど公正と認められる場合は、後年度

にも繰り延べて支払うことが適当であると思

われます。

また、地方債を起こす場合には、議会にお

いて予算審議を受け、さらに無理な負担を将

来に残し、財政を混乱させる団体が生じない

よう地方債発行の適正限度を保持させるため

に、知事の許可を必要としています。

また、地方債には国の補てんすべきものも

多く、元利償還金の一部が地方交付税交付金

として算入されております。

◇村有財産・村債現在高
（平成7年度末現在）

村債

約21 億円

。宣。
平成 8 年 4 月 10 日（水） (4) 
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村税の内訳

村 民 税 5億7,490万4干円

固定資産税 7億9,170万2干円

軽自動車税 1,494万3干円

村だばこ税 4,266万2千円

特別土地保有税 4 ,759万0干円
\ 

村民一人当た＇J
村の人□11,418人

（平成8年3月 1 日現在）

平成 8 年度
予算総額

納める税金

総額 -128,902円

一般会計
歳入構成比

地方譲与税 2.8% 自動車取得税交付金 1.4%
県支出金 3.5% ＼ し」こ＝＝ーその他 0.5%

国庫支出金 3.6%

村民税 固定資産税

50,351 円 69,338円

只冨
軽自動車税 村だばこ税 特別土地呆萄兌ｷ----------------'-----------------'--------------
1,309円 3,736円 4,168円

三員シ

34.2% 

使われる予算

総額 -376ぶ598円

総務費民生費衛生費----------------'-----------------'-----------------
65,401 円 55,004円 26,931 円

良皇冨
6,100万円 (1.7%) 

農林水産業費-----------------
33,161 円

農業

ロ
土木費--------------ｷｷ --
56,631 円

竺＇、全、、＇定：
土e : 

消防費---------------
16 ,762円

こ

自主財源匝亘函〗

依存財源 厄万せ社

1 億7,534万円 (25. 1 %) 

1 億1,900万円 (2.6%) 

て
乙

1 億5,167万2千円（△1 1.5%) 

1 億5,611 万4千円 (39.6%) 

1 億8,830万円（△78.3%) 

2億5,595万5千円 (1 1.4%) 

8億2,081 万8千円 (43.4%) 

9億円 (8.4%) 教育費公債費その他-----------------. -----------------. ---------------
90,860円 20,759円 l 11, 089円

負ら 14億7,180万 1 千円 (4.5%) 

10 5 

般

自動車取得
税交付金

県支出金

国 庫
支出金

村 債

諸収入

繰入金

地 方
交付税

村 税

歳入

(5) 平成 8 年 4 月 10 日（水）



卜 / 

教ー育費
小学校費（西小コンピュータ教室導

入工事等） 107,623 

中学校費（中学生海外派遣調査研究

費等） 63,273 

幼稚園費 51,885 

社会教育推進事業（各種学級開講、

青少年育成事業、公民館事業等）

35,335 

ふるさと産業文化館費 106,606 

図書館費 40,512 

保健体育事業（各種教室・大会の開

催、体育施設の充実） 22,245 

海洋センター費 60,549 

給食センター建設事業 441,781 

総務費
行政診断調査事業 4,120 

前庁舎 1 階空調施設改修事業 7,262

交通安全対策事業 7,739 

自治振興事業 12,925 

公共施設建設基金等積立金 299,440

固定資産評価替処理等業務 3,920 

全棟家屋調査業務 12,000 

オフトーク通信関係事業 24,437 

国内姉妹都市交流事業 1,082 

町制施行アンケート調査 698 

東毛広域ふるさと市町村圏基金出資

金 15,600

9
9
.
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\ 

老
人
保
健

5億7,677万円

（歳入）

支払基金交付金

3億9,486万6千円

国庫支出金

1億2,094万3千円

県支出金

3,023万5千円

繰入金3,071万5千円

その他 1万1千円

（歳出）

医療諸費

5億7,628万3千円

総務費 47万9千円

その他 8千円

国
民
健
康
保
険

5億2,172万円

（歳入）

国民健康保険税

2億4,631万円

国庫支出金

1億6,042万8千円

療養給付費交付金

5,986万3千円

繰入金1,718万5千円

繰越金2,983万6千円

その他 809万8千円

（歳出）

保険給付費

3億8,654万8千円

老人保健拠出金

1億1,550万2千円

共同事業拠出金

629万円

保健事業費

414万8千円

総務費 374万8千円

その他 548万4千円

水

道

事

業

収益的収入

収益的支出

④業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

一日平均給水量

1億9,302万7干円

1億5,377万8干円

（収益的収入）

営業収益

1億8,857万円

営業外収益

445万7千円

（資本的収入）

企業債

1億5,000万円

出資金

5,000万円

（収益的支出）

営業費用

1億2,114万5千円

営業外費用

3,063万3千円

予備費 200万円

（資本的支出）

建設改良費

3億5,088万7千円

企業債償還金

611万5千円

3,506栓

197万m3

5, 397m3 

平成 8 年 4 月 10 日（水） (6) 



公 債 費 農林水産業費 土 木 費
公債費（償還元金および支払利子等）

237,027 

消 防 費
館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 182,396 

防災施設等整備費 5,219 

議 会 費
議会費 76,854 

商 工 費
村商工会助成金

商業設備近代化資金貸付金

労働環境整備資金貸付金

諸支出金
土地開発基金繰出金等

7,000 

8,212 

10,000 

1,446 

農業委員会費 9,440 

農業振興事業 41,566 

土地改良総合整備事業（ふるさと農

道緊急整備事業、県単小規模土地改

良事業排水路工事、村単水路改修工

事、団体営・水田営農活性化基盤整

備事業） 291,339 

衛 生
邑楽館林医療事務組合負担金

40,351 

邑楽館林医療事務組合出資金

11,749 

母子保健・老人保健事業（各種予防

接種および検診等経費） 37,144 

合併処理浄化槽設置事業 6,074 

生ゴミ減量化事業 2,844 

ペットボトル回収事業 2,160 

可燃性廃棄物等焼却処分事業

45,983 

32,296 

50,000 

し尿処理費

水道事業会計繰出金

費

道路維持補修事業 63,587 

道路橋りょう新設改良事業（舗装工

事、改良工事） 424,607 

上江黒公営住宅便所水洗工事 4,223

都市計画業務（都市計画道路決定資

料作成、下水道事業全体計画作成）

11,639 

公園費（ふるさとの広場・大輪公園

・桜並木路） 45,371 

民 生 費
国民年金事業 219,733 

国民健康保険特別会計繰出金 7,185

老人保健特別会計繰出金 31,155 

村社会福祉協議会事業補助金 7,695

ホームヘルブサービス事業 10,627 

デイサービスセンター管理運営費

15,743 

特別養護老人ホーム等入所委託事業

40,709 

11,953 

23,805 

15,083 

11,060 

114,417 

障害者福祉事業

医療福祉事業

老人福祉センター運営事業

児童手当関係費

保育園費

子
と
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

4

月
は
、
新
入
園
・
新
入
学
の
季

節
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
っ
た
り
、
登

校
し
た
り
す
る
姿
は
か
わ
い
ら
し
い

も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

何
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
何
を
教
え
れ
ば
い
い
の
で
し

よ
、
つ
。

◇
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
「
子
ど
も
の

飛
び
出
し
に
注
意
」
の
看
板
が
あ
る

と
こ
ろ
で
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
こ
家
族
の
み
な
さ
ん
へ

園
児
や
児
童
が
い
る
家
庭
で
は
、

子
ど
も
の
飛
び
出
し
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
通
学
路
や
家
の
周
り
を
子
ど
も

と
一
緒
に
歩
き
、
安
全
な
歩
き
方
や

道
路
の
横
断
の
仕
方
、
信
号
の
意
味

と
見
方
な
ど
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
こ
の
と
き
、
子
ど
も
の
目
線
で

風
景
を
見
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大
人
の
目
線
で
は
気
が
つ
か
な
か
っ

た
こ
と
が
発
見
で
き
ま
す
。
ま
た
、

身
近
に
起
き
た
事
故
に
つ
い
て
家
庭

で
話
し
合
い
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夕
方
や
夜
間
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
周
囲
が
見
に
く
く
な
る
時
間

で
す
。
外
出
の
と
き
は
、
目
立
つ
服

装
で
、
靴
や
持
ち
物
に
反
射
材
を
つ

け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
や
す
く

す
る
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
地
域
の
み
な
さ
ん
へ

保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
や
P
T

A

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
に
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も

が
遊
ん
で
い
る
と
き
に
危
な
い
行
為

を
し
て
い
た
ら
、
ひ
と
声
か
け
て
何

が
危
険
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

家
族
や
地
域
で
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

I
.

(7) 平成 8 年 4 月 10 日（水）



く
あ
礼
申
し
あ
げ
ま
す

陽
春
の
好
季
と
な
り
ま
し
た
。

明
和
村
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
こ
の
た
び
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
、
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
助
役
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成
二
年
四
月

一
日
助
役
拝
命
以
米
六
カ
年
間
、

明
る
い
村
政
住
み
よ
い
明
和
の
発

ご
支
援
に
心
よ
り
厚

大
変
温
か
い
こ
指
導

前・助役 橋本亀三郎

展
推
進
の
た
め
、
村
長
補
佐
役
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

こ
。t
 幸い

、
優
れ
た
斎
藤
村
長
の
適

切
な
ご
指
示
と
、
議
会
の
皆
様
を

は
じ
め
各
種
団
体
、
良
き
先
輩
・

友
人
、
ま
た
、
村
民
皆
様
方
か
ら

大
変
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
ど

う
に
か
そ
の
任
を
終
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
善
良
な
一
村
民

と
し
て
、
村
発
展
の
た
め
で
き
る

だ
け
の
ご
協
力
を
申
し
上
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
明
和
村
が
文
字
通

り
、
明
る
＜
和
や
か
で
し
か
も
、

薙
や
か
し
い
発
展
を
さ
れ
ま
す
こ

と
と
、
村
民
各
位
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

誠
に
失
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
「
広

報
め
い
わ
」
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
助
役
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
し
か
っ
た
冬
も
、
よ
う
や
く

春
暖
の
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
去
る
三
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
収
入
役
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

顧
り
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十
七

年
九
月
旧
千
江
田
村
役
場
に
奉
職

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す

導

ご

協
力

に

深
く

村
民
の

皆
様
の
ご
指

前・収入役 梁瀬勝治

以
来
、
四
十
三
年
六
カ
月
と
い
う

永
い
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

て
、
た
だ
た
だ
感
激
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
平
成
二
年
四
月
よ
り
は
、

六
年
間
収
入
役
と
い
う
身
に
余
る

役
職
を
い
た
だ
き
、
村
の
健
全
財

政
運
営
の
た
め
最
善
を
つ
く
し
た

つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
と

も
と
浅
学
非
オ
の
身
で
あ
り
、
皆

様
の
ご
期
待
に
沿
え
た
か
ど
う
か

危
惧
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
歴
代
の
村
長
さ
ん
方

の
ご
指
導
な
ら
び
に
議
会
の
皆
様

、
を
は
じ
め
各
種
団
体
、
各
役
職
の

方
々
、
村
民
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
深
甚
な
る

感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

お
わ
り
に
、
第
四
次
総
合
計
画

の
も
と
に
、
明
和
村
の
益
々
の
発

展
と
、
村
民
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ

ま
し
て
、
大
変
失
礼
と
は
存
じ
ま

す
が
、
「
広
報
め
い
わ
」
の
紙
上
を

お
借
り
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

国民年金マスコット

舞ちゃん

Q

2
0歳
に
な
っ
た
学
生
の
私
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
加
入
し
た
場
合
の
保
険

料
は
い
く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
2
0

歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
日
本
国
内

に
住
所
の
あ
る
人
は
、
す
べ
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国

民
に
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を
給
付

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
費
用

を
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
全
体
で

公
平
に
負
担
し
よ
う
と
い
う
制
度
だ

か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
自
営
業
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
員
や
大
学
生

な
ど
も
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
あ

な
た
は

2
0歳
以
上
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
早
速
、
役
場
住
民
課
の
窓
口
で

加
入
の
手
続
き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
平
成
8
年
度
は
1
カ

月
1
2
,
3
0
0
円
で
す
。
被
保
険

者
は
、
こ
の
保
険
料
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す

C

2
0歳
に
な
っ
だ
ら

必
す
加
入
し
ま
し
ょ
う

平成 8 年 4 月 10 日（水） (8) 
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ま
も
な
く
オ
ー
フ
ン

ふ
る
さ
と
の
広
場
に
建
設
を

進
め
て
き
ま
し
だ
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
が
完
成
し
、
ま
も
な

く
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
多
目
的
ホ
ー

ル
（
固
定
席
5
6
9

・
車
椅
子

席
3
)、
図
書
館
お
よ
び
研
修
室

を
備
え
だ
複
合
施
設
で
、
生
涯

学
習
、
芸
術
・
産
業
文
化
活
動

落
成
記
念

の
拠
点
と
し
て
、
村
の
文
化
振

興
な
と
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
施

設
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
歌
謡
シ
ョ
ー

村
で
は
、
6
月
2
日
に
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
の
落
成
を
記

念
し
て
「
ふ
る
さ
と
歌
謡
シ
ョ

ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

待
望
の
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
の
完
成
の
喜
び
を
村
民
の
皆

様
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

◇
日
時
6
月
2
日
⑪

昼
の
部
午
後
2
時
開
演

夜
の
部
午
後
6
時
3
0
分
開
演

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
出
演
者
（
敬
称
略
）

・
歌
手
竜
鉄
也

・
歌
手
深
山
浩
二

・
歌
手
山
崎
洋
子

・
落
語
三
遊
亭
歌
笑

•
前
唄
歌
手
金
沢
有
希

•
前
唄
歌
手
中
島
直
美

観
覧
者
募
集

片

1
目
i
1
口
｛
且

・
専
属
司
会
青
空
た
の
し

◇
入
場
料
無
料

◎
観
覧
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り

あ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様

の
ご
来
場
を
あ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み
期
間
4
月
2
0
日
由
1
4

月
3
0
日
因
(
2
9日
⑪
は
除
く
）

◇
定
員
昼
・
夜
の
部
と
も
5
7
2
人

◇
申
し
込
み
方
法
中
央
公
民
館
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
入
場
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
6

闘
4
4

9
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竜 鉄也さん

三遊亭歌笑さん

; 9• ` 
:l- —lI 

｀、ユーn..:J---
57隅席の多目的ホール

山崎洋子さん 深山浩二さん
ホワイエ（ロビー）

(9) 平成 8 年 4 月 10 日（水）



泉
田
和
作
さ
ん

(
6
8歳・
矢
島
）

議
員
在
職
3
0
年
以
上
と
し
て
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
議
員
2
8
年
7
カ
月

（
昭
和
4
2
年
8
月1
現
在
。
そ
の
間
議
長

1
1

平
成
6
年
8
月
1
7
年
8
月
、
議
長

・
副
議
長
期
間
は
在
職
年
数
に
特
別
加

算
有
り
）

◇
自
治
功
労
者

泉田和作さん

ざ

地
方
自
治
振
興
、
善
い
行
い
な
と
各
分
野
で

活
躍
、
貢
献
さ
れ
だ
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
、
団
体
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
だ
の
で
紹
介

し
ま
す
。

石
村
嘉
男
さ
ん

(
6
4歳•
新
里
）

議
員
在
職
2
3
年
以
上
と
し
て
、
群
馬

県
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
特
別
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
議
員
通
算
2
3
年
5

カ
月
（
昭
和
4
6
年
8
月
1
5
8
年
8
月
。

5
9
年
1
1
月
1

現
在
。
そ
の
間
議
長
1
1

平

成
7

年
8
月
1

現
在
）

◇
特
別
表
彰

全
国
町
村
議
会

議
長
会
長
表
彰

群
馬
県
町
村
議
会

議
長
会
長
表
彰

一、、

ヽ

い
ま
す

受
賞
お
め
で
と

`
9
 

堀
口
恵
理
さ
ん
（
表
彰
時
西
小
4
年
）

早
期
通
報
で

延
焼
防
ぐ

善
行
少
年
表
彰

勇
気
と
思
い
や
り
の
心
に
あ
ふ
れ
た

少
年
少
女
を
表
彰
す
る
、
館
林
地
区
学

校
警
察
連
絡
協
議
会
と
館
林
警
察
署
主

催
の
善
行
少
年
表
彰
式
が
3
月
5
日
、

館
林
市
子
ど
も
科
学
館
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 今回

、
本
村
か
ら
小
学
生
6
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

山
岸
慎
吾
君
（
表
彰
時
東
小
6
年
）

児
童
自
宅
裏
で
早
朝
、
建
物
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
児
童
の
早
期
通
報

に
よ
り
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
関
係
者
に
感
謝
さ
れ
、
消
防
署
か

文
部
大
臣
奨
励
賞

全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
た
ち
か
ら

募
集
し
た
第
1
1
回
「
毎
日
学
生
書
き
初

め
展
」
（
毎
日
新
聞
社
、
日
本
書
写
能
力

河
川
美
化
奉
仕

団
体
に
感
謝
状

ら
も
そ
の
行
為
を
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
日
頃
の
生
活
態
度
も
真
面
目
で
、
学

級
代
表
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
級
友
か
ら

も
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
野
哲
也
君
（
表
彰
時
西
小
6

年
）

田
中
朋
義
君
（
ル
）

篠
木
優
甫
君
（
ル
）

松
本
直
輝
君
（
ル
）

宮
本
修
吏
君
（
ル
）

検
定
委
員
会
主
催
、
文
部
省
後
援
）
の

入
賞
者
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
小
学
生
の
部
で
西
小
4

年
の
堀
口
恵
理
さ
ん
が
最
高
賞
の
文
部

大
臣
奨
励
賞
に
暉
き
ま
し
た
。

◇
自
由
課
題
明
る
い
子

3
月
8
日
、
利
根
川
上
流
河
川
利
用

者
協
議
会
（
会
長
・
針
ヶ
谷
板
倉
町
長
）

か
ら
、
明
和
村
体
育
指
導
委
員
会
（
代

い
つ
も
優
し
い
心
で

山岸慎吾君

武井英夫さん

左から松本・河野・篠木•宮本・田中君

5
人
は
、
い
つ
も
友
だ
ち
を
思
い
や

る
優
し
い
心
の
持
ち
主
で
、
入
学
以
来

長
年
に
わ
た
り
日
頃
の
行
い
が
立
派
で

あ
り
、
他
の
児
童
た
ち
の
模
範
と
な
っ

て
い
ま
す
。

表
・
武
井
英
夫
さ
ん
）

ら
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
常
に
河
川
の
愛
護
に

深
い
理
解
を
さ
れ
、
進
ん
で
河
川
敷
の

美
化
清
掃
を
行
い
河
川
環
境
の
整
備
と

愛
護
意
識
の
高
揚
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

に
感
謝
状
が
贈

平成 8 年 4 月 10 日（水） (10) 
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直伯白伝説と富士山供養塔］

No.B 

矢
島
地
区
、
長
良
神
社
わ
き
を
通
り

旧
県
道
を
横
切
る
よ
う
に
流
れ
て
い
る

矢
島
排
水
路
の
そ
ば
に
、
高
さ
一
昇
十

五
丑
、
／
．
幅
三
十
五
伍
／
の
富
士
山
供
養
塔

が
立
っ
て
い
ま
す
。

れ
い
ほ
う

昔
、
北
国
か
ら
は
る
ば
る
霊
峰
富
士

登
山
を
し
よ
う
と
い
う
一
行
が
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
一
人
の
お
年
寄
り
が
い

ま
し
た
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
長
道
中
で

す
か
ら
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
体
が

思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
た
だ
た
だ
お
参

り
を
し
た
い
一
念
で
旅
立
ち
は
し
た
も

の
の
、
一
行
よ
り
だ
い
ぶ
遅
れ
て
矢
島

村
に
差
し
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
は
も
は
や
力
も
つ
き
は
て
、
と
う
と

う
道
端
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
無

念
の
あ
ま
り
、
遠
く
富
士
の
方
を
見
た

と
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
一
念

が
通
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
か
た
わ
ら富士山供養塔（矢島）

じ
）

菩
口

あ
ざ

の
水
田
の
水
面
に
富
士
山
の
姿
が
鮮

や
か
に
写
っ
て
い
る
の
で
す
。
お
年

寄
り
は
水
面
に
写
っ
た
富
士
山
の
姿

を
あ
り
が
た
＜
伏
し
拝
み
な
が
ら
遂

に
息
絶
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
村
の
人
々
は
こ
れ
を
非

常
に
哀
れ
み
、
道
端
の
一
里
塚
に
富

士
山
供
養
の
碑
を
建
て
て
、
一
句
を

刻
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
で
も

こ
の
地
を
御
影
田
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

供
養
塔
に
は

「
昔
此
の
田
に
富
士
の
影
写
り
し
か
ば

ふ
じ
の
雪
裾
ひ
き
あ
げ
て
田
う
ゑ

か
な
謄
翁
」

安
政
四
丁
己
歳
十
一
月
(
-
八
五
七
）

上
野
國
邑
楽
郡
矢
島
村

世
話
人
渡
邊
如
之
助
秋
野
彦
四
郎

外
五
名

矢
島
村
願
主
年
参
講
中

大
佐
貰
村
篠
木
勘
左
衛
門

外
一
名

と
あ
り
ま
す
。

明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
十
日
長

良
神
社
合
社
の
と
き
、
一
里
塚
は
取

り
崩
さ
れ
、
供
養
の
碑
だ
け
が
残
っ

て
お
り
ま
す
。

※
一
里
塚
は
、
そ
の
田
の
中
ほ
ど
に

五
坪
ば
か
り
土
を
盛
っ
て
、
富
士

嶽
神
社
を
祀
り
、
松
二
本
と
桜
一

本
を
配
し
、
そ
れ
は
そ
れ
は
と
て

も
眺
め
も
よ
く
、
当
時
は
旅
人
の

憩
い
の
場
所
と
し
て
こ
の
上
な
き

所
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
特
に
、
盛

夏
の
頃
は
木
陰
で
涼
風
を
受
け
、

旅
の
疲
れ
を
い
や
す
に
は
、
格
好

な
場
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

短
期
（
半
日
）
人
間
ド

受
診
者
募
集

ツ

ク
の

署
名
の
成
果
が
実
る

法
務
局
館
林
出
張
所
を
存
続

前
橋
地
方
法
務
局
館
林
出
張
所
の
太

田
支
局
へ
の
統
廃
合
問
題
で
、
同
法
務

局
の
林
茂
保
局
長
は
三
月
一
日
、
出
張

所
管
内
の
明
和
村
な
ど
三
市
町
村
を
訪

問
し
、
館
林
出
張
所
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
民
事
行
政
審
議
会
が

昨
年
七
月
、
登
記
所
の
適
正
配
置
に
関

す
る
答
申
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
廃
止

計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
館
林
出
張
所
は
年
間
一
万

六
千
六
百
件
の
登
記
申
請
件
数
が
あ
り
、

統
廃
合
の
太
田
市
鳥
山
ま
で
一
時
間
ほ

ど
、
同
出
張
所
の
利
用
件
数
は
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
答
申
の
廃
止
基
準
に
該
当
し

◇
対
象
者
村
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、
年
齢
3
5
歳
以
上
お
よ
び

国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

◇
受
付
期
問
4
月
1
5
日
⑪
1
3
0
日
閲

◇
定
員
6
0
人
程
度
希
望
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

◇
申
し
込
み
希
望
者
は
、
電
話
で
住

民
課
保
険
年
金
係
6
闘
3
1
1
1
に
、

氏
名
と
受
診
希
望
医
療
機
関
お
よ
び

希
望
月
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
民
の

な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
出
張
所

管
内
の
三
市
町
村
は
存
続
協
議
会
を
結

成
し
、
議
会
、
区
長
会
な
ど
の
団
体
で

存
続
署
名
運
動
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、

六
万
一
千
八
百
余
人
の
署
名
を
集
め
て
、

法
務
省
に
存
続
を
陳
情
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
本
村
で
も
区
長
会
を
通
じ
て
署

名
運
動
を
全
村
的
に
展
開
し
た
結
果
、

四
千
八
百
余
人
の
村
民
の
み
な
さ
ん
の

署
名
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
存
続
運
動
の
結
果
、
答

申
で
示
し
た
基
準
に
該
当
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
統
廃
合
は
中
止
と
な
り
、
署

名
運
動
の
成
果
が
実
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◇
委
託
医
療
機
関
館
林
記
念
病
院
、

新
橋
病
院
、
館
林
厚
生
病
院
、
浜
野

病
院
、
宇
沢
整
形
外
科
総
合
検
診
部

◇
村
助
成
金
2
0
,
0
0
0
円
（
検

診
費
用
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
嬰

な
り
ま
す
）

◇
主
な
検
査
項
目
内
科
検
診
、
尿
検

査
、
生
化
学
検
査
、
X

線
お
よ
び
超

音
波
検
査
、
血
液
学
的
検
査
、
便
検
査

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(11) 平成 8 年 4 月 10 日（水）



-t 
中学校 ., 

' .“ 

報をあ寄
` • せください。

;,,.• 
掲載写真は差し土
げ与す：
企画練広報係
9 { 

き乳—3111

’｀ック？～＼＾心［
明和中学校卒業式が 3 月 13 日、同体育

館で行われ、 142人（男62人・女80人）の

卒業生が明日への希望を胸に、母校を巣

立ちました。

橋本校長は、卒業生一人ひとりに卒業

証書を手渡した後、「21世紀を担うみなさ

ん、希望と勇気を胸にして、羽ばたいて

行ってください。卒業生の限りない前途

を祝福します」と、はなむけの言葉を贈

りました。

式の後、卒業生は晴れの卒業証書を手

に恩師、父母、在校生の大きな拍手に送

られて、慣れ親しんだ学舎を後にしまし

た。

ジャスティナ

—·—ー'
▲横田さんの手から小林さんの手へ·
“ジャスティナをよろしぐ

日
米
児
童
親
善
の
懸
け
橋
に
と
昭
和

初
期
、
米
国
の
宣
教
師
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

1

世
か
ら
贈
ら
れ
た
青
い
目
の
人
形
を

保
管
し
て
い
る
明
和
中
学
校
に
2

月

2
3

日
、
新
し
い
青
い
目
の
人
形
が
ギ
ュ
ー

リ
ッ
ク

3

世
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

3

世
は
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
1

世
の
意
志

を
継
ぎ
、
将
米
を
担
う
両
国
の
児
童
た

ち
の
相
互
理
解
と
国
際
親
善
の
た
め
に

と
昭
和
6
2年
か
ら
人
形
交
流
を
復
活
。

「
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ナ
」
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
人
形
は
、
県
内
の
受
け
入
れ
窓

日
を
努
め
て
い
る
横
田
博
忠
さ
ん
（
元

副
知
事
）
が
届
け
た
も
の
で
す
。

新
し
い
人
形
は
目
が
荼
色
で
、
緑
色

の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
用
。
3
世
夫
人
の

手
作
り
の
着
替
え
な
ど
が
入
っ
た
旅
行

カ
バ
ン
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
携
行
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
太
平
洋
を
越
え
て
贈
ら

れ
た
人
形
と
同
じ
気
持
ち
で
新
し
い
友

情
人
形
を
み
な
さ
ん
に
贈
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

2

月
2
9日
に
は
同
校
で
、
全
校
生
徒

か
参
加
し
た
歓
迎
式
が
行
わ
れ
、
米
校

を
祝
い
ま
し
た
。
横
田
さ
ん
夫
妻
を
は

じ
め
、
斎
藤
村
長
、
野
木
村
教
育
長
も

列
席
、
横
田
さ
ん
が
生
徒
代
表
の
小
林

身
依
子
さ
ん

(
3年
）
に
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ナ
ち
ゃ
ん
を
手
渡
す
と
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

昭
和
2
年
に
当
時
の
梅
島
小
に
贈
ら

れ
て
、
現
在
明
和
中
で
保
管
し
て
い
る

青
い
目
の
人
形
「
メ
ア
リ
ー
」
ち
ゃ
ん

に
妹
が
で
き
た
こ
と
を
、
同
校
で
は
歓

迎
す
る
と
と
も
に
、
「
友
情
の
心
、
国
際

理
解
に
役
立
て
ま
す
」
と
ギ
ュ
ー
リ
ッ

ク
さ
ん
、
横
田
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。

は
じ
め
ま
し
て
麿
の
マ
ス
コ
ッ
ト

青
い
目
の
人
形
に

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ナ
で
す
o

妹
ガ
…
…
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公民館の各種教室・講座や利

用団体の 1 年間の学習成果を披

露する「公民館まつり」が 3 月

2 日、 3 日の 2 日間、中央公民

館をメイン会場に開かれました。

生け花、書道、切り絵、 日本

画、レザークラフト、子ども会

家族画コンクール作品、小・中

学生書き初め・作文等486点のカ

作が展示されたほか、子ども映

画会や読み聞かせ、荼会など、

盛りだくさんのイベントが繰り

広げられました。

ステージでは舞踊、民謡、和

太鼓などの愛好者が自慢の芸を

披露し、会場を埋めた観客から

盛んな拍手を浴びていました。

また、子ども会育成団体連絡

協議会による綿あめ、金魚すく

い等の無料サービスや模擬店、

さらに社会体育館でバドミント

ンなどの軽スポーツが行われ、

家族連れなどでにぎわいました。

• : • • :.... 

公罠鱚まつ’J
1 年間の学習成果を披露

3

月
6

日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
館
林
南
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
•
原
田
紀
幸
さ
ん
）
の
「
南
L
C
_
B

A
N
D

」
が
訪
れ
、
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
バ
ン
ド
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
発
足

1
0周
年
を
記
念
し

て
3

年
前
に
結
成
し
、
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
た
ち
に

聴
い
て
も
ら
お
う
と
音
楽
会
を
始
め
、
老
人
福
祉
施
設
を

訪
問
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
村
の
施
設
で
は
、
初
め
て
音
楽
会
を
開
く
こ
と
に
な

り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
も
参
加
す
る
な

ど
1
0
0

人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

バ
ン
ド
は
8

人
で
編
成
。
軍
歌
、
童
謡
、
演
歌
な
ど
懐

か
し
い
歌
に
お
年
寄
り
た
ち
は
、
手
拍
子
を
し
な
が
ら
一

緒
に
歌
い
始
め
、
迫
力
あ
る
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

.• ｷ •.. ｷ • 
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▲一冊の本にみんなの視線集中

迫
力
あ
る
生
演
奏
を
満
喫

自
分
の
所
で
と
れ
た
そ
ば
を
使
い
、
そ
ば
作
り
を
し
よ

う
と

2

月

2
9日
、
中
央
公
民
館
調
理
室
で
、
そ
ば
打
ち
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
、
地
場
の
そ
ば
を

通
じ
て
地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
図
っ
て
い
こ

う
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
ば
に
は

I
I

細
く
長
く
、
交
流
し
て
い
け
た
ら

... ”
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は

4
5人
。
み
な
さ
ん
、
真
剣
か
つ
和
気

合
々
と
そ
ば
作
り
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
「
今
後

も
そ
ば
に
限
ら
ず
、
地
域
に
根
づ
い
た
交
流
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
X
は
粉
で
X
は
打
ぢ

(1 3). 



レントゲン・基本健診．肺かん検診・大腸かん検診日程表

午前10時～ 11時30分 午後 1 時30分～ 3 時
実施日

該当地区 ノュ 場 該当地区 ム云 場

5 月 8 日（水） 下 江 里"、 斗合田集落センター 斗 合 田 斗合田集落センター

10 日（金） 千 津 井 東部児童館 上 江 里9'‘‘ 東部児童館

13 日（月） 田 島 田島公民館 江 日 江口集落センター

14 日（火）
梅原

梅原集落センター
梅原

梅原集落センター（梅中・梅西） （古森・梅東）

16 日（木） JI I 俣 川俣公民館 須 賀 須賀公民館

17 日（金） 大輪 （下） 大輪転作促進研修施設 大輪 （上） 大輪転作促進研修施設

21 日（火） 入 ケ クロ 矢島公民館 矢 島 矢島公民館

23 日（木） 大 佐 貰 大佐貫農耕改善センター 南 大 島 南大島農耕改普センター

24 日（金） 中 クロ 村保健センター 新 里 村保健センター

27 日（月） 新里・中谷 村保健センター 明和村全域 村保健センター

す
す
ん
で
受
け
よ
う
／
．
健
康
診
査

値
. 
` 

保健センター

合 (84) 4686 

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

胸
部
X

線
撮
影
は
、
肺
や
心
臓
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
呼
吸
器

系
で
は
、
肺
結
核
や
肺
が
ん
な
ど
の
早

期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
し
、
循
環
器
系

で
は
、
心
臓
肥
大
や
大
動
脈
の
硬
化
な

ど
が
発
見
で
き
ま
す
。

基
本
健
康
診
査

基
本
健
康
診
査
は
、
循
環
器
疾
患
、

糖
尿
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
等
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

〈
検
査
の
流
れ
〉

身
長
・
体
重
測
定
↓
検
尿
↓
問
診
．

血
圧
測
定
↓
血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル

•
H
D
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
中
性
脂
肪
•
G
O
T
.
G
P
T

.
r
_
G
T
P

．
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・

尿
酸
・
（
貧
血
検
査
・
糖
の
検
査
は
、

必
要
な
方
の
み
実
施
）
↓
心
電
図
、

眼
底
検
査
（
必
要
な
方
の
み
実
施
）

肺
か
ん
検
診

（
喀
痰
細
胞
診
）

肺
が
ん
に
は
、
気
管
支
の
末
梢
に
で

き
る
も
の
と
太
い
気
管
支
に
で
き
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
前
者
の
発
見
に
は
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
が
主
と
な
り
、
後
者

は
、
心
臓
や
背
骨
に
重
な
り
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
で
は
発
見
が
む
ず
か
し
い
の

で
、
喀
痰
に
含
ま
れ
る
細
胞
の
検
査
に

よ
っ
て
、
が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

検
査
は
、
指
定
容
器
に
3
日
分
の
早

朝
痰
を
と
る
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。

特
に
肺
か
ん
高
危
険
群
の
人

(
5
0歳

以
上
の
人
、
タ
バ
コ
を
た
く
さ
ん
吸
う

人
、
血
痰
や
咳
の
で
る
人
）
は
、
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

大
腸
か
ん
検
診

大
腸
が
ん
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
食
生
活

の
欧
米
化
、
つ
ま
り
動
物
性
脂
肪
の
取

り
過
ぎ
と
食
物
繊
維
の
摂
取
不
足
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

検
査
は
、
2
日
分
の
便
を
採
り
、
潜

血
反
応
を
み
る
簡
単
な
も
の
で
す
。

大
腸
が
ん
は
早
く
発
見
し
適
切
な
治

療
を
受
け
れ
ば
、
治
癒
率
の
高
い
が
ん

で
す
。
積
極
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

、
つ※

喀
痰
細
胞
診
、
大
腸
が
ん
検
診
を
希

望
す
る
方
で
、
ま
だ
申
し
込
み
の
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
今
月
中
に
保
健
セ
ン

タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予防接種に行く前のチェック

子ともの体調はよいですか。

ビ 今日受ける予防接種について理解していますか。

3 母子健康手帳は持ちましたか。

4 予診票の記入はすみましたか。

着衣なと清潔にしていますか。

さあ出かけましょう！

ポ
リ
オ
投
与

◇
日
時
…
平
成
8

年
5

月

2
8日
閲

受
付
1
時
1
0分
ー
2
時

◇
場
所
：
明
和
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
…
平
成
7

年
2
月
i
平
成
8

年
1

月
生
れ
の
者
及
び

7

歳
半
ま
で

の
未
済
者

(
2回
済
ん
で
い
な
い
者
）

◇
持
参
す
る
も
の
…
予
診
票
・
母
子
手
帳

環
境
保
健
課
か
ら
の
情
報
は

4
月
か
ら
「
広
報
め
い
わ
」
で

村
で
は
、
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
し
た
「
保
健
衛
生
だ
よ
り
」
を
都
合

に
よ
り
、
平
成
7

年
度
限
り
で
廃
刊
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
合

理
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
も
の
で
あ

り
、
環
境
保
健
課
か
ら
の
情
報
は
、
平

成
8

年
度
か
ら
「
広
報
め
い
わ
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 8 年 4 月 10 日（水） (14) 



犬の登録と

狂犬病予防注射

平
成
8
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
生
後
3
カ
月

以
上
の
犬
は
、
都
合
の
よ
い
会
場

で
必
す
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
7
年
度
か
ら
犬
の

登
録
が
＿
生
涯
に
1

回
と
な
り
ま

し
だ
の
で
、
平
成
7
年
度
に
登
録

済
み
の
犬
は
、
注
射
料
金
と
注
射

済
票
交
付
手
数
料
だ
け
と
な
り
ま

す
。

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

環境保健課合(84)4686

館林保健所合（72)3230

◇登録済の犬

（注射料 E,470円済票交付手数料 530円）
◇未登録の犬

3,000円

6,000円

\
—
ー
／

円
円
円

0
0
7
0
3
0
 

n
u
4
5
 

料

3
P

」

数

料
手
数
付
手
料
交

録
射
票

登
注
済

(\ 

実施月日 曜日 時 間 場 所

午前 9:00~10: 00 斗合田集落センター

水
午前 10: 30~11: 30 東 部 児 童 館

4 月 17 日
午後 1:00~2:00 江 集 ムコニ 所ロ

午後 2:30~3: 30 田 島 出 荷 所

午前 9:00~10:00 館林市農協佐貫支所

4 月 18 日 木
午前 10: 30~11: 30 大輪転作促進研修施設

午後 1:00~2: 00 矢 島 公 民 館

午後 2:30~3: 30 大佐貫農耕改善センター

午前 9: 00~10:00 梅原集落セ ン 夕

金
午前 10: 30~11: 30 中 クロ 教 J 子‘‘’ r 院

4 月 19 日
午後 1:00~2:00 明和村保健センター駐車場

午後 2:30~3: 30 南大島農耕改善センター

4 月 21 日 日 午前 9: 00~11:30 明和村保健センター駐車場

午前 9: 00~10:00 東 部 児 童 館

4 月 26 日 金 午前 10: 30~11: 30 館林市農協佐貫支所

午後 1:00~3: 00 明和村保健センター駐車場

4 月 27 日 土 午前 9: 30~11:30 明和村保健センター駐車場

犬の避妊・断種手術

に補助金を交付
◇補助の目的

飼い主の望まない犬の繁殖による野

犬の発生を抑制するため、平成 8 年度

から犬の避妊等の手術に要する費用の

一部を村が補助します。

◇補助対象

〇飼い主が明和村内に居住しているこ

と。

〇飼い犬が狂犬病予防法に基づく登録

と注射を受けていること。

0村が指定する開業獣医師で避妊等の

手術を受けること。

◇補助金額

避妊手術 1 頭当り 10,000円

断種手術 l 頭当り 5,000円

◇補助の受け方 補助金の交付を受け

ようとする人は、手術を受ける前に

補助金交付申請書を環境保健課へ提

出してください。

（
放
し
飼
い
）

「
深
夜
だ
か
ら
い
い
や
…
…
。
」
「
一

緒
に
運
動
す
る
の
が
面
倒
く
さ
い
か
ら

放
そ
う
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
そ
ば
で
は
従
順
な
愛
犬
で

も
、
家
の
外
へ
出
た
ら
、
野
生
の
血
が

騒
ぎ
ま
す
。
な
わ
ば
り
の
確
保
の
た
め

に
糞
尿
等
臭
い
付
け
を
し
た
り
、
農
作

物
を
荒
ら
し
た
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
大
変
危
険
で
す
。
放
し

飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
鳴
き
声
）

「
し
つ
け
」
や
「
練
習
」
で
無
駄
ほ

え
を
少
な
く
す
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
イ
ケ
ナ
イ
」
を
教
え
る
こ
と
に
よ
り
、

無
駄
ほ
え
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
つ
な
が
れ
っ
ぱ
な
し
や
狭
い

と
こ
ろ
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
犬
は
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
無
駄
ほ
え
が
多
く
な

り
ま
す
。
狩
猟
本
能
を
解
消
さ
せ
る
だ

迷
惑
を
ガ
け
な
い
飼
い
方

犬
を
こ
れ
か
ら
飼
っ
て
い
け
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
、
む
や
み
に
遠
く
へ
放

し
た
り
捨
て
た
り
す
る
こ
と
だ
け
は
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
あ
な
た
が
罰
せ
ら
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
捨
て
ら
れ
た
犬
は
野
良

犬
と
な
り
咬
傷
事
故
や
ゴ
ミ
の
持
ち
出

し
場
所
に
出
さ
れ
た
残
飯
を
あ
ら
し
、

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
な
ど
の
社
会
問
題

に
発
展
し
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
一
生
愛
情
を
も
っ
て
育

て
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
事
情
が
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
は
、
保
健
所
に
不

要
犬
と
し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す

の
で
役
場
環
境
保
健
課
か
館
林
保
健
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

犬
は
捨
て
な
い
で

け
の
十
分
な
運
動
を
毎
日
さ
せ
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

(15) 平成 8 年 4 月 10 日（水）



老人福祉センター

講演で 会

老人福祉センター 合 (84)4926

村老人福祉センターと館林保健所

では、「ボケないために・・・」というテ

ーマで講演会を開催します。

◇日時 5 月 17 日（鉛午後 2 時～

◇場所村老人福祉センター

◇対象一般村民

◇講師館林厚生病院精神神経科

医長狩野正之先生

◇費用無料

◇申し込み 当日会場へ

老人福祉センター利用者は

資格者証の交付申請を

老人福祉センター ff(84)4926 

老人福祉センターの資格者証は、

60歳以上の村民を対象に希望される

方に交付しています。入場の際、資

格者証を呈示されますと入場料金が

無料となります。

資格者証の交付をご希望の方は、

老人福祉センターまで申し出てくだ

さい。

くらしの相談

邑楽福祉事務所合（73)2141

福祉事務所では、生活・法律など
の問題をかかえてお困りの方を対象

に、 くらしの相談を実施します。

お気軽にご相談ください。

◇日時 5 月 15 日（水）午後 1 時～ 4 時

◇場所村老人福祉センター

◇内容福祉全般・法律問題

◇予約・問い合わせ 邑楽福祉事務

所生活福祉課ヘ

※法律相談は弁護士が担当するため、
前日正午までに予約が必要です。

が
だ

料
し

作
ま

小
り

準
ま

標
決

農業委員会合 (84)3111 

3 年に一度変更となる小作料の標

準額が、次のように決定しました。

これは平成 8 年 4 月 1 日から適用と

なっています。

●※詳しくは、役場・農業委員会へ

農地の区分
小作料の
標準額備考

田 A 16,000円
(B 区分以外）

水稲

の

12,000円水稲

畑

の

部 B
（谷田川堤外地）

入漁証行使料金が

決まりましだ

東毛漁業協同組合合0270(26)1143

平成 8 年度入漁証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

◇応魚証行使料金

0全漁券 4,100円…コロガシ、友釣、

ドブ釣、流し釣

0投網券 6,100円…投網

0 学童券 300円•県下共通

◇河川まだは地区区分

〇利根川本支流（福島橋より下流五

料合流地点を経て埼玉共第 9 号板

倉地先まで） 〇滝川（東毛漁協

地区） 0 広瀬川 0粕川（伊勢

崎佐波地区） 〇蛇川 0石田川

0早川（新田、太田地区）

※詳しくは、東毛漁業協同組合（伊

勢崎市）へ

米穀販売業は

登録が必要です

東部農政事務所合(3 1)3824 

米穀の販売業を行うには、主要食

糧の需給及び価格の安定に関する法

律に基づく知事の登録が必要です。

県では、卸売業および小売業の登

録申請の受け付けを次のとおり行い

ます。

◇申請期間 4 月 1 日（月）～ 30 日（火）

◇登録年月日 6 月 1 日（土）

◇申請方法東部農政事務所にある

申請用紙で同事務所へ提出してく

ださしヽ。

※詳しくは、小売業…東部農政事務

所経済課、卸売業…県庁流通園芸課

●合0272(23) 1111 （内線2902 、 2903) へ

i村の無料法律相談
◇日時＝ 5 月 10 日（釦

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 5 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

へ．，． ，／—-＼ヽ L. 、·.，｀，こ•2・雫 1, ｷ> 7/.'ｷ' 

乳、マ．l:：児ノ':/ iべ；健□1 診：：：．
ー・，＇/ :: ✓-. ;．．プi•'，，ゞ＇ク＇···-• i ;'¥ `••·; !'°\·、,:ノ‘:,,·

◇日時＝ 5 月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年5 月、 10 月、 8年 1 月生

：健：＇ムロ康、ー・＼ーママ・1口：相、1「\ー：談：々
` `，ー• 9,. —’9, •-9 ゞ，．，メ·· ·‘(.:.. i ;..:'• 9:9,; • 9’ ノ；、‘， .,.r. 9'  

◇日時＝ 5 月 7 日（火）

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター
ぐ→·‘f r···9 / ：ぞゞ，＇ ょ 、な•‘9 ，う｝＇レ・•..,,... -~,I ’ へ `· r· 、

人権、．r;行政`..,／｛心配こな相談：）
◇日時＝ 5 月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

｛：：交通事故．i：相．と．談、し
◇日時＝ 5 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

ノ、：：年\、ヽ；金プ•；□祖j.;(／て＼・：ア、←［夏し、：
◇日時＝ 5 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
、ど：｀べ‘｀ーモ．｀こ．：·-rr: \ rヽ·ーシ．i／.、ヽ，ヽ 1.、 •• ,. J.,.- ‘/ 9 ヽ :·.~‘)こ、、

7‘今、ミレ／ ：月｝4ノの’□納：、ミと税｀．
：~ヽ 、マヽ．：、／よ・`.‘·＼ ←｀ば八•/ 7しイ’‘· •こ・-:'-」＇．．．．；．．．ヽ．一＼．、 ヽ＼ .` 

◇軽自動車税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 4 月 30 日（火）

平成 8 年 4 月 10 日（水） (16) 



くらしの情報

危険物取扱者試験

明和分署合(84)3131

◎準備講習会

◇日時 6 月 5 日（水）午前 9 時

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 6 月 23 日（日）午前 9 時

◇会場太田市関東学園大学

◇受験料甲種5,000円

乙種3,400円

丙種2,700円

◎受付期間 5 月 7 日因～ 16 日（木）

※詳しいことは明和分署へ

マナーアップドライブ200

参加チーム募集

県庁交通政策課合0272(23) 1111 

5 人 l 組で期間中、無事故・無違

反の達成を目指すマナーアップドラ

イブ “200" コンテストを実施します。

◇実施期問 6 月 15 日（士）～ 12 月 31 日

（灼までの200 日間

◇参加資格

・県内に在住または勤務・通学して

いる人（高校生は通学許可証を受

けている人）

・自動車運転免許証（原付含む）を

有している人（ただし、ペーパー

ドライバーを除く）

◇定員 500組（先着順）

◇参加費 1 チーム 1,000円

◇募集期間 4月 15 日（月）～ 5 月 31 日（命

◇申込用紙配布場所役場総務課、

明和駐在所ほか

◇達成記念品等無事故・無違反を

達成したチームに記念品を贈呈。

また、抽選で特別賞をプレゼント

します。

※詳しくは、県庁交通政策課ヘ

. 
4月は「土地月間」です

県庁地域整備課合0272(23)1111

土地は、私たちの生活や経済活動

の基盤となる、限られた貰重な資源

であるという理解を深めていただこ

うと「土地基本法」が制定されてお

り、 4 月を「土地月間」としていま

す。

土地基本法の基本的な考え方は、

次のとおりです。

①土地は、公共の福祉が優先します。

②土地は、計画に従って利用される

ことが必要です。

③投機的な土地取引を行ってはいけ

ません。

④土地は、価値の増加に伴い利益に

応じた適切な負担が求められます。

※土地を売買するときは、地価公示

・地価調査価格（市役所・町村役場

で閲覧できます）を目安としてくだ

さい。

自衛隊

幹部候補生募集

群馬地方連絡部太田出張所

合 (45)5563

国民の生命と財産を守り、国際貢

献をする自衛隊で、あなたの能力を

発揮してみませんか。

◇募集内容陸上要員・海上要員・

航空要員

◇応募資格 22歳以上26歳未満で大

学卒業程度の学力を有

する方

◇受付締切 5 月 24 日（金）

◇一次試験 6 月 22 日（土）

◇受験場所前橋市

◇問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所

青年洒外協力隊員

募集説明会

県庁国際課合0272(23) 1111 

あなたの技能・技術を開発途上国

で生かしてみませんか。

青年海外協力隊では、隊員の募集

説明会を開催します。

◇日時 5 月 9 日（水） 午後 6 時30分

~ 8 時30分

• ◇会場太田商工会議所

• ◇対象 20歳から 39歳までの日本国

籍を持つ心身ともに健康な

青年男女

◇内容 応募要領の説明や帰国隊員

の体験発表、協力隊事業の

紹介映画上映等を行います。

※平成 8 年度の隊員募集期間は、 4 

月 15 日（月）～ 5 月 31 日（命です。詳しく

は、県庁国際課ヘ

労働保険の年度更新は

5 月 15 日までです

群馬労働基準局労災補償課

合0272(31)4517

労働保険の平成 7 年度確定保険料

と平成 8 年度概算保険料の申告、納

付手続きの時期となりました。具体

的な記載方法等の説明会を予定して

います。会場や日時の一覧表は、申

告用紙と一緒に送付しますので、必

ず出席してください。

※詳しくは、群馬労働基準局労災補

償課または最寄りの労働基準監督署

ヘ゜

TEPCO 
電気のしくみ発見ツアー

東京電力（樹館林営業所合 (72)4340 

◇日時 5 月 25 日（士） 三の丸南面駐

車場へ午前 7 時集合

◇場所今市発電所・ TEPCO鬼

怒川ランドほか

◇対象小学生高学年親子

◇定員 45人（先着順）

◇参加費無料（昼食は自己負担）

◇申し込み 電話にて東京電力（梱館

林営業所へ

緑の相談室が

開かれます

県緑化センター 合 (88)7188

庭木や草花の作り方、管理の仕方

等についての相談をお受けします。

◇巳時 4 月 26 日（命・ 27 日（士）両日

とも午前10時～午後 3 時

◇場所群馬県緑化センター（邑楽

町）

※両日とも先着300人に苗木をプレゼ

ントします。（花モモ、カリン、アメ

リカハナミズキ、アンズ、サルスベ

• リなど）。

(17) 平成 8 ・年 4 月 10 日（水）



くらしの情報

◎
都
市
開
発
課

▼
課
長
金
谷
道
夫
（
群
馬
県
土

役
場
人
事
異
動

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

（
転
出
）

▼
千
代
田
中
校
長
西
尾
廣
和
（
東

小
教
頭
）
▼
館
林
七
小
川
田
恵
美

子
（
東
小
）
▼
館
林
一
小
瀬
山
み

ど
り
（
西
小
）
▼
館
林
五
小
石
橋

真
理
（
西
小
）
▼
太
田
鳥
之
郷
小

添
田
優
子
（
西
小
）
▼
館
林
一
小

内
藤
洋
子
（
西
小
）
▼
太
田
宝
泉
中

坂
田
哲
男
（
明
中
）
▼
館
林
養
護

津
布
工
り
り
子
（
明
中
）

（
転
補
）
（
管
内
異
動
）

▼
東
小
教
頭
侭
田
弘
之
（
明
中
）

▼
西
小
関
口
恵
子
（
東
小
）

（
転
入
）

▼
東
小
中
島
美
江
（
吉
井
西
小
）

▼
東
小
奥
澤
京
子
（
館
林
美
園
小
）

▼
西
小
片
柳
進
（
太
田
城
西
中
）

▼
西
小
大
野
明
美
（
館
林
七
小
）

▼
西
小
井
戸
貴
子
（
水
上
藤
原
中
）

▼
明
中
橋
本
昌
俊
（
佐
波
郡
東
南

小
）
▼
明
中
土
屋
友
則
（
高
崎
豊

岡
中
）
▼
明
中
阿
部
光
一
（
前
橋

一
中
）

（
新
採
用
）

▼
東
小
神
林
綾
乃

田
浩
史

〔
敬
称
略
〕

▼
明
中

岡

教
職
員
の
異
動

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

谷
津
弘
子
（
西

木
部
か
ら
派
遣
）

◎
総
務
課

▼
庶
務
行
政
係

保
育
園
）

◎
税
務
課

▼
課
長
兼
収
入
役
職
務
代
理
者

川
島
嘉
一
郎
▼
住
民
税
係
村
田

安
正
（
都
市
開
発
課
開
発
係
）
▼
固

定
資
産
税
係
長
小
林
雄
司
（
昇
任
）

▼
固
定
資
産
税
係
清
水
美
津
江
（
企

画
課
広
報
係
）

◎
企
画
課

▼
広
報
係
原
島
和
子
（
議
会
事

務
局
）

◎
住
民
課

▼
住
民
係
長
小
野
田
美
恵
子
（
経

済
課
商
工
係
長
）
▼
保
険
年
金
係
長

酒
井
清
（
住
民
課
住
民
係
長
）

◎
福
祉
課

▼
高
齢
福
祉
係
立
岡
い
ち
子
（
税

務
課
固
定
資
産
税
係
）
▼
東
保
育
園

須
藤
し
げ
子
（
西
保
育
園
）
▼
西
保

育
園
橋
本
妙
子
（
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
）
▼
同
大
牧
陽
子
（
税

務
課
住
民
税
係
）

◎
礫
境
保
健
課

▼
環
境
保
全
係
長
落
合
康
秀
（
昇

任
）

◎
経
済
課

▼
農
政
係
柿
沼
康
修
（
建
設
課

水
道
係
）
▼
商
工
係
長
折
原
せ
き

（
住
民
課
保
険
年
金
係
長
）

◎
建
設
課

▼
水
道
係
渡
辺
一
弘
（
経
済
課

農
政
係
）

◎
都
市
開
発
課

▼
開
発
係
橋
本
康
弘
（
企
画
課

企
画
調
整
係
）

,, 落
合
桂
子

（
福
祉
課

谷
津
弘
江
（
総

◎
出
納
係

▼
出
納
係

高
齢
福
祉
係
）

◎
議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局

務
課
庶
務
行
政
係
）

◎
教
育
委
員
会

▼
文
化
振
興
係
長
小
平
健
一
（
昇

任
）
▼
文
化
振
興
係
高
橋
初
美
（
企

画
課
広
報
係
）
▼
同
立
川
明
浩
（
中

央
公
民
館
）
▼
同
早
川
典
子
（
総

務
課
財
政
交
通
係
）
▼
中
央
公
民
館

柿
沼
美
智
子
（
中
央
幼
稚
園
）
▼
西

幼
稚
園
宮
川
み
ど
り
（
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会

▼
社
会
福
祉
協
議
会
係
長
始
澤

稔
（
昇
任
）
▼
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
室
井
知
子
（
東
保
育
園
）
▼

同
秋
山
み
ゆ
き
（
西
幼
稚
園
）

◎
新
採
用

▼
総
務
課
庶
務
行
政
係
島
田

操
▼
同
財
政
交
通
係
高
瀬
磨

▼
企
画
課
広
報
係
佐
藤
美
芳
▼

都
市
開
発
課
都
市
計
画
係
菌
部
賢

司
▼
同
開
発
係
野
村
恵
子

◎
退
職
（
3

月

3
1日
付
）

▼
橋
本
亀
三
郎
（
助
役
）
▼
梁
瀬

勝
治
（
収
入
役
）
▼
青
山
清
（
都

市
開
発
課
長
）
▼
黒
澤
家
紹
（
福
祉

課
兼
建
設
課
）

〔
敬
称
略
〕

` 
館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 畠

千代田 赤文i 人
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 胃

落合医院 大神医院 記念病院 永寿堂医院 館林地区と 竹越医院
る限り 一

4 月 21 日
合 (72)3160 合 (62)2200 合 (72)3155 合 (72)4469 同じです。 合 (84)3137 ; < 塁

日
根岸医院 川田医院 上野医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と

あ 病院
4 月 28 日 り間 — 合 (72)3262 合 (72)3724 合 (72)3330 合 (74)0811 同じです。 同じです。 まは合

] ] (72) 
4 月 29 日

後藤（内）医院 岡田医院 3 

合 (72)0134 合 (72)3163 で l | 

胃 9 4 当 森下医院 慶友病院 ゜5 月 3 日 しで ヽ

合 (73)7776 合 (72)6000 てで が

かす゚ 担
菅沼医院 最上医院 ら 当

番
5 月 4 日

合 (72)9090 合 (74)3763 呑ロ戸ク し
ま

し す

5 月 5 日
小西医院 川村医院 清河堂医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と て ゜
ff(86)2261 合 (72) 1337 合（72)3070 合 (75)3011 同じです。 同じです。 < ^ 内

だ 科

医
安楽岡医院 川島脳外科 さ

5 月 6 日
合 (72)0572 合 (75)55 ↓| し‘ 外

゜ 科

5 月 12 日
真中医院 川田医院 横田（善）医院 小曽根医院 館林地区と 小西医院

喜ff (72) 1630 合 (72)3724 合 (72)4970 合 (72)7707 同じです。 合 (86)2261

平成 8 年 4 月 10 日（水） (18) 



◇
期
日

◇
会
場

ー
ト◇

対
象
村
民
一
般

◇
募
集
人
数
2
0
人

フ―

（
男
・
女
）

（
先
着
順
）

5
月
1
6
月
昼
夜
計
1
0
回

ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ
ス
コ

ス
教
室

コ
ル
フ
教
室
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◇
期
日
5
月
＼
7
月
夜
1
0
回

◇
会
場
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
館
林
市
）

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
数
2
0
人
（
先
着
順
）

◇
費
用
1
,
4
0
0
円
（
保
険
料
げ
）

◇
申
し
込
み
4
月
1
7
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
費
用
5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
申
し
込
み
4
月
1
7
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日
5
月
か
ら
3
月
ま
で
月
2
回

◇
会
場
館
林
商
工
高
等
学
校

◇
対
象
者
村
内
在
住
小
中
学
生
男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
申
し
込
み
4
月
1
7
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

第
2
3
回
村
剣
道
大
会
が
3
月
1
0
日
、

社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
剣
士
の
ほ
か
、
近
隣
市
町
か

ら
合
わ
せ
て
2
0
団
体
、
2
4
7
人
が
参

加
し
、
小
学
生
低
学
年
、
小
学
生
高
学

年
女
子
、
同
男
子
、
中
学
生
男
子
、
同

女
子
の
5
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
鍛

練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

本
村
で
は
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し

た
。
（
学
年
は
入
賞
時
、
敬
称
略
）

◇
小
学
生
低
学
年
の
部

三
位
池
田
翔
（
小

3
)

◇
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

優
勝
田
部
井
裕
美
（
小

6
)

三
位
吉
田
枝
里
子
（
小

5
)

◇
中
学
生
女
子
の
部

第
2
3回
村
剣
道
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
教
室

Jク
99 n 盲nn 』

優勝した「中谷A」チーム

優
勝
中
谷

A

準
優
勝
下
江
黒

c

三
位
大
輪

B

第
1
4回
村
老
人
ク
ラ
ブ

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会

位

中
島
浩
美
（
中

1
)

入賞したみなさん

聟高
脂
血
症
を
防
ぐ
食
事

血
液
の
中
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
な
ど
の
い
く
つ
か
の
脂
質

が
た
ん
ぱ
く
質
と
結
び
つ
い
て
、
「
リ
ポ

た
ん
ば
く
」
と
よ
ば
れ
る
粒
子
と
し
て

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
脂
質
の

一
種
類
以
上
が
異
常
に
増
加
し
た
状
態

を
高
脂
血
症
と
い
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
中
性
脂
肪
も
体

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、
た

ま
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

し
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

高
脂
血
症
を
防
ぐ
食
生
活

①
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品
を
減
ら
す
。

肉
の
脂
身
は
う
ま
味
の
素
で
す
が
、

取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
脂
身
の
少
な
い
赤
身
肉
を
1
日

6
0
1
8
0
g
位
が
適
当
で
す
。

②
植
物
性
油
脂
を
使
う
。

バ
タ
ー
よ
り
も
マ
ー
ガ
リ
ン
を
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
よ
り
も
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

③
青
背
の
魚
を
積
極
的
に
食
べ
る
。

魚
の
脂
肪
に
は

I
P
A

と
い
う
不
飽

和
脂
肪
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、
サ

ン
マ
な
ど
の
青
背
の
魚
に
は
多
い
と

J
 

身D日ロu”

の
の
も
肉

だV

ズネや

竺
戸
の
―
[

[

ｭ

こ勺
飯
｀
二
[
臓

食
ご
冒
魚
鳥
内

料

ロ
』

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
野
菜
を
だ
っ
ぶ
り
取
る
。

野
菜
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
や
葉
緑

索
に
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

低
下
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

＠
大
豆
製
品
を
取
り
入
れ
る
。

大
豆
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
E

や
レ

シ
チ
ン
は
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
や
し
ま
す
。

＠
魚
の
卵
や
動
物
の
内
臓
は
控
え
目
に
。

⑦
く
だ
も
の
は
ほ
と
ほ
と
に
。

果
糖
は
中
性
脂
肪
を
増
や
し
ま
す
の

で
、
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＠
砂
糖
は
取
り
過
ぎ
な
い
。
生
ワ
リ
ー

ム
も
控
え
て
。

⑨
食
事
は
ゆ
っ
く
り
、
腹
八
分
目
に
。

(19) 平成 8 年 4 月 10 日（水）



社令人一坪生

おお碍」、
な か

江東プラスチツワ工業（株）

バレーボールワラブ
代表蓮見一治• 一l

父 芸

村の人口と世帯 3月の救急車出動回数
4月 1 日現在

世 帯 数 3 I 170戸 ●交通事故 0 件

人口総数 I I, 432人
●急 病 16 件

男 5,750人・女 5,682人

(3 月中の動き） ●そ の 他 2 件

出生 8人・死亡 8人
計 18 件. 

転入 57人・転出 43人

、ク芝文救，

き

い
ち
ょ
う
葉
は
野
分
ふ
か
れ
黄
の

川
と
な
り
て
さ
ら
さ
ら
街
路
を
流

る
篠
木
よ
し

ア
）

ほ
ろ
ぎ短

歌
会

湿
り
な
き
畑
に
枯
れ
た
る
か
ら
し

菜
の
横
で
ニ
ン
ニ
ク
は
太
き
芽
を

出
す
野
村
初
枝

祖
父
母
在
り
て
火
鉢
か
こ
み
し
幼こ

な
日
の
豆
ま
き
語
り
あ
う
夫
と
矩

た
っ漣
に
立
川
ツ
ヤ
子

か
ら
し

利
根
川
の
堤
に
摘
み
し
芥
子
菜
と

友
よ
り
早
春
の
香
り
が
届
く

立
川
ふ
さ

夫
を
た
す
け
白
菜
出
荷
に
精
を
出

す
日
々
の
重
さ
を
手
に
は
か
り
つ

つ
始
沢
良
子

私
た
ち
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
社
員
の
親
睦
を
図

る
こ
と
と
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
、
去

年
の
四
月
に
同
好
会
と
し
て
結
成
し
ま
し
た
。
以
来
、
社

会
体
育
館
や
中
学
校
を
利
用
し
て
毎
週
水
曜
日
に
、
日
ご

ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
お
も
い
っ
き
り
ボ
ー
ル
に
ぶ
っ
つ
け
、

練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
練
習
も
、
仕
事
の

都
合
に
よ
り
な
か
な
か
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
少
な
い

の
で
、
他
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
合
同
練
習
を
さ
せ

て
項
い
て
、
み
な
さ
ん
と
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
試
合
だ
け
で
な
く
、
審
判
講
習
会
や
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
な
ど
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
参
加
し
、
地
域
の
皆
様
と

親
睦
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
体
育
協
会
並
び
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の

皆
様
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
ぐ

よ
う
や
く
に
大
風
凪
ぐ
や
肩
口
の

冷
え
に
目
覚
む
れ
ば
静
止
せ
る
闇

砂
賀
久
美
子

り
ょ
う
せ
ん

稜
線
の
淡
き
夕
か
げ
刻
々
に
色
か

< 
え
昏
る
る
秩
父
の
山
々

野
口

タ
カ

（
敬
称
略
）

ー
お
め
で
だ
ー

氏
名
父
母
名
性
別

杉
山
晏
士
“
代
い
男

瀧
口
諒
真
利
晃
子
男

吉
永
彩
華
紅

□
女

り
ょ
う

ー
変
美
智
信
男

石
J
I
禾
恵
美
子

柴
崎
拓
磨
汀
鱈
男

吉
永
配
芙
“
□
女

丸
山
彩
弥
佳
戻
玖
女

ー
お
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

長
島
シ
モ

7
6

冨
塚
敏
雄

8
0
芳
夫

町
田
ま
さ

7
0
禰
市

森
尻
祐
三
郎

9
2
通
夫

吉
原
弘
6
0
康
夫

高
瀬
せ
つ

7
4
一
郎

立
川
阿
希

1

康
―
―

本
澤
利
―
―
一
郎8
6
勝
也

＿
編
集
後
記
―

3

月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
、
卒
業
や
入
学
、

就
職
と
い
う
人
生
の
節
目
が
訪
れ
、
ま
た
人
事

異
動
に
よ
り
新
し
い
仕
事
に
挑
戦
す
る
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
別
れ
の
せ
つ
な
さ
と
新
し

い
世
界
へ
の
期
待
、
出
会
い
が
．
．
．
。
生
活
環
境

が
変
わ
る
こ
の
時
期
、
特
に
体
調
に
は
気
を
付

け
た
い
も
の
で
す
ね
。
®

4
月
号
の
発
行
を
最
後
に
、
広
報
の
仕
事
と

お
別
れ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
年
と
い

う
歳
月
の
中
で
、
取
材
を
通
し
て
多
く
の
皆
様

と
出
会
え
た
こ
と
を
心
の
糧
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
、

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
⑪

4
月
の
人
事
異
動
で
、
広
報
の
仕
事
か
ら
離

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
短
い
間
で
し
た
が
、

取
材
等
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
年
間
の
®
の
成

果
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
、

広
報
紙
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
®

奥梅田新臭夏中矢地眉］梅梅矢梅点よ地
島原島里島島谷島区略黒原原島原黒井区

%%%%%%%%  ]喜一％ % % % % % ％閻
※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

平成 8 年 4 月 10 日（水） (20) 
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文化

ふ る

活

さ

動

と

の 拠点 6月4日火）

覧一般開放

産業文化館
ふるさとの広場の拠点施設となる「明和村ふるさと産業文化且見が、 5月8日に竣工の運びとなりましだ。

この施設は、うるおいのある住みよいまちづくり、文化の香り高い次代を担う人づくりを目指し、多目的ホール、

図書館、研修室なとを備え、 21世紀に向け村民文化活動の拠点として、施設全体が多目的に活用できるように配意

しましだ。

一般利用の開始は6月4日（火）に決まりましだので、皆さんのご利用をお待ちしてあります。

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
季
節
を

迎
え
、
こ
こ
に
村
民
の
皆
様
待

望
の
「
明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
」
が
め
で
た
＜
竣
工
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

は
、
平
成
四
年
度
よ
り
「
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
」
と
し
て
始
ま

っ
た
ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
、
う
る
お
い

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、

文
化
の
香
り
高
い
次
代
を
担
う

人
づ
く
り
を
目
指
し
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
村
民
文
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
平
成
七
年
三
月

変
工
↓
"
ン

に

に
着
手
し
こ
こ
に
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

建
設
に
あ
た
り
ま
し
て
、
特

に
村
民
の
学
習
・
研
修
の
場
で

あ
り
ま
す
図
書
館
は
、
約
四
万

五
千
冊
の
蔵
書
を
計
画
し
充
実

し
た

A
V

コ
ー
ナ
ー
を
備
え
、

ま
た
、
歴
史
資
料
展
示
コ
ー
ナ

ー
・
産
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
各

種
研
修
室
を
配
し
た
ほ
か
、
本

格
的
な
音
響
設
備
を
備
え
た
ホ

ー
ル
は
、
芸
術
性
の
高
い
も
の

か
ら
村
民
自
ら
に
よ
る
発
表
会

・
講
演
会
な
ど
幅
広
く
利
用
で

き
、
施
設
全
体
が
多
目
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
配
意
し
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

が
、
村
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、

大
い
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
な

る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
本
館
の
建
設
に
あ
た

り
、
温
か
い
ご
指
導
ご
協
力
を

肪
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

明
和
村
長
斎
藤

憲

あ
た
り

平成 8 年 5 月 10 El （金） (2) 



ふるさと産業文化館

▲玄関

▲事務室受付

▲図書館

▲ステージ

◇施設概要

敷地面積 10,812而（ふるさとの広場A ゾ

ーン）

延床面積 3,096.72m2 

構 造鉄筋コンクリート造 3 階建

◇施設内容

〔 1 階〕
多目的ホール（収容人員572席〔車椅子 3 席

分含む〕） 図書館研修室 1 （定員120人）

研修室 2 （定員20人） 会議室歴史資料

展示コーナー 産業展示コーナー ロビー

兼ギャラリー控室事務室

〔2階〕

親子室

〔3階〕

調音・調光室

◇事業費本体工事927,000,000円電気設備

108,150,000円機械設備233,810,000円

▲客席

}

ｭ

t
 

▲研修室 1

▲研修室 2

(3) 平成 8.年 5 月 10 日（金）



ふるさと産業文化館

▲ロビー兼ギャラリー

▲調音・調光室

明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

明
和
村
大
字
南
大
島
一
、0
七
三
ー
一

6

闘
5
5
5
5

F
A
X
8
4
5
5
8
0
 

お
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
一
般
利
用

の
開
始
に
先
だ
ち
、
5
月
2
1
日
因
か
ら

使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
時
間

午
前
8
時
3
0分
1

午
後
5
時

◇
受
付
場
所

明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
事
務

室
◇
使
用
申
し
込
み

直
接
来
館
し
、
所
定
の
申
請
書
に
記

入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
。
た
だ
し
、
国
民
の
祝

日
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
。

年
末
年
始

(
1
2月2
8
日
1
1
月
4
日
）

な
お
、
機
械
点
検
な
ど
で
臨
時
に
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
使
用
時
間

午
前
9
時
1

午
後
1
0
時
（
産
業
文
化
館
）

◇
使
用
料
別
表
の
と
お
り

※
図
書
館
の
開
館
日
は
、
準
備
中
の
た

め
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5

月

2
1
日
火
か
ら

使
用
申
し
込
み
を

受
け
付
け
し
ま
す

三
月
二
十
八
日
、
助
役
、
収
入
役

お
よ
び
教
育
委
員
の
後
任
人
事
案
を

審
議
す
る
た
め
平
成
八
年
第
二
回
村

議
会
臨
時
会
（
会
期
一
日
、
村
長
提

出
三
議
案
）
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、

村
長
が
示
し
た
案
は
審
議
さ
れ
な
い

ま
ま
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
議
員
提
出
の
一
議
案
は
原

ふるさと産業文化館使用料

第

全
議
員
十
二
名
を
も
っ
て
構
成
す

る
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
等
の
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
の
建
設
に
伴
う
事
項
に
つ
い

て
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

回
村
議
会
臨
時
会

▲控

▲歴史資料展示コーナー

室
” 

一▲親子室

こ
午前 午後 夜間 全日

9 :oo~ 13:00~ 18:00~ 9 :oo~ 

12:00 17:00 22:00 22:00 

平日 9,500円 12,500円 12,500円 34,500円
ホ ｝レ

（含む 土・日
ステージ）

祝日
11,400円 15,200円 15,200円 41,800円

平日 2,700円 3,600円 3,600円 9,900円

ステージ

のみ 土・日

祝日
3,800円 5,000円 5,000円 13,800円

研 修 .:::1::. 宝 (1) 600円 800円 800円 2,200円

研 修 土r ・コ＝ (2) 300円 400円 400円 1,100円

ムコス 議 土rニ」エ→へ 100円 100円 100円 300円

注） I. 使用料は、消費税を別途とする。

2. その他詳しいことは、ふるさと産業文化館へ

平成 8 年 5 月 10 日（金） (4) 



斎藤村長から表彰される受賞者

橋本亀三郎さん

（斗合田）

早川久美さん

（大輪）

瀬下芳夫さん

（新里）

橋
本
亀
三
郎
さ
ん

受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

永
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
、
村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
を
表
彰
す
る
「
平
成
八
年
度
村
政
功

労
者
表
彰
式
」
が
、
四
月
三
十
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
橋
本
亀

三
郎
さ
ん
、
梁
瀬
勝
治
さ
ん
、
早
川
久

美
さ
ん
、
坂
上
源
次
さ
ん
、
瀬
下
芳
夫

さ
ん
の
五
人
で
、
い
ず
れ
も
村
政
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
村
誌
調
査
委
員
1
1

昭
和
5
5
年
7
月1

6
1
年
3
月
(
5年
9
カ
月
）

◎
教
育
委
員
1
1

昭
和
5
6
年
1
0
月
1

平
成

5
年
9
月

(
1
2年6
カ
月
）

◎
教
育
委
員
長
1
1

昭
和
6
3
年
1
0
月
1

平

成
5
年
9
月
(
5
年
）

◎
文
化
財
保
護
調
査
委
員
1
1

平
成
6
年

4
月

1

現
在

(
2年
）

早
川
久
美
さ
ん

平成8年度

坂上源次さん

（中谷）

梁瀬勝治さん

（新里）

5

人
を
表
彰

◎
収
入
役
1
1

平
成
2
年
4
月
＼
8
年
3

月

(
6年
）

村
政
功
労
者

梁
瀬
勝

治

さ
ん

◎
助
役
1
1

平
成
2
年
4
月
1
8
年
3
月

(
6年
）

◎
斗
合
田
区
長
1
1

昭
和
6
3
年
4
月
1

平

成
2
年
3
月
(
2
年
）

坂
上
源
次
さ
ん

◎
村
誌
調
査
委
員
1
1

昭
和
5
5
年
7
月1

6
1
年
3
月
(
5年
9
カ
月
）

◎
中
谷
区
長
1
1

昭
和
6
1
年
4
月
1

平
成

4
年
3
月

(
6年
）

◎
区
長
会
長
1
1

平
成
元
年
4
月
1
4
年

3
月
(
3
年
）

◎
社
会
教
育
委
員
1
1

平
成
2
年
4
月
1

4
年
3
月

(
2年
）

◎
文
化
財
保
護
調
査
委
員
1
1

平
成
2
年

4
月

1

現
在

(
6年
）

瀬
下
芳
夫
さ
ん

◎
教
育
委
員
1
1

昭
和
5
5
年
1
0
月
1

現
在

(
1
5年6
カ
月
）

◎
教
育
委
員
長
1
1

平
成
5
年
1
0
月1
現

在

(
2年
6
カ
月
）

(5) 平成 8 年 5 月 10 日(1-)



l ＼゜
決

イ
・まり
ブ
ま
役
した

斗
合
田
区
橋
本
正
男
（
新

副
区
長

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
、
ご

協
力
い
だ
だ
く
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
種
役
員
さ

ん
が
決
ま
り
ま
し
だ
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
い
だ
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
あ
願

い
し
ま
す
。
（
改
選
が
行
わ
れ
だ
役
員
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
い
だ
だ

き
ま
す
。
）
〔
文
中
敬
称
略
〕

▽会▽大矢入大須川梅中新南田江千上下斗
会長区佐ケ 大 津江江合
計 II 長貫島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田

II 蜜会区区区区区区区区区区区区区区区区
吉井長
永 II
奎内石清蓮松田福吉内小島日蜜野田多橋

茂二山村水見本口田永山田田比井本口田本
・勇 輿 勇木野
田ニー正四芳 達 三正親 奮和 邦武
日郎雄夫郎雄稔雄茂郎弘司清＿ー市辰雄雄

区

長

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

一

▽
副

稔

早秋堤松澁中大森豊野奈今山和中砂
川野箸本澤島泉尻戚村良成岸田村賀

己秀劫仲 仁武嘉隆幸茂
吉雄美司昭清清一隆次夫宥雄男功清

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ケ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貰
）

新新新再再新新新新新新再再新再新

衛
生
部
長

大矢入大須川梅中中新新南南田江千上下
佐ケ 大大津江江
貫島谷輪賀俣原谷谷里里島島島口井黒黒
区区区区区区区区区区区区区区区区区区

折田金斎落塩立西小関野森蓮日岡小江二
原口子藤合谷川郡林口村尻見比田久森十

正 野保里
常幸竹太明幾喜 文冨正喜幸
二太雄郎祐雄賓男健久雄稔治美清美三功

雄

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 

新新再新再再再新再新再新新新再再再再
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ一ヽヽ

金玉金村神川吉坂谷近増新小渡川田
子井子田谷島永上津藤田井久邊辺村

洋保
武征達高秀初 好ー和周 幸秋

弘男雄男幸行雄弘一郎吉吉勝勇泰善

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
日
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ケ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

結
婚
相
談
員

石柴豊石本島奈柿薗森柴蓮
塚崎嶋村澤田良沼部原崎見
ミ喜

閑昭チく金晃一釣青箪 春
＋夫子に五元郎一雄宏雄高

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

衛
生
副
部
長

再再再再再新新再新新再再 新新新再再新新新新新新再再新再新

▽
衛
生
協
力
会
長
1
1

澁
澤
昭
▽

副
会
長
1
1

今
成
隆
宥
・
豊
蔽
隆

加
藤
米
子

柿
沼
廣
一

金
子
拘
五

渡
邊
和
夫

篠
木
茂
雄

瀬
下
恒
男

内
山
勇
三
郎

松
本
芳
雄

阿
部
好
江

照
内
ト
ミ

海
老
原
テ
ル

石
橋
栄
子

薗
部
喜
美
子

横
塚
純
江

今
成
千
代
子

木
村
嘉
珠
子

奈
良
キ
ヌ
江

小
菅
千
代
子

小
菅
テ
イ
子

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ケ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

（
知
識
経
験
者
）

（
知
識
経
験
者
）

（
知
識
経
験
者
）

交
通
指
導
員

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

新新新新新新再新新新新

• ▽木始野早小須本木菌
副交村澤本川平永澤村田
隊通重
長指太達貴 久栄恒 一

II 導郎雄義顕喜治夫包雄
木員
村隊

長＾＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 包 11 下梅千大新矢南田大
．薗江津 大佐
本田黒原井輪里島島島貫

‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 
澤一
恒雄
夫 新新再再再再再再再

田
子
保
健
推
進
員 再再再再新再新新

平成 8 年 5 月 10 日（金） (6) 



村 民
新し

と

し‘

行

役員

政
さん

の
が

江 II ▽薗篠秋泉金佐高柿田藤佐柴新栗石山小瀬小近香
・石母田木野田子藤木沼口野藤崎井原村田島下野藤山
篠村子夕 千 卜 なセ
木ヤ保ヤ節力初松松紀み枝勝フッシ敏ヤ信英みヅ輝明
節工健ス子子枝枝子子な子江サル子枝工江子子子子子
子推

汀天天戻戻又天天天扇呵祠祠祉示示玩玩玩面面面
長終佐佐ケ 大大大
ヽロ雷貰島島谷輪輪輪賀俣原原原谷谷里里里島島島

II 協こ————————————————————
横議
塚会
純長新新新新新新新新再新新新新再再新新再新新新

砂
賀
新
一

多
田
廣
市

野
木
村
薫

江
原
正
樹

柿
沼
光

奈
良
修
一

石
井
仁
市

小
松
原
英
夫

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

青
少
年
育
成

補
導
推
進
員

新再再新再再再新

奈議▽篠石金新大渡田青江坂恩谷堀
良会青木崎子井牧辺口野森登田津口
修長少 伊
- II 年嘉秀重 則 崇清佐進憧
•石育ー文弘雄豊宏雄繁夫松雄一一
石崎成
井秀補

髯冒い：天天蘊呵祠属示示玩玩
▽進貫島谷輪輪賀俣原原谷谷里里
副員—---- ---- - - - -
会連
長絡

II 協新再再新新新再新再新新再再

井泉金茂田柳村渥佐穀長関薗牛八阿
上田子呂村井社美藤澤谷口部久田部

川 保比
憲良明則俊啓賢元 幸貴 京呂政

登一治男男男史一久忠男義浩子志男

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ケ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

育子

成と

会も

長会
新再新新新新新新再再新新新新新新

▽
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

長
1
1

佐
藤
元
久
▽
副
会
長

1
1

穀
澤

忠
・
泉
田
憲
一

体
育
指
導
委
員

• ▽古久細江田清金阿荒竹高富江武瀧秋奈ー原篠鈴
副体瀬保谷森村水子部井越澤塚森井口山良島原木
会育慎 か原
長指 稚寿里 勝 利玉進好ず 英清茂 重利勝

II 導衛美夫子守哉清江枝二江子清夫郎好昭夫也夫
鈴委

~,面酋面エ天英叉天扇日祠争玩面面丘手［下年
江佐ケ 大 津江江合

阿武中小小黒貰島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田
ヽーー、｀―/’-ヽヽヽ一ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ—

部井
利英
江夫再新再新再再再再新新再再再再再再再再再再

吉永裕身子さん 荒川春子さん

県
政
モ
ニ
タ
ー
へ

県
で
は
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ
ー

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
平
成
八
年
度
、

本
村
で
は
次
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。県

政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お

話
し
く
だ
さ
い
。

〔
敬
称
略
〕

荒
川
春
子
（
須
賀
）

C
闘
2
2
5
7

吉
永
裕
身
子
（
梅
原
）C
闘
2
9
2
5

意
見
等
は

県
政
へ
の

(7) 平成 8 年 5 月 10 日（金）



希望に胸ふく
東小学校入学式

身近や‘情
せください。

掲載倉真は差し1
げます：
•凰

役場企画課広報係, 
臼84-31

①
庶
徊

もt
>
鵞

春の穏かな 4 月 8 日、午前は明和中学

校、午後は東小学校、西小学校の入学式

か、それぞれの体育館で行われました。

東小では、お父さん、お母さんに手を

ひかれ真新しいランドセルを背負った新

入生が元気に校門をくぐりました。

ちょっぴり緊張ぎみに入場する 1 年生、

担任紹介の後、先生から一人ひとり名前

を呼ばれると「はい」と元気な返事を会

場いっぱいに響かせ、出席者を感心させ

ていました。

式後、記念撮影、交通講話、そして教

室に入り先生から席順などの指示を受け

学校生活のスタートを切りました。

なお、平成 8 年度に入学された 1 年生

は東小49人、西小93人、明中143人でした。

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
4

月

1
2
日
、
村
交
通
対
策
協
議
会
で
は
館
林

警
察
署
、
安
全
協
会
婦
人
部
の
協
力
を
得
て
田
島
地
内
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
「
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を
目
指
し
て
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や

安
全
運
転
の
励
行
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議
会
で
は

4

月
5

日
、
同
地
区
（
明
和
、

館
林
、
板
倉
）
の
主
要
道
路
を
大
型
オ
ー
ト
バ
イ
の
ハ
ー
レ
ー
・
ダ
ビ
ッ
ト
ソ

ン

1
0
台
を
連
ね
て
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る

婦
人
部
の
皆
さ
ん

全
^

1

 

►

交
通
安
全
を
願
い

パ
レ
ー
ド
す
る
ハ
ー
レ
ー
隊

街
頭
指
導
・
パ
レ
ー
ド
で

安
全
遍
転
呼
ひ
掛
け

• : :: : : •.. • ; • 
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村政懇談会
ふるさとつくりに

活発な意見

•..... • •...::... 

村政懇談会
~ ~ ~ ~ ～みなさんの声を村政に～～～～～

◄

説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
る

斗
合
田
地
区
の
皆
さ
ん

村政懇談会か 4 月 15 日、斗合田集落セン

ターを皮切りに、村内16行政区の各集会施

設で開催されています。

この懇談会は、村民の皆さんに村政の現

況と平成 8 年度の事業概要をご理解いただ

くとともに、皆さんの率直な声を村政に反

映していくために開かれたものです。

懇談会では、村長が村政の現況や学校給

食センター建設事業など今年度主要事業の

概要について説明しました。さらに各課局

長か細部説明を行い、村民の皆さんのご理

解とご協力をお願いしました。

その後、意見交換に入り、参加者から「小

学校へのコンピュータ教室導入、東部地域

水道用水供給事業、都市計画道路や下水道

事業計画、農政問題や生活道路、町制施行、

東部地区工業団地の推進」など、広い分野

にわたり活発な質問・意見が出されました。

この懇談会を通して、皆さんの意見や要

望を把握し、誇りと愛着のもてるふるさと

づくりに反映させていただきますので、引

き続き村民の皆さんのご理解、ご協力をよ

ろしくお願いします。

6
6年
ぷ
り
に
ふ
る
さ
と
へ

筒井警部補

群
馬
県
警
察
の
3

月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
明
和
駐
在
所
長
の
牛
木
弘
二
巡

査
部
長
が
警
察
本
部
機
動
捜
査
隊
へ
転
任
し
、
後
任
に
警
察
本
部
鑑
識
課
か
ら

筒
井
好
文
警
部
補
が
着
任
し
ま
し
た
。
後
任
の
筒
井
警
部
補
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
今
回
の
異
動
で
明
和
駐
在
所
長
と

な
っ
た
筒
井
で
す
。

昭
和
5
4年
に
群
馬
県
警
察
官
と
な
り
、

前
橋
警
察
署
、
千
葉
県
警
察
本
部
空
港

機
動
隊
、
高
崎
警
察
署
、
警
察
本
部
鑑

識
課
を
経
て
、
館
林
警
察
署
管
内
の
明

和
駐
在
所
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

前
向
き
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
」

群
馬
県
の
海
外
移
住
者
招
待
事
業
で
今
年

3

月

末
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
か
ら
ふ
る
さ
と

に
戻
っ
た
上
江
黒
出
身
の
江
森
正
春
さ
ん
閻
か
4

月

1
8日
、
役
場
を
訪
れ
斎
藤
村
長
と
懇
談
し
ま
し

こ
。t
 江森

さ
ん
は
、
8

歳
の
と
き
両
親
と
と
も
に
プ

ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
へ
移
住
し
、
コ
ー
ヒ
ー

や
野
菜
づ
く
り
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

6
6年
ぶ

り
に
日
本
に
戻
り
「
自
分
の
ふ
る
さ
と
か
す
ば
ら

し
く
な
り
、
来
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
、
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
江
森
さ
ん
は
、
親
族
の
家
庭

に
1

カ
月
ほ
ど
滞
在
し
、
帰
国
す
る
そ
う
で
す
。

地
域
の
r
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
」

と
な
る
駐
在
所
に

ｷ. ｷ, 



健
診
は
か
ら
だ
の
総
点
検
を
し

て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
結
果
を
明
日
か
ら
の
生
活
の
指

針
と
し
て
生
か
し
て
こ
そ
意
義
が

あ
る
の
で
す
。
．

成
人
病
の
予
防
は
、
食
生
活
、

運
動
、
ス
ト
レ
ス
、
飲
酒
、
タ
バ

コ
な
ど
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
い

か
に
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
基
本
健
診
の
結
果
を

健
康
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
下
記
の
と
お
り
基
本

健
診
結
果
説
明
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

、
。
し

当
日
は
、
健
診
結
果
の
見
方
に

つ
い
て
の
説
明
や
個
別
相
談
等
を

実
施
し
ま
す
。

健
. 

※
選
択
検
査
（
心
電
図
・
眼
底

・
貧
血
検
査
・
血
糖
検
査
）

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
7

月

9
B
.
7

月

1
0日
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
結
果
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。

基本健診結果説明会日程表

健診の結果は

豆検査の結果や注意事項、体重や血圧
の測定結果などは
きちんと記録し
て、日常の健康管
理に生力すことガ
大切です。

実施日 曜日 受付時間 ムコ 場

9 : 3 0~1 0 : 0 0 斗合田集落センター
6 /10 月

1 : 0 0~ 1 : 3 0 東 部 児 童 館

6/11 火 9 : 3 0~1 0 : 0 0 田 島 集 ムコ 所

9 : 3 0~1 0 : 0 0 江口集落センター
6 /17 月

1 : 0 0~ 1 : 3 0 梅原集落センター

6 /19 水 9 : 3 0~1 0 : 0 0 JI I 俣 公 民 館

9 : 3 0~1 0 : 0 0 須 賀 公 民 館
6/24 月

1 : 0 0~ 1 : 3 0 大輪転作促進研修施設

9 : 3 0~1 0 : 0 0 矢 島 公 民 館
6/26 水

1 : 0 0~ 1 : 3 0 大佐貫農構改善センター

9: 3 0~1 0 : 0 0 南大島農構改善センター
7 / 1 月

1 : 0 0~ 1 : 3 0 明和村保健センター

※血圧手帳、健康手帳をお持ちください。

保健センター

合(84)4686

説
明

会
の
お
知
ら
せ

基
本
健
診
結
果

［日常生活の中てコンt-ロ—luてきる検査値について：】
糖尿病とそれにともなう合併症に影響 痛風や尿毒症の原因

［血 糖］ ［尿

z::：｛悶っために
①バランスのとれだ内容の食事を規則正しく、腹八分目
に取りましょう。

②適度な運動をして、肥満を予防・解消し、標準体重を

維持しましょう。

®甘いもの、アルコー）レ類は控えめにし、野菜や洒藻は

積極的に取りましょう。

④疲れやストレスをだめだままにしないようにしましょ

ぅ。

⑮一度でも異常恒ガ出だら、定期的に調べてもらいまし

ょう。

酸］

Z言：1：っために
①尿酸恒をあげるもとになるプリンイ本をだくさん含む食

品（おもに動物性だんばく質）に力だよらないように

気をつけましょう。
②ア）レコール類も尿酸個をあげます。 1 日に巳本酒なら

1 合、ビー）しなら大びん 1 本、ウイスキーならダブル
で 1 杯ガ限度です。

®適度な運動で肥満に気をつけましょう。

④水やノンカロリーのあ茶などで水分をだつぶり取り、

尿酸の排泄を促しましょう。

平成 8 年 5 月 10 日（金） (1 0) 



健 康

動脈硬化や心臓病をまねく高脂血症の原因

［コレステロール］

z: 
①脂肪の取りすぎに注意。肉の脂身のように目に見え

る脂肪は、調理前に取り除きましょう。電子レンジ

やテフロン加工の調理萎具で泊を使わない工夫をす

るのも効果的です。

②動物性脂肪に力だよらないようにしましょう。チー

ズやレバー、洋菓子などにも動物性脂肪ガ含まれて

いることを意識しておきましょう。

®卵は 1 日 1 1固以内にとどめましょう。タラコや数の
子なども取りすぎに気をつけましょう。

④サバやイワシなどに含まれる脂肪酸にはコレステロ

ール個を正常にするはだらきガあります。積極的に

魚を食べましょう。

◎あ酒、タバコはともにほとほどにしましょう。適量

のお酒は、悪玉コレステロール CLDL) の増加を抑
えますガ、タバコにはなんのメリットもありません。

◎運動の習慣をつけましょう。善玉コレステロール

CHOL) が増え、血行や新陳代謝もよくなります。

コレステロール値を

正常に保つために

動脈硬化や脳卒中をはじめ、心臓、腎臓0病気に影響

［血 圧］｀

日：：t：1呆つために
①塩分は 1 日フ～8 gにあさえましょう。料理だけで

なく、スナツワ菓子などに力くれている塩分にも十

分気をつけてください。

②食べ過ぎに気をつけ、肥満を解消しましよう。自分

にあつだ運動習慣も大切なボイントです。

®ストレスは、だめこますに解消する工夫をしましょ
う。

④定期的に血圧測定を行い、ふだんの血圧を把握して

おきましょう。

①しようゆは、付
け皿をつガい、
つけ過ぎない

p 
②ラーメンやそば、
うどんの汁は残
可·

®酢やすだち、レ 1 ④しゅうゆをだし 1 ◎香辛料、香昧野
モンなどを上手 汁で割つて使う 菜で味つけする

※シリーズ“ハロー健康”は 5 月号からこの健康コーナーでお知らせします。

雨
水
浸
透
桝
設
置
者
に

補
助
金
を
交
付

◇
申
請
の
方
法

◇
目
的
家
庭
内
で
発
生
す
る
ご
み

を
自
家
処
理
す
る
た
め
に
、
生
ご

み
処
理
槽
お
よ
び
簡
易
焼
却
炉
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
を
推
進

し
ま
す
。

◇
助
成
の
対
象
村
内
に
住
所
を
有

し
、
現
に
居
住
し
て
い
る
人

◇
助
成
額

(
1基
当
り
）

生
ご
み
処
理
槽

2

、
7
0
0
円

生
ご
み
処
理
容
器

(
E
M
専
用
）

1
、
0
0
0
円

簡
易
焼
却
炉
（
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
）

2
、
0
0
0
円

簡
易
焼
却
炉
（
ド
ラ
ム
缶
製
）

7
5
0
円

簡
易
焼
却
炉
（
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
）
に
つ
い
て
は
、
助

成
金
交
付
申
請
書
を
環
境
保
健
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

の
器
具
に
つ
い
て
は
、
回
覧
を
行

い
購
入
申
し
込
み
の
希
望
を
と
り

ま
す
。

簡
易
焼
却
炉
（
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
）

◇
補
助
の
目
的
地
下
水
保
全
対
策

の
一
環
と
し
て
、
住
宅
に
雨
水
浸

透
桝
を
設
置
し
た
場
合
、
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
水

の
地
下
還
元
を
促
進
し
、
地
下
水

の
涵
養
と
と
も
に
地
盤
沈
下
防
止

を
図
り
ま
す
。

◇
補
助
対
象
一
般
住
宅
に
お
い
て

雨
水
浸
透
桝
を
設
置
し
た
人
。
た

お
問
い
合
わ
せ
環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

だ
し
、
雑
排
水
浸
透
桝
お
よ
び
併

用
は
除
く
。

◇
補
助
金
額

雨
水
浸
透
桝
1
基
に
つ
き
2
万
円

(
4基
ま
で
）

◇
補
助
の
受
け
方
補
助
金
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
環
境

保
健
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

6
闘
4
6
8
6

生
ご
み
処
理
槽
箇
易
焼
却
炉

購
入
者
に
助
成
金
を
交
付

. 

(11) 平成 8 年 5 月 10 日（金）



［祠ょけのものつくり］

No,9 

わらじ さん俵

厄
神
よ
け
の
日
と
い
う
の
は
、
村
内

各
地
区
に
あ
る
よ
う
で
す
か
、
特
別
に

厄
神
よ
け
の
た
め
の
「
も
の
つ
く
り
」

を
す
る
地
区
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

斗
合
田
で
は
昔
か
ら
五
月
三
日
を
厄

神
よ
け
の
「
も
の
つ
く
り
」
の
日
と
決

め
、
当
H

は
毎
戸
一
人
薬
王
寺
境
内
に

集
ま
り
も
の
つ
く
り
を
し
て
、
こ
れ
を

村
（
区
）
境
、
つ
ま
り
飯
野
（
板
倉
町
）

境
に
三
カ
所
、
岩
田
（
板
倉
町
）
境
に

一
カ
所
、
下
江
黒
境
に
ニ
カ
所
、
千
津

井
境
に
一
カ
所
、
合
わ
せ
て
七
カ
所
に

立
て
ま
す
。

わ
ら

つ
く
り
も
の
は
藁
を
材
料
に
、
わ
ら

じ
、
ぞ
う
り
、
牛
馬
の
わ
ら
じ
、
さ
ん

だ
わ
ら俵

、
酒
樽
等
で
、
ま
た
こ
れ
に
使
う
縄

. 

は
す
べ
て
左
な
い
に
な
っ
た
も
の
を
使

い
、
そ
の
形
は
大
き
く
不
格
好
に
い
か

に
も
荒
々
し
い
感
じ
に
つ
く
り
ま
す
。

こ
れ
は
厄
神
が
こ
れ
を
見
て
驚
き
恐

れ
て
退
散
す
る
よ
う
に
だ
と
い
い
ま

し
め
な
わ

す
。
出
来
上
が
る
と
注
連
縄
で
青
竹

に
つ
る
し
、
そ
こ
に
縦
長
に
切
っ
た

半
紙
の
上
部
に
八
坂
神
社
、
下
部
に

縦
九
本
、
横
十
本
の
線
を
格
子
模
様

に
書
い
た
護
符
を
つ
け
ま
す
。
護
符

に
八
坂
神
社
と
書
く
の
は
八
坂
神
社

は
厄
よ
け
の
神
様
で
あ
る
こ
と
、
線

く
じ
ゅ
う

模
様
は
「
九
十
」
と
言
っ
て
昔
か
ら

厄
神
を
追
い
払
う
強
い
力
を
持
っ
た

呪
い
の
印
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

さ
て
そ
こ
で
、
こ
の
「
九
十
」
か

ら
連
想
さ
れ
る
こ
と
に
、
昔
か
ら
加

し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

持
祈
と
う
な
ど
の
際
の
修
験
者
や
忍

じ
ゅ
ほ
う

者
が
行
う
呪
法
の
一
っ
と
見
ら
れ
る

「
九
字
を
切
る
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が

り
ん
び
ょ
う
と
う
し
ゃ
か
い

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
臨
兵
闘
者
皆

じ
ん
れ
つ
ざ
い
ぜ
ん

陣
列
在
前
」
の
九
字
を
唱
え
な
が
ら

指
で
空
中
に
、
縦
四
線
、
横
五
線
を

書
く
呪
い
で
、
こ
れ
に
よ
り
ど
ん
な

強
敵
も
恐
る
に
足
ら
ぬ
と
い
う
、
九

字
護
身
法
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

指
で
空
中
に
縦
、
横
の
線
を
書
く
「
九

字
」
、
墨
で
紙
上
に
縦
、
横
の
線
を
書

く
「
九
十
」
、
形
、
語
句
、
と
も
に
大

事
な
呪
い
の
印
で
あ
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
九
十
」
の
大

も
と
は
「
九
字
」
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
時
の
経
過
の

中
で
い
つ
し
か
九
と
十
と
い
う
線
の

数
を
表
す
言
葉
に
変
化
し
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一

見
、
護
符
へ
の
付
け
た
り
と
し
て
見

過
ご
さ
れ
そ
う
な
線
模
様
に
大
事
な

意
味
が
あ
る
と
は
、
ま
こ
と
に
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

記

Q
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
、
会
社
に
入
っ
た
と
き
は

健
康
保
険
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

A

そ
の
会
社
で
健
康
保
険
の
資
格

が
で
き
た
ら
、
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

Q
ど
ん
な
手
続
き
か
必
要
で
す
か
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

会
社
に
就
職
し
だ
と
き
は

国
民
健
康
保
険

私
だ
ち
の

青
少
年
育
成
補
導
推
進
員

青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
永
年
勤

続
顕
彰
者
表
彰
式
が
4
月
1
1
日
、
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
、
6
年
以
上
青

少
年
育
成
補
導
推
進
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
た
5
人

の
方
に
、
群
馬
県
青
少
年
育
成
推
進

会
議
会
長
感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
9
年
以
上
活
躍
さ
れ
た
坂

上
行
男
さ
ん
に
は
、
明
和
村
長
か
ら

も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

在
職
年
数

（
中
谷
）
9
年

（
斗
合
田
）
6
年

（
須
賀
）
6
年

（
梅
原
）
6
年

（
大
佐
貰
）
6
年

A

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
届
け

出
に
は
、
健
康
保
険
の
資
格
取
得
証

明
書
か
会
社
の
健
康
保
険
証
な
ど
の

資
格
を
証
明
す
る
も
の
と
、
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
、
印
か
ん
が
必
要

で
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
そ
の
時
か

ら
1
4
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年

金
係
6
闘
3
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

坂
上

砂
賀

田
日

黒
澤

鯉
沼

行
男

世
ニ

昭
策

泰
幸

哲
雄

Q
&
A
 

永
年
勤
続
者

5

人
に
感
謝
状

平成 8 年 5 月 10 日（金） (12) 



村
体
育
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

次
の
方
々
が
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献

さ
れ
た
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
競
技
優
秀
者

▽
久
保
□
優
喜
⑪
・
南
大
島
1
1

県
中
学

校
陸
上
競
技
大
会
女
子
三
種

B

第
1
位

▽
森
原
昌
代
⑮
・
上
江
黒
1
1

県
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
共
通
女
子
三
種

A
第
1

位
・
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
全

国
大
会
共
通
女
子
三
種
A
第
1
位
・
県

通
信
陸
上
競
技
大
会
共
通
女
子
走
高
跳

第
1
位
•
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

共
通
女
子
走
高
跳
第
1
位
・
全
国
中
学

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
共
通
女
子
走
高

跳
第
4
位

▽
森
田
純
一
⑮
・
上
江
黒
1
1

全
日
本
中

学
校
通
信
陸
上
競
技
全
国
大
会
3
年
男

子
1
0
0
m
第
1
位
・
県
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
共
通
男
子
走
幅
跳
第
1
位
・

表

彰
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◇
期
日
6
月
9
日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
5
月
3
0
日
困
ま
で
、
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

第
3

回
水
泳
記
録
大
会

◇
日
時
6
月
9
日
⑪
午
前
9
時

1

◇
会
場
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
資
格
村
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料
．

◇
申
し
込
み
5
月

1
2日
⑪
か
ら
3
1
日

⑥
（
月
曜
日
を
除
く
）
ま
で
、
明
和

海
洋
セ
ン
タ
ー

6
闘
5
5
1
1
で
受

第
3
8回
村
民
野
球
大
会

募

集

同
大
会
共
通
男
子
2
0
0
m
第
1
位
・

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
3
年
男
子
1

o
o
m

第
1

位

◎
特
別
賞

▽
川
合
達
夫
闘
・
南
大
島
1
1

レ
ス
リ
ン

グ
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
9
0
k
g
級
第
2

位

・
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
大
会
9
0
k
g

級
第
5
位
•
平
成
7
年
度
全
日
本
学
生

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
F
8
2k
g
級
優
勝
・

国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
成
年
男
子
9
0
k
g

級
優
勝
・
平
成
7
年
度
全
日
本
レ
ス
リ

／
グ
選
手
権
F
9
0
k
g
級
優
勝

◎
感
謝
状

▽
村
田
清
吉
闘
・
大
輪
1
1

大
輪
支
部
長

と
し
て
体
育
協
会
常
任
理
事
並
び
に
理

事
を
平
成
4
年
度
か
ら
4
年
間
務
め
る
。

結

・
果

太
極
拳
教
室

優勝した島田さん

◇
日
時
平
成

8

年
5

月

2
5日
由
午
前

9

時
3
0分
1
1
1時
3
0分

◇
場
所
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

◇
対
象
者
小
学
生
以
上

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
当
日
午
前

9

時
か
ら
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日
平
成

8

年
6
月
1
1
0月

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員

2
0人

◇
対
象
者
村
内
在
住
者

◇
参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
申
し
込
み

6

月
1
5
日
出
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

第
4

回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
会
交
流
大
会

優
勝
島
田

準
優
勝
島
田

三
位
斎
藤

彦
一

大
治

千
子

（
敬
称
略
）

パ
—
ク
ゴ
ル
フ
講
習
会

け
付
け
し
ま
す
。

` 
館林邑楽地区 館 林 地 区

※◎ • 
千代田 赤冬i 人祝

板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 昇
る限一

浜野病院 大神医院 大石医院 慶友病院 井上医院 館林地区と 且
厚
生

5 月 19 日
合 (88)5678 合（62)2200 合(74)2362 合 (72)6000 合 (82) 1131 病同じです。 あ時 院

日 り間 r--、

まは 合

横田（婦）医院 小倉医院 堀越医院 礫川堂医院 増田医院 竹越医院 ] ] (72) 
5 月 26 日 3 

合 (72)0255 ff(72)0606 ff(73)4151 合(74)0184 合 (82)2255 合 (84)3137 で‘| | 

当 冒 9 4 

゜しで ‘ーーノ

白沢医院 川田（耳）医院 田内医院 永寿堂医院 館林地区と 館林す也区と てで が
6 月 2 日 かす゚ 担

合 (72) 1600 ff(72)3314 合(72)3855 合（72)4469 同じです。 同じです。 ら 当

番
呑ロ戸クZ, し

ま
し す

土井クリニック 川村医院 横田（善）医院 海宝病院 館林地区と 館林地区と て ゜6 月 9 日
合 (72)8841 合 (72) 1337 合 (72)4970 合（74)0811

< 内
同じです。 同じです。 だ 科

医
さ
し‘ 外
゜落合医院 川田医院 神尾医院 岡田医院 館林地区と 小西医院 科

6 月 16 日
合（72)3160 合 (72)3724 ff (75) 1288 合 (72)3163 合 (86)2261 産同じです。

婦

(13) 平成 8 年 5 月 10 日（金）



応援します‘児童手当'’

福祉課（老人福祉センター内）
合 (84)4926

児童手当は、国、県、村と事業主

が費用を持ち合い、児童を養育する

人に児童手当を支給することにより、

家庭生活の安定と、次代を担う児童

の健全な育成および資質の向上を目

的としています。

◇児童手当を受けられる人

児童手当は、 3 歳未満の児童を

養育している人で、 3 歳の誕生月

まで支給されます。

なお、自分の子でなくてもその

児童を監護し、一定の生計関係が

あれば受給できる場合もあります。

ただし、前年の所得が一定額以

上の場合は支給されません。

◇支給額

0 1~ 2 番目の児童…月額5,000円

03 番目以降の児童・・ 1 人月額10,000

円

なお、 2 月、 6 月、 10月にそれ

ぞれ前月までの児童手当が支給さ

れます。

◇申請方法

印かんと振込先を明示のうえ、

役場福祉課へ申請してください。

◇いろいろな届け出

養育する児童か増えた場合（出

生等）、 3 歳未満の児童が少なくな

った場合、特例給付受給者の人で

会社を退職して厚生年金等の資格

がなくなったとき

◇前回だめでも今回該当になるかも

今までに所得制限により非該当

になっていた人で、前年の所得が

減少したり、扶養親族の増加等に

より該当すると思われる場合は、

前記のとおり申請手続きをしてく

ださい。なお、 5 月中に申請手続

きをすると 6 月分より支給となり

ます。

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内）へ

のりめん

村道等法面への除草薬
散布はやめましょう
「役場建設課合 (84)3111 霊
村では、道路、水路等の法面を保

護するために、法面の維持管理は除

草薬を散布せずに、草刈り等でお願

いします。

道路等法面図（例）

／口□」上

特定計量器（ハカリ）

定期検査

↑県計量検定所合0272(63)2436 • 
県では、皆さんが使用している「ハ

カリ」の定期検査を行います。計量

法に基づいて行うこの検査は、皆さ

んの「ハカリ」が正確であることに

より、商売などの利益と安全を守る

ために行うものですから、この機会

に必ず検査を受けましょう。

期 日 時 間 場 所

6 月 6 日（木）
午前 10時～ J A 館林市
午後 3 時 千江田支所

7 日（金） 午前 10時～正午 明和村商工会

7 日（金）
午後 1 時～ J A 館林市
午後 3 時 佐貫支所

検査を受けなければならない「ハ

カリ」は、次のとおりです。

①商店、工場で業務用に使用するも

の ②学校、保育園、病院などで体

重測定用に使用するもの ③病院、

薬局、診療所で薬の調剤用に使用す

るもの ④農家、農協などで園芸農

産物用の出荷用に使用するもの ⑤ 

その他、取引・証明に使用するもの

※詳しくは、県計量検定所または、

役場経済課合 (84)3111 へ

館林邑楽歯科医師会

合 (73)8818 

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。お気軽においで

ください。

◇日時 5 月 19 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分

◇場所館林邑楽歯科医師会館（館

林仲町5-25)

◇内容歯に関すること（歯並び、

歯の磨き方など）ならどん

なことでも結構です。

玉砂蕪配玉鉦痕鱈
◇日時＝ 6 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 6 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

↓ '‘T-_; ，「ヽ汀心 I←/‘)、Yし｛ ` • 

書：＂げ、農言直r:]ご覧
◇日時＝ 6 月 13 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年6 月、 11 月、 8年2月生

｀□瓢□楓：｀頁\4:
◇日時＝ 6 月 4 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
y分（＾＼ーい汀‘二＾‘ てV)\ 7人ぐ＇（ ジ＼一ォ‘\Y） （人）ー l'

刈：祠衷、葦塁狙麗
◇日時＝ 6 月 17 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

図涸直直直じ麗〉じ：
‘‘‘’•‘ 

◇日時＝ 6 月 13 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
＼＇ぷ‘が（ F—',～勺 ‘YーごIr 、刃凸ヽ／＇ （）、｀‘

王‘:;\fa已直三虞
◇日時＝ 6 月 20 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

臼直忍加畜□税（c:
-J', l r I / -\\、平令（レ｀ ｀／ノ(y)(、、に

◇固定資産税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 5 月 31 日（金）

平成 8 年 5 月 10 日（水） (14) 



くらしの情報

自動車税の納期限はi
5 月 31 日です

r ・館林財務事務所 合(72)446 1-ｭ
自動車をお持ちの皆さん、 5 月は

自動車税を納めていただ＜月です。

納税は、お近くの金融機関、郵便

局、財務事務所等の窓口で 5 月 31 日

（金）までに済ませてください。

なお、身体などに障害のある方が

所有している自動車については、そ

の障害の程度により自動車税が減免

される場合かありますので、館林財

務事務所に相談のうえ、 5 月 24 日（金）

までに申請してください。

※詳しくは、館林財務事務所へ

群馬票調理

試験説明

i館林保健所合(72)3230
平成 8 年度調理師試験が 8 月 1 日

（木）に実施されます。受験を希望され

る方は、説明会に出席してください。

◇日時 5 月 21 日（火） 第 1 回午前10

時第 2 回午後 2 時（どち

らかに出席してください。

代理も可）

◇会場館林保健所大会議室

◇対象調理業務に 2 年以上従事し

た人

◇内容 （ l）願書用紙配布 (2)調理師

読本・試験問題集販売およ

び講習会の申し込み（合計

10,000円程度） （3）願書提

出における諸注意および質

疑応答

※詳しくは、館林保健所予防課ヘ

明和分署

職員人事異動

〔4月 1 日付．敬称略〕

〔転出〕

[>飯田 栄（北・大街道出張所）

[>田沢 実（北・大街道出張所）

〔転入〕

[>斎藤筋（北・大街道出張所）

(15) 平成 8 年 5 月 10 日（金）

群馬県人事委員会事務局
合0272(23)1111

〔上級試験（行政、技術系）等〕

◇資格昭和42年 4 月 2 日から昭和

50年 4 月 1 日までに生まれた人

◇受付期間 5 月 20 日（月）～ 31 日（金）

◇願書配布場所館林財務事務所合

(72) 4461 ほか

〔警察官A試験〕

◇資格昭和41年 4 月 2 日から昭和

50年 4 月 1 日までに生まれた人

◇受付期閻 5 月 13 日（月）～ 6 月 14 日

（金）

◇願書配布場所館林警察署合 (75)

0110、明和駐在所合 (84)2200ほか

※詳しくは、群馬県人事委員会事務

局へ

東毛の漁具と漁法

の企画展開催

↑東毛歴史資料館合(52)2215
◇期間 4 月 27 日（土）～ 6 月 9 日（日）

◇休館日毎週月曜日 (4 月 29 日と

5 月 6 日は開館）、および 4 月 30 B 

（火）． 5 月 7 日（火）． 8 日（水）． 30 日（木）

◇会場 東毛歴史資料館学習室

◇主な展示資料網魚、ウケ漁、釣

り漁、ブッテイ漁、突き剌し漁、

その他の道具

◇特色ある漁法 追い込み漁・ハズ

網漁等の写真パネル

◇入館料大人200円、学生100円、

児童•生徒50円

※詳しくは、東毛歴史資料館へ

平成 9 年の歌会始

お題は「姿」

T 宮内庁式部職
◇あ題 「姿」

◇詠進歌要領

0 自作の短歌で 1 人 1 首とし、未発

表のものに限ります。

0 用紙は半紙（和紙）とし、毛箪で

自書してください。

0 書式は、半紙を横長に用い、右半

分にお題と短歌、左半分に郵便番

号、住所、氏名（本名、ふりかな

付き）、生年月日および職業（具体

的に）を縦書きで書いてください。

◇注意事項（次の場合は失格）

0 1 人で 2 首以上詠進した場合

〇既発表短歌と同一または著しく類

似した短歌である場合

0歌会始の行われる日以前に、新聞

雑誌、その他の出版物、年賀状等

により発表した場合

0 住所、氏名、生年月日、職業を書

いてないもの、その他この詠進要

領によらない場合

◇詠進の期問 お題の発表の日～ 9

月 30 日（月） （当 B i肖印有効）

◇郵便のあて先 「〒100東京都千代

田区千代田 1 番 1 号宮内庁」と

し、封筒に「詠進歌」と書き添え

てください。

※疑問の点は、宮内庁式部職あて

に、郵便番号、住所、氏名を書き、
返信用切手をはった封筒を同封し、

9 月 20 日（鉗までに問い合わせてくだ

さい。

5 月 21 日から 31 日は

家内労働旬間です

群馬労働基準局

合0272(31) 4517 

家内労働者（内職者）の労働条件

の向上と、生活の安定を図ることを

目的に 5 月 21 日から 31 日まで「家内

労働旬間」が実施されます。

スローガンは「渡して信頼 もら

って安心 家内労働手帳」です。

この機会に家内労働者、委託者の

皆さんも次のことがらを再点検しま

しょう。

①家内労働手帳を交付して、委託の

つど記入されていますか

②工賃は、現金で 1 カ月以内に支払

われていますか

③設定されている最低工賃か守られ

ていますか

④「インチキ内職」については手口

も巧妙化しております。うまい話

には十分注意しましょう。

⑤危険・有害な業務について、安全

装置の取り付けや文書による指導

か行われていますか

⑥委託者の人は、毎年必ず委託状況

届を所轄の労働基準監督署へ 4 月

30 日までに提出していますか

⑦産業安全衛生設備に係る融資制度

および労災保険特別加入制度を利

用していますか

※不明な点は、最寄りの労働基準監

督署または群馬労働基準局賃金課ヘ
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村の人口と世帯 4月の救急車出動回数
5月 1 日現在

世 帯 数 3, 183戸 ●交通事故 I 件

人口総数 I I, 438人
●急 病 I I 件

男 5,764人・女 5,674人
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転入 69人・転出 66人
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主

柴
崎
角
太
郎

7
7
初
市
郎

島
田
た
け

9
3
貴
好

駒
宮
は
る

9
2
政
雄

橋
本
ふ
じ
江

6
9
亀
三
郎

齋
藤
芳
夫

7
3
信
夫

＿
編
集
後
記
一

平
成
4
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
の
広

場
整
備
事
業
の
締
め
く
く
り
と
な
る
、
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
が
こ
の
ほ
ど
誕
生
し
ま
し
た
。

文
化
の
新
た
な
発
進
拠
点
と
し
て
、
皆
様
に
愛

さ
れ
、
大
い
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
り
ま
す

よ
う
に
…
…
。

感
動
は
ま
も
な
く
あ
な
た
に
／
®

4

月
か
ら
広
報
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
仕
事
が
東
小

入
学
式
の
取
材
…
不
安
で
し
た
が
、
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
無
事
取
材
が
で

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

皆
様
と
お
会
い
す
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
©

5

月
に
な
っ
て
、
や
っ
と
仕
事
に
も
慣
れ
て

き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
今
も
時
間
に
追
わ

れ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
4
月
に

新
米
と
し
て
企
画
課
へ
入
り
ま
し
た
。
企
画
の

仕
事
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
。
⑱

落
合

女 女 男 男 男 男 女 男

南斗大南梅地蔽中新江南斗新新南
大合大称 大合 大
島田輪島原区略谷里口島田里里島区

％陥％鰭％ ｝喜一％ % ％閾漏3/z6 %4 ％闘

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

J也 （
敬
称
略
）

平成 8 年 5 月 10 日（命 (16) 
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式辞を述べる斎藤村長

習
名
目

E
3
"阻
碑

•• 

竣
工
記
念
式
典

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
竣
工
記
念
式
典

が
五
月
八
日
、
村
内
外
の
関
係
者
三
百
五
十

人
ほ
ど
を
迎
え
、
同
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
県
知
事
（
代
理
・
教
育
委
員

会
文
化
振
興
課
長
）
、
衆
議
院
議
員
、
参
議
院

議
員
、
県
議
会
議
員
、
近
隣
市
町
長
を
は
じ

め
、
村
か
ら
村
長
、
村
議
会
議
員
、
区
長
、

土
地
提
供
者
、
施
工
業
者
な
ど
が
出
席
し
ま

し
た
。

斎
藤
村
長
は
式
辞
で
「
多
彩
な
文
化
の
交

流
の
場
が
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
理
解
、

ご
援
助
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
は

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
が
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
文
化
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
十
分
機
能
す
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
に
際
し
て
土

地
提
供
な
ど
で
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
地
権
者
五
十
一
人
、
村
へ
の
寄
付
者
十
三

人
、
設
計
・
施
工
業
者
八
人
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
業
者
代
表
謝
辞
、
来

賓
祝
辞
と
続
き
、
完
成
を
祝
う
式
典
は
終
了

し
ま
し
た
。

◎
地
権
者

村
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

▽
新
井
明
雄
▽
高
橋
英
勝
▽
田
中
清

▽
岡
安
蔵
次
▽
岡
安
貞
一
▽
島
田
彦
一

▽
栗
原
利
夫
▽
小
磯
永
子
▽
小
林
金
三

郎
▽
島
田
晃
元
▽
島
田
定
次
郎
▽
島
田

貴
好
▽
島
田
新
一
▽
田
島
定
治
▽
福
島

義
雄
▽
帆
足
邦
雄
▽
帆
足
弘
子
▽
森
尻

岩
雄
▽
森
尻
武
雄
▽
小
平
勇
▽
小
平
喜

章
▽
関
口
完
一
▽
瀬
下
佳
平
▽
瀬
下
芳

夫
▽
細
田
進
▽
大
泉
清
▽
坂
村
正
喜
▽

栗
原
牛
一
▽
関
口
清
治
▽
奈
良
政
宏
▽

矢
島
幸
子
▽
北
島
一
雄
▽
加
藤
順
之
▽

矢
島
優
一
▽
日
比
野
久
▽
青
木
賓
▽
増

田
ヤ
イ
子
▽
田
端
秀
夫
▽
奈
良
修
三
▽

田
端
喜
一
▽
柿
沼
正
衛
▽
奈
良
祐
次
▽

増
田
和
吉
▽
青
木
勝
美
▽
小
松
原
義
夫

村長から地権者へ感謝状贈呈

▽
久
保
庭
丈
助
▽
大
幸
化
成
杓
代
表
取

締
役
浦
野
和
夫
▽
明
和
村
植
木
生
産
組

合
長
野
本
伊
勢
松
▽
や
ま
う
腕
代
表
取

締
役
梅
澤
敏
晴
▽
昧
興
隆
代
表
取
締
役

森
山
奉
行
▽
北
海
製
缶
抹
取
締
役
社
長

輪
島
嘉
視
▽
島
田
昌
信
▽
抹
群
馬
銀
行

取
締
役
頭
取
土
金
琢
治
▽
小
松
原
賓
▽

杓
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
代
表
取
締
役
加

藤
東
郎
▽
荒
井
建
設
昧
代
表
取
締
役
荒

井
清
▽
庄
條
英
樹
▽
館
林
信
用
金
庫
理

事
長
遠
藤
嘉
紀

◎
設
計
者
・
工
事
関
係
者

完成を祝う参加者

▽
杓
福
島
建
築
設
計
事
務
所
▽
関
東
測

量
閲
▽
荒
井
・
河
本
明
和
村
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
建
設
工
事
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
▽
閲
関
電
工
群
馬
支
店
▽

藤
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
胴
▽
閥
川
島

織
物
販
売
▽
閻
コ
ト
ブ
キ
北
関
東
営
業

所
▽
荒
井
建
設
閻

◎
寄
付
者

▽
奈
良
孝
次
郎
▽
蓮
見
清
▽
本
島
孝
治

▽
関
本
忠
▽
奈
良
晴
雄
▽
新
井
操

平成 8 年 6 月 10 日（月） (2) 



い
じ
め
問
題
な
ど
の
相
談
に

教
育
相
談
事
業
を
開
設

村
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
や
保
護
者
等
を
対
象

に
、
教
育
相
談
事
業
を
6
月
1

日
か

ら
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
し
た
。

圏
相
談
内
容
い
じ
め
や
校
内
暴
力

等
の
問
題
行
動
、
登
校
拒
否
等
に

群馬県総合表彰
消防防災功労

商

係
る
相
談

圏
相
談
方
法

◇
電
話
相
談

0

日
時
毎
週
月
曜
日

1

金
曜
日

前
8
時
3
0
分1
午
後
5
時

0

相
談
員
村
教
育
委
員
会

武
井
指 午 厨2::口:6贔

明
和
消
防
団
は
、
日
ご
ろ
か
ら
規
律

が
厳
正
で
技
能
に
熟
達
し
、
さ
ら
に
訓

練
成
績
が
優
秀
で
消
防
施
設
の
整
備
充

実
を
図
り
、
消
防
防
災
行
政
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一

連
の
功
績
が
実
り
、
今
回
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

導
主
事
（
元
明
和
東
・
西
小
教
諭
）

〇
専
用
電
話
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
|
8
4
5
6
6
5
 

◇
来
所
相
談

0

日
時
毎
月
第
2
.
4
水
曜
日
午

後
1
時
＼
3
時

0

場
所
明
和
村
中
央
公
民
館

0

教
育
相
談
員
砂
賀
柾
夫
相
談
員
（
斗

合
田
在
住
）
〔
経
歴
〕
昭
和
3
1
年
4

月
ー
平
成
4
年
3
月
…
中
学
校
教
諭
、

平
成
4
年
4
月
ー
7
年
3
月
…
館
林

市
家
庭
児
童
相
談
員

〇
申
し
込
み
事
前
に
教
育
委
員
会
へ

工功 労

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
団

明
和
消
防
団

明和消防団

原口忠男さん

消
防
防
災
功
労

左から島田副団長、関口団長、今成副団長

票
民
生
活
向
上
の
だ
め
、
長
年
に
わ
だ
っ
て
地
道
な
活
動

を
さ
れ
て
き
だ
功
労
者
を
表
彰
す
る
群
馬
瞑
総
合
表
彰
の
本

年
度
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
だ
。
本
村
で
は
、
次
の
方

が
五
月
三
日
付
け
で
表
彰
さ
れ
ま
し
だ
。

原
口
さ
ん
は
、
現
在
、
村
商
工
会
長

県
商
工
会
連
合
会
理
事
等
の
要
職
に
就

き
、
長
年
に
わ
た
り
幅
広
い
知
識
と
高

い
見
識
に
よ
り
、
商
工
業
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
な
ど
、
多
く
の
功
績

が
認
め
ら
れ
今
回
の
栄
誉
に
誦
き
ま
し

こ
。t
 専

用
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、
。
し

圏
費
用
い
ず
れ
の
相
談
も
無
料

※
相
談
は
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
実
施
し
、
家
庭
訪
問
相
談
も
随
時

行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

原
口
忠
男
さ
ん
（
大
輪
•
7
1歳
）

商
工
功
労

今
年
も
8
月
4
日
⑪
、
午
後
3
時

か
ら
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
納
涼
祭
を

行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

み
こ
し
と
ざ
ょ

例
年
行
っ
て
い
る
お
神
輿
渡
御
、

郷
土
芸
能
な
ど
の
ほ
か
、
昨
年
に
引

き
続
き
花
火
の
打
ち
上
げ
や
チ
ビ
ッ

コ
広
場
を
設
け
て
ミ
ニ
S
L

の
運
行
、

金
魚
す
く
い
な
ど
多
数
催
し
物
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

B

月

4

日
日

納
涼
祭

役
場
で
は
、
平
成
9
年
度
採
用
の

職
員
募
集
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て

い
ま
す
。

◇
採
用
人
員
若
干
名

◇
職
種
一
般
事
務
職
員
お
よ
び
土

木
事
務
専
門
職
員

◇
試
験
県
町
村
会
が
行
う
統
一
試

験
◇
試
験
日
9
月
2
2
日
⑪

◇
試
験
場
所
県
立
前
橋
女
子
高
等

学
校
（
前
橋
市
紅
雲
町
2
1
1
9
|
_

l

)

 

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
総
務
課

C
闘

3
1
1
1
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
7
月
号
の
広
報

紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
9
年
度
採
用

村
職
員
募
集

(3) 平成 8 年 6 月 10日（月）
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圃村議会定例会

第2回村議会定例会は、 5月16日（会期 1 日）開かれ、

助役の選任、教育委員会委員の任命をはじめ、土地開発

公社予算の報告、学校給食センターの設置及び管理等に

関する条例の制定なと11件（村長提出）について審議が

行われだ結果、助役の選任と教育委員会委員の任命につ

いては議会の同意が得られすいすれも否決され、これ以

外の議案等は原案とあり可決承認されましだ。可決承認

されだ主な内容をお知らせします。

図
官
ー
i
u
n
-
il
[
1
手
t
i
-
~
~
-
l
-
[
{
5
5
{
5
5
~

〗
叫
忘
一
5
g
~
i

-
li
t
i
咲

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び

群
馬
県
と
の
協
調
融
資
制
度
で
、
村

小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
部
改
正

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益

な
ど
）
…
二
千
円
▽
事
業
外
収
益
（
受

取
利
息
）
…
一
四
二
万
三
千
円

◇
支
出

▽
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価

な
ど
）
・
・
・
ニ
千
円
▽
販
売
費
及
び
一

般
管
理
費
…
三
三
0
万
円
▽
事
業
外

費
用
（
支
払
利
息
）
…
一
千
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
資
本
的
収
入
（
短
期
借
入
金
）
・
・
・
一

千
円

◇
支
出

▽
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費

な
ど
）
…
二
千
円

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
額
一
千
円
は
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

す
。
） 平

成
八
年
度
村
土
地

開
発
公
社
予
算

主
な
内
容

〇
助
役
の
選
任

0

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
小
口
資
金

融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
税
条
例
の

一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
国
民
健
康

保
険
税
の
一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
七
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
七
年
度

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
）

0

村
道
路
線
の
変
更

0

村
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
0

平
成
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

内
小
企
業
の
資
金
調
達
の
困
難
解
消
を

図
る
も
の
で
す
。
運
転
資
金
、
設
備
資

金
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
付
期
間
を
一
年

延
長
し
、
さ
ら
に
、
最
も
長
い
期
間
で

六
カ
月
の
据
置
期
間
を
設
け
、
制
度
の

緩
和
を
図
り
ま
し
た
。

村
税
条
例
の
一
部
改
正

村
民
税
に
お
い
て
は
、
個
人
均
等
割

の
税
率
を
一
千
五
百
円
か
ら
二
千
円
に

改
め
、
個
人
住
民
税
の
特
別
減
税
を
平

成
八
年
度
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
の
長
期
譲
渡
所
得

上
程
議
案

平成 8 年 6 月 10 日(/i) (4) 



既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
五
九
五
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
五
0
億
六
七
万
円
に
し
ま

平
成
七
年
度
＿
般

会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の
対
象
所

得
基
準
を
、
二
十
三
万
五
千
円
か
ら
、

二
十
四
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
八
年
四
月
一
日

か
ら
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

に
対
す
る
税
率
の
改
正
、
優
良
住
宅
地

等
の
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
率
の
改
正

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
、
宅
地
等

の
負
担
調
整
率
の
改
正
、
農
地
の
負
担

調
整
率
の
上
限
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 

現
在
、
建
設
に
向
け
て
事
務
手
続
き

を
推
進
中
で
あ
り
ま
す
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
設
置
及
び
管
理
等
に

村
立
学
校
結
食
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

村
道
路
線

の

道
路
改
良
に
よ
り
、
村
道
一
ー
三
八

六
号
線
（
田
島
地
内
）
の
終
点
お
よ
び

延
長
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 変

更

平
成
七
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

し
た
。
こ
れ
は
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
追

加
に
伴
う
補
正
で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
自
動
車
取
得
税
交
付
金
…
三
0
九
万

四
千
円
（
六
‘
―
―1
0九
万
四
千
円
）

▽
地
方
交
付
税
：
•
一
、
八
八
三
万
六
千

円
（
九
億
八
、
七
四
六
万
二
千
円
）

▽
諸
収
入
…
四
0
二
万
三
千
円
（
二
億

三
、
一
八
0
万
八
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
民
生
費
：
．
二
、
五
九
五
万
三
千
円
（
六

億
一
、
六
六
二
万
七
千
円
）

医
療
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
老
人

保
健
特
別
会
計
の
財
源
が
不
足
し
た
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
二
、
五
九
五
万
三

千
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
六
四
万
一
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
四
二
億
九
、
七
三
五
万
九
千
円

に
し
ま
し
た
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
県
支
出
金
…
四
0
万
円
（
一
億
五
、

二
0
七
万
二
千
円
）

▽
繰
入
金
…
三
0
四
万
一
千
円
減
額
（
八

億
一
、
七
七
七
万
七
千
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
総
務
費
…
五
万
円
（
七
億
四
、
六
七

九
万
八
千
円
）

▽
民
生
費
…
二
九
八
万
四
千
円
（
六
億

三
、
一
0
二
万
円
）

▽
土
木
費
…
五
八
0
万
円
減
額
（
六
億

四
、
0
八
一
万
七
千
円
）

匁
教
育
費
：
―
二
万
五
千
円
(
1
0億

三
、
七
五
五
万
九
千
円
）

平
成
八
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

兄’ ー·g... 

未来を担う子どもたち

関
す
る
条
例
を
定
め
、

た
め
制
定
し
ま
し
た
。

運
営
管
理
す
る

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に

五
月
二
十
日
、
利
根
加
用
水
土
地
改
良
区
総
代
が
村

内
選
挙
区
か
ら
無
投
票
に
よ
り
、
次
の
二
十
四
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
だ
。
（
敬
称
略
）

◇
第
4
選
挙
区
〔
I
B佐
貫
地
区
〕

0

藤
野
松
雄
（
川
俣
）
再

〇
篠
木
嘉
一
（
大
佐
貫
）
新

〇
篠
木
茂
雄
（
大
佐
貫
）
新

0

松
本
功
（
大
輪
）
新

0

吉
本
正
（
大
輪
）
新

0

田
口
文
雄
（
大
輪
）
新

0

田
口
七
三
郎
（
須
賀
）
再

0

金
子
操
治
（
入
ケ
谷
）
再

0

石
川
寅
雄
（
矢
島
）
再

〇
泉
田
公
一
郎
（
矢
島
）
再

◇
第
6

選
挙
区
〔
旧
梱
島
地
区
〕

0

小
平
喜
章
（
新
里
）
再

0

荒
川
安
弘
（
新
里
）
新

こ
の
ほ
ど
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

が
開
か
れ
、
委
員
長
に
原
口
角
次
郎

さ
ん
（
大
輪
）
が
委
員
互
選
で
再
選

さ
れ
ま
し
た
。
歴
代
7

番
目
の
委
員

長
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
委
員
会
構

0

関
本
宗
市
（
南
大
島
）
再

0

栗
原
利
夫
（
南
大
島
）
再

0

小
久
保
一
男
（
南
大
島
）
再

0

坂
上
源
次
（
中
谷
）
新

0

黒
澤
道
良
（
梅
原
）
再

0

吉
田
重
信
（
梅
原
）
再

◇
第
7
選
挙
区
〔
旧
干
江
田
地
区
〕

〇
薗
部
七
郎
（
千
津
井
）
再

0

荻
野
清
（
下
江
黒
）
再

〇
奈
良
喜
一
郎
（
田
島
）
再

〇
原
島
久
吉
（
上
江
黒
）
新

0

橋
本
亀
三
郎
（
斗
合
田
）
新

〇
柿
沼
釣
一
（
江
口
）
再

原
口
角
次
郎
さ
ん
再
選

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
委
員
長
1
1

原
口
角
次
郎
▽
委
員

長
職
務
代
理
者
1
1

田
島
弘
▽
委

員
1
1

横
塚
弥
一
・
始
澤
仁
一

利
根
加
用
水
総
代
決
ま
る

(5) 平成 8 年 6 月 10 日（月）



村
で
は
、
年
々
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
に

対
処
す
る
た
め
、
簡
易
焼
却
炉
の
購
入

助
成
事
業
等
の
普
及
促
進
を
図
り
、
紙

類
な
ど
の
燃
え
る
ゴ
ミ
の
自
家
処
理
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
家
庭
か
ら
焼
却
し
た
灰

の
処
分
に
困
る
の
で
、
村
で
な
ん
と
か

処
理
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
等
が
あ

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、
一
般
家
庭
の
焼
却
灰
を
左
記
に
よ

り
収
集
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

◇
収
集
日

7

月

7

日
同

◇
収
集
時
問
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま

で
◇
収
集
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

◇
持
ち
出
し
方
法
村
指
定
の
ゴ
ミ
袋

に
入
れ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
村
内
の
指
定
ゴ
ミ
袋
の
取

扱
店
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

◇
注
意
事
項
持
ち
出
し
す
る
物
は
一

般
家
庭
の
焼
却
灰
と
し
、
金
属
や
ガ

ラ
ス
等
の
混
じ
っ
た
も
の
や
燃
え
残

り
の
あ
る
焼
却
灰
は
収
集
い
た
し
ま

せ
ん
。
燃
え
な
い
も
の
が
混
じ
っ
て

い
る
焼
却
灰
は
、
そ
れ
を
取
り
除
い

て
か
ら
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
当
日
持
ち
出
し
が
出
来
な

一

燃
え
る
ゴ
ミ
の
減
量
と
収
集
手
間
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
家
焼
却
は
ぜ
ひ

お
勧
め
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
風
の
強
い
日
に
一
度
に
大

量
の
紙
類
を
燃
や
す
と
、
燃
え
か
す
が

飛
ん
で
火
災
の
危
険
や
灰
が
洗
濯
物
に

付
着
す
る
な
ど
周
辺
の
方
に
思
わ
ぬ
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
焼
却
は
風
向
き
や
天
候
に
十

分
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
、
家
庭
内
で
発
生
す
る
ゴ
ミ

を
自
家
処
理
す
る
た
め
に
、
簡
易
焼
却

炉
（
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
お
よ
び
ド
ラ
ム
缶

製
）
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

平
成
8

年
5

月
か
ら
矢
島
地
区
の
し

尿
く
み
取
り
券
取
扱
店
が
、
次
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
村
内

の
取
扱
店
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

⑮
チ
コ
マ
ー
ト
明
和
店
（
⑯
奈
良
原
商

店
） し

尿
く
み
取
り
券

取
扱
店
を
変
更

焼
却
灰
を
収
集
し
ま
す

い
方
は
、
随
時
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
を
い

た
し
ま
す
。

但
し
、
収
集
日
以
後
、
休
日
を
除

＜
午
前
9

時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
の

間
と
い
た
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
保
健
課
（

6

闘
4
6
8
6
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
広

報
5
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

燃
え
る
ゴ
ミ
の
自
家
処
理
は

焼
却
炉
が
安
全
で
す

f 
•I` d‘ 

村指定のゴミ袋

般
家
庭
の

村指定ゴミ袋、 し尿くみ取り券取扱店

所在地 コミ袋 し尿くみ取り券 所在地 ゴミ袋 し尿くみ取り券

斗合田577 橋本商店 橋本商店 中谷123 / 折原商店

下江黒196-1 猫豆屋商店 猫豆屋商店 梅原960 関 口 商店 関 口 商店

上江黒880
ナンバースリー ナンバースリー

川俣？8 東 商 店 東 商 店
伊勢屋商店 伊勢屋商店

江口519-1 / 玉井酒造（株
須賀492 荒 J 11 商店 荒川 商店

小売部

江口488 岩井商店 / 大輪2029 原 口 商店 原 口 商店

南大島908 ぎ ん だ な ぎ ん だ な 大輪1607 蓮 商 店 / 
南大島1183 争9 9, 、 忠/ 矢島403

チコマート チコマート
明 和 店 明 和 店

南大島1076 / J 11 端油 店 大佐貫154 / 折原商店

新里E9
森尻商店 森尻商店
（たばこ屋） （たばこ屋）

平成 8 年 6 月 10 日(Jj) (6) 



新
里
地
内
に
明
和
支
店
の
あ
る
「
株

式
会
社
群
馬
銀
行
」
（
取
締
役
頭
取
・
土

金
琢
治
さ
ん
）
は
、
明
和
村
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
の
竣
工
を
記
念
し
て
4
月

3
0
日
、
村
に
5
0
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。t
 村で

は
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
図
書
購
入

等
教
育
文
化
の
向
上
の
た
め
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

陳
群
馬
銀
行

村
に
5
0万
円
寄
付

寄付に訪れた専務取締役の十枝壮伍さん 寄付に訪れた理事長の遠藤嘉紀さん

荒
井
・
河
本
明
和
村
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
建
設
工
事
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

荒
井
•
河
本
明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
建
設
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
代
表
者
の
荒
井
建
設
卸
代
表
取

締
役
荒
井
清
さ
ん
は
、
同
館
の
竣
工
を

記
念
し
て
5
月
2
日
、
村
に
絵
画
（
井

上
公
三
作
「
四
季
の
っ
ぱ
み
」
）
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

村

に

館
林
信
用
金
庫

村
に
1
0
0
万
円
寄
付

大
佐
貰
地
内
に
明
和
支
店
の
あ
る
「
館

林
信
用
金
庫
」
（
理
事
長
・
遠
藤
嘉
紀
さ

ん
）
は
、
今
年
当
金
庫
の
創
立
7
0
周
年

お
よ
び
明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

の
竣
工
を
記
念
し
て
4
月
2
2
日
、
村
に

1
0
0
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
図
書
購
入

等
教
育
文
化
の
向
上
の
た
め
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
額
の
寄
付
を

絵
画

寄
付

橋
本
亀
三
郎
さ
ん

梁
瀬
勝
治
さ
ん

村
に
寄
付

前
助
役
の
橋
本
亀
三
郎
さ
ん
は
、
3
0

万
円
お
よ
び
2
0
万
円
（
故
橋
本
ふ
じ
江

さ
ん
）
を
、
前
収
入
役
の
梁
瀬
勝
治
さ

ん
は
、
2
5
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
般
寄
付

金
と
し
て
4
月
3
0
B
、
村
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

村
で
は
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
図
書
購
入

等
教
育
文
化
の
向
上
の
た
め
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
年
金
Q

&
A

Q
私
の
収
入
が
季
節
的
に
流
動
的

で
不
安
定
な
だ
め
、
月
々
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

良
い
方
法
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

-
A

前
納
制
度
や
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
や
す

く
す
る
た
め
に
毎
月
の
末
日
ま
で
に

納
付
す
る
「
毎
月
納
付
」
の
し
く
み

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
銀
行
口
座
等

を
作
っ
て
、
毎
月
引
き
落
と
し
て
も

ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年

度
始
め
に
一
括
し
て
納
め
る
保
険
料

の
前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
る
の
も
一

つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。
特
に
保
険
料

の
前
納
は
割
引
さ
れ
ま
す
の
で
お
得

で
す
。
（
そ
の
ほ
か
に
も
特
典
が
あ
り

ま
す
。
）
口
座
引
き
落
と
し
や
前
納
は

納
め
忘
れ
が
な
い
た
め
‘
良
い
方
法

で
す
。
ぜ
ひ
、
住
民
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Q
国
民
年
金
と
固
人
年
金
（
銀
行

や
郵
便
局
、
農
協
で
売
り
出
し
て
い

る
年
金
預
金
）
と
の
違
い
に
つ
い
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

A

国
民
年
金
は
国
の
責
任
に
あ
い

て
、
い
つ
の
時
代
に
も
即
応
で
き
る

ょ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
受
給
権
者
と
な
っ

て
か
ら
一
生
涯
の
長
期
間
に
わ
た
り

受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。
ま
た
、

そ
の
間
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
年
金
の

実
質
価
値
が
目
減
り
し
な
い
よ
う
‘

毎
年
物
価
の
上
昇
率
に
合
わ
せ
て
ス

ラ
イ
ド
を
行
い
、
さ
ら
に
5
年
ご
と

に
財
政
再
計
算
を
行
い
、
賃
金
の
上

昇
や
生
活
水
準
の
向
上
を
反
映
さ
せ

る
よ
う
に
年
金
額
の
改
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
個
人
年
金
は
、
各

個
人
の
意
志
と
努
力
に
よ
り
将
米
に

備
え
る
も
の
で
貯
蓄
的
な
性
格
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
給
付
は
払
い
込

ま
れ
た
保
険
料
に
運
用
利
息
を
加
え

た
も
の
で
賄
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
予
測
で
き
な
い
物
価
や
賃
金
の

変
動
、
平
均
余
命
の
伸
び
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
払
い
込
ま
れ
た
保
険
料

と
そ
の
運
用
利
息
で
は
目
減
り
に
対

し
て
対
応
が
で
き
な
い
可
能
性
が
大

き
い
の
で
、
老
後
の
所
得
保
障
の
す

べ
て
を
個
人
年
金
や
貯
蓄
だ
け
に
頼

る
こ
と
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
の
場
合
は
給
付

に
対
し
国
庫
負
担
が
あ
り
、
税
制
上

も
保
険
料
が
全
額
控
除
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
受
け
取
る
年
金
も
公
的
年

金
等
の
控
除
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
運

用
の
た
め
の
経
費
な
ど
の
事
務
経
費

は
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
個
人
年
金
に
は
な
い
特
長

が
あ
り
ま
す
。 , 

(7) 平成 8 年 6 月 10 日（月）
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òo 5月 19 日

身近な情

せください。

掲載写真は差し上
げます。

役場企画課広報係

ft84-31 

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
延
べ
利
用
者
数
が
5

月

1
9日
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
5
8
3

日
目
で
1
5
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
1
5
万
人
目
に
な
っ
た
館
林

市
の
長
島
克
子
さ
ん
、
お
よ
び

そ
の
前
後
と
な
っ
た
足
利
市
の

横
沢
あ
づ
さ
さ
ん
、
村
内
大
佐

貫
の
的
場
俊
知
さ
ん
に
そ
れ
ぞ

れ
斎
藤
村
長
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
子
ど
も
用
プ

ー
ル
、
採
暖
室
な
ど
が
あ
る
こ

の
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
6
年
6

月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
き

れ
い
で
明
る
い
と
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
大
変
好
評
で
、
高
い
利

用
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
5
万

人
目
の
長
島
さ
ん
は
「
ジ
ャ
グ

ジ
ー
や
子
ど
も
用
。
フ
ー
ル
も
あ

り
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

友
人
に
誘
わ
れ
初
め
て
子
ど
も

と
一
緒
に
米
た
の
に
光
栄
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、
皆
さ
ん
が
大
い
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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、
美
し
い
自
然
環
境
を
河
叫
畔
＾
．

河
川
敷
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
4
月
2
1日
、
昭
和
橋
か
ら

利
根
川
総
合
運
動
場
西
側
ま
で
の
区
間
で
、
公
共
施
設

利
用
団
体
や
一
般
利
用
者
な
ど
1
8
0
人
余
り
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
例
年
、
建
設
省
な
ど
が

提
唱
し
て
い
る
「
河
川
美
化
運
動
」
に
合
わ
せ
て
同
団

体
等
が
自
主
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
軍
手
を
し
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に
、

草
か
げ
に
投
げ
捨
て
て
あ
る
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
な
ど

の
収
集
や
、
側
溝
に
積
も
っ
た
砂
な
ど
の
取
り
除
き
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
の
ほ
か
粗
大
ゴ
ミ
も
捨
て
ら

れ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
自
然

環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 一

5 月 5 日、新里の地蔵寺でお釈迦さま

の誕生日（旧暦 4 月 8 日）を祝う花まつ

りが行われ、周辺の子どもたちなどでに

ぎわいました。住職の安見智尋さんから

「お釈迦さまは今から約2,500年前にネパ
ールで生まれ、その時に甘露の雨が降っ

たということから、花まつりには花御堂

に誕生仏を安置し、上から甘荼をかけて

祝うものです」と話がありました。

また、関芳江さんら「お話しサークル

さくらんほ‘」の人たちによって紙芝居が

行われ、子どもたちは楽しいひとときを

過ごしました。

平成 8 年 6 月 10 日(/j) (8) 



3 位 準優勝 優勝

神
谷
富
次
さ
ん

「
大
利
根
無
情
」

本
澤
定
治
さ
ん

「
旅
姿
三
人
男
」

谷
津
照
子
さ
ん

「
み
だ
れ
髪
」

自
懺
の
5
ど
を
披
露

一
）
ー

惰
庫、

□f
l

で
開
か
れ
、
4
2
人
が
優
勝
の
ト
ロ
フ
ィ

ー
を
目
指
し
て
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
お
よ
そ
2
0
0

人
が
集
ま
り
、
熟
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
〔
敬
称
略
〕

◎
優
勝

1
1

谷
津
照
子
（
新
里
）

◎
準
優
勝
1
1

本
澤
定
治
（
大
輪
）

◎
3
位

1
1

神
谷
富
次
（
梅
原
）

◎
優
秀
賞
1
1

▽
澁
澤
ろ
く
（
須
賀
）
▽

遠
藤
正
芙
（
梅
原
）
▽
多
田
吉
民
（
上

江
黒
）

◎
特
別
賞
1
1

矢
島
優
一
（
田
島
）
▽
冨

塚
文
吉
（
中
谷
）
▽
新
井
啓
之
（
田
島
）

▽
吉
永
今
朝
夫
（
梅
原
）
▽
林
ふ
み
子

（
須
賀
）
▽
町
田
新
太
郎
（
南
大
島
）

斧．：．；• 
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村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
館
林
保
健

所
共
催
の
講
演
会
が
5
月
1
7
日
、
同
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
村
民
ら
1
0
0
人
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
お
年
寄
り
た
ち
が
い
つ

ま
で
も
若
さ
を
保
ち
、
英
知
を
養
い
、
生
き

が
い
の
あ
る
人
生
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
厚
生
病
院
精
神
神
経
科
医
長
の
狩
野

正
之
さ
ん
が
『
ボ
ケ
な
い
た
め
に

... 

』
と
題

し
て
講
演
し
「
ボ
ケ
（
痴
ほ
う
）
は
、
動
脈

硬
化
に
よ
っ
て
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
と
起
こ

り
や
す
い
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
塩
分
や

脂
肪
、
タ
バ
コ
を
控
え
、
適
度
に
運
動
す
る

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
質
問
を
し
た
り
、
メ
モ
を
取

っ
た
り
し
な
が
ら
、
熟
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
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村
教
育
委
員
会
で
は
5
月
2
6
日
、
中

央
公
民
館
駐
車
場
で
村
花
舟
組
合
の
協

力
を
得
て
用
意
し
た
ベ
コ
ニ
ア
や
ペ
チ

ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
バ
ー
ベ
ナ

の
苗
1
,
5
7
0
鉢
を
各
地
区
の
子
ど

も
会
育
成
会
に
配
布
し
ま
し
た
。

学
校
週
5

日
制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

児
童
生
徒
の
地
域
活
動
の
充
実
を
図
り
、

花
づ
く
り
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
た
め
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

各
地
区
の
育
成
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
地
域
を
あ
げ
て
、
集
落
セ

ン
タ
ー
や
遊
び
場
の
敷
地
な
ど
に
児
童

生
徒
数
分
の
苗
を
定
植
し
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
る
村
で
は
、

本
年
度
県
か
ら
「
ぐ
ん
ま
ハ
ー
ト
フ
ル

ク
ラ
ブ
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
今
後

各
種
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

(9) 平成 8 年 6 月 10 日（月）



恐れる前にま百

が h, 予 防
明和村のがん死亡者

平成 6 年23人

平成 7 年 15人

鱈慶

子宮がん
●30歳からは年に

一度の検診を

保健センター
宕（84)4686

検診の普及などにより子宮がん死亡者

数は減少しています。

●子宮がんは二種類

入口部分にできる子宮頸がんと、奥の

部分にできる子宮体がんがあります。

●子宮頸がんは減少、体がんが増加傾向に

傾向はそうですが、罹患者数では頸が

んが圧倒的に多くなっています。

年 1 回の定期検

診を欠力さない環月

経後は1本ガんに注

意しましょう）。
早期に発見できれ

ば、ほほ100％治り
ます。

胃がん検診日程

成
人
病
の
中
で
最
も
恐
ろ
し
い
病
気
、

が
ん
は
一
九
八
一
年
以
米
、
日
本
人
の

死
亡
原
因
の
第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
健
康
の
最
大
の
敵
で
あ
る

こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
日
頃
か
ら
き
ち
ん
と
対
策
さ
え
講

じ
て
お
け
ば
、
が
ん
と
い
え
ど
も
恐
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
日

常
的
に
で
き
る
が
ん
対
策
は
二
つ
。
一

つ
は
、
暮
ら
し
の
中
か
ら
が
ん
の
危
険

因
子
を
取
り
除
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

も
う
一
っ
は
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る

こ
と
で
す
。

定
期
的
な
が
ん
検
診
で

早
期
発
見
を
I
.

が
ん
は
初
期
の
頃
に
は
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
定

期
検
診
を
年
に
一
度
受
け
、
早
期
発
見

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在

は
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
な
ど

は
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切
な
治
療
を
受

子宮がん・乳がん・甲状腺がん検診日程

期 日 受付 場所 料 金

7 月 3 日（水）

7 月 5 日（金）
子宮がん

7 月 15 B （月）
午後 1 時 保健

400円

~ 2 時 センター
乳かん・甲状腺

7 月 16 日（火）
かん

7 月 22 日（月）

100円

け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
治
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

期 日 受付 場所 料 金

8 月 1 日（木） 保健センター

8 月 2 日（金） 午後 6 時 西小学校
30分 500円

8 月 6 日（火） ~ 9 時 東小学校

8 月 7 日（水） 保健センター

※希望する方で、まだ申し込みをされていない方は、 6 月中に

保健センターヘお申し込みください。

◇
日
時

7

月

1
2日
⑤

2
0
分1

7

月

2
3日
因
午
前

1
0時
1

7

月

3
0日
因
午
前

1
0
時1

◇
場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
内
容
：
·
妊
娠
中
の
摂
生
と
衛
生
・

妊
娠
中
の
栄
養
と
調
理
の

工
夫
•
お
産
を
楽
に
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
赤
ち
ゃ

ん
の
観
察
と
お
ふ
ろ
等

※
母
親
学
級
に
参
加
し
て
、
お
友
達

を
作
り
ま
せ
ん
か
I
.

参
加
希
望
者
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 午

後
1

時

母
親
学
級

胃がん ●塩分をひかえめに

滅少傾向にあるとはいえ、依然として日本人

のがん死亡率のトップになっています。しかし、

胃がんは早期発見・治療でほほ‘100％治るがんで

もあります。

①ごはんにみそ汁、干物、漬物といつだ塩分

の多い「日本的食生活jを取り過ぎないよう

にしましょう。

②発ガんを抑制する緑黄色野菜、氾藻、牛乳

を十分に取りましょう。

®胃の粕膜をいだめるので熱い飲食物には注
意しましよう。

平成 8 年 6 月 10 日（月） (10) 
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中
谷
の
教
学
院
に
高
さ
―
m
、
幅
六

+
c
m程
の
供
養
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

表
面
に
は
「
識
空
恩
剣
居
士
性
達
一

空
居
士
寂
知
宗
空
居
士
各
享
保
四

己
亥
年
四
月
十
五
日
滅
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
碑
よ
「
館
林
騒
動
」
の

ざ
ん
り5

犠
牲
と
な
っ
て
斬
首
さ
れ
た
三
人
の
名

主
、
明
和
村
中
谷
・
恩
田
佐
吉
、
邑
楽

町
中
野
・
竹
岸
武
兵
衛
、
館
林
市
田
谷

・
小
池
藤
左
衛
門
の
供
養
碑
で
す
。

館
林
城
は
城
主
徳
川
綱
吉
が
延
宝
八

年
（
一
六
八

0
)
第
五
代
将
軍
と
な
り

子
の
徳
松
が
あ
と
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
没
し
た
た
め
廃
城
と
さ
れ
、
跡

形
も
な
く
破
却
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
宝
永
四
年
（
一
七

0
七
）
松
平
清

武
が
城
主
と
な
り
、
城
の
再
築
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
旧
絵
図
面
を
借
り
構
築

の
基
礎
設
計
、
見
積
り
を
し
た
と
こ
ろ

三
万
三
千
両
余
。
宝
氷
五
年
（
一
七

0

No.10 

hの三義人と供養碑］

三義人供養碑

八
）
幕
府
よ
り
五
千
両
を
賜
わ
り
工
事

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
二
万
八
千
両

余
の
不
足
額
を
借
入
金
と
領
内
の
年
貢

を
き
び
し
く
取
り
立
て
て
賄
お
う
と
し

た
た
め
館
林
騒
動
が
勃
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
米
価

が
暴
落
し
て
農
民
が
困
り
果
て
て
い
る

と
こ
ろ
へ
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
び
し
い

み

検
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
民
た
ち
は

例
年
ど
お
り
役
人
を
酒
肴
で
も
て
な
し

手
土
産
を
贈
っ
て
手
加
滅
し
て
も
ら
お

う
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
準
備
も
無
駄

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
役
人
た
ち

は
ま
る
で
戦
場
に
で
も
向
か
う
よ
う
に

押
し
出
で
て
す
み
ず
み
ま
で
厳
重
な
検

見
を
行
い
、
深
田
・
浅
田
・
上
中
下
の

区
別
な
く
例
年
の
二
倍
近
い
重
い
年
貢

を
課
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
重
税
に
農

民
た
ち
は
騒
然
と
な
り
、
名
主
た
ち
も

急
触
れ
を
出
し
会
合
、
訴
え
を
起
こ
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
民
た
ち
は
集

結
し
館
林
城
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
解

決
せ
ず
、
江
戸
播
邸
に
向
か
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
佐
吉
た
ち
名
主
は
農
民

た
ち
の
間
に
立
っ
て
代
表
と
し
て
要
求

数
力
条
を
江
戸
幡
邸
に
差
し
出
し
た

の
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
来
年
の
秋

か
ら
年
貢
米
を
半
減
す
る
と
い
う
約

束
を
取
り
付
け
帰
郷
し
ま
し
た
が
、

翌
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
春
に
な

っ
て
弾
圧
が
始
ま
り
ま
し
た
。

弾
圧
の
主
役
は
用
人
松
倉
伝
兵
衛
。

館
林
へ
派
遣
さ
れ
る
や
直
ち
に
事
件

の
捜
査
を
始
め
、
佐
吉
（
七
六
オ
）
、

武
兵
衛
（
六
一
オ
）
、
藤
左
衛
門
（
三

九
オ
）
の
三
名
王
は
牢
に
入
れ
ら
れ
、

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
四
月
十
四

日
徒
党
を
組
ん
だ
罪
名
で
処
刑
さ
れ

ま
し
た
（
碑
文
十
五
日
は
誤
り
）
。
三

名
主
の
財
産
は
没
収
、
息
子
た
ち
は

領
外
追
放
、
女
子
ど
も
は
親
類
預
か

り
の
身
と
な
り
ま
し
た
。

三
人
の
処
刑
後
、
農
民
た
ち
は
死

を
惜
し
み
館
林
市
小
桑
原
の
密
蔵
寺

に
碑
を
立
て
ま
し
た
が
、
城
下
に
近

く
、
お
上
の
目
障
り
と
の
理
由
で
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
農
民
た
ち
は
そ

の
後
三
義
人
の
霊
を
弔
う
た
め
供
養

碑
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
碑

で
あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

已
）
君
口

キャンプに参加して

思い出をつくろう
教育委員会事務局合 (84)4491

村教育委員会では、キャンプの参

加者を募集します。

◇期日 8 月 7 日（水）、 8 日（木）

◇場所小平の里（大間々町）

◇対象小学校 4 • 5 • 6 年生
◇定員 25人（個人応募に限る）

◇受け付け 6 月 20 日（木）から教育委

員会事務局（中央公民館内）で随

時受け付けし、定員になり次第締

め切ります。応募者多数の場合は、

初参加者を優先させていただきま

すのでご了承ください。

◇内容野外炊飯、ハイキング、

ャンプファイヤーなど

◇参加費 5,000円

※詳しくは、教育委員会事務局へお

問い合わせください。

キ

今年の「農作業標準労賃」

区分 作業種 目 単 位 標準額

一自 苗 1 箱 700円（穂子代含む）

耕 起 10アール当り 6,000 
（トラクター）

水 ィt ヵヽ き

” 6,500 （トラクター）

機（苗持ち）械 ” 20,000 
稲 田植え

機（苗別）械 ” 8,000 

)(lj （コりンパイ耳ン又) 
り

” 18,000 
作

脱 穀 ” 12,000 

業 セ（刈り取り・JIむぼッ乾燥・モミす IJ)ト II 30,000 

乾燥・調整のみ 1 俵当り (60kg) 1,600 

調整のみ（モミすり） ” 700 

耕 起 10アール当り 7,000 
（トラクター）

麦 施（肥耕起播・肥種科（・穂ド子リ代ルは別播） ) ” 4,500 

作 覆 土 If 2,800 （トラククー）

業
)(lj （コりンパイ耳ン又) 

り

” 15,000 

セ（刈リ取＇）かッら乾燥 調整）ト ,, 26,000 

A ヵ 農繁期労賃 1 日当り
男 8,000
女 7,000

賃
農繁期以外の労賃 6,000 ” 

農
休
日
は
フ
月
5
.
6
・
フ
日
で
す

今
年
の
農
休
日
は
、
7

月
5

日
⑥
．

6
日
出
．
7

日
閻
で
す
。
ま
た
、
農
作

業
標
準
労
賃
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ

の
料
金
は
、
ほ
場
条
件
、
地
域
間
で
そ

れ
ぞ
れ
格
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

標
準
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（
役
場
内
）

6
闘
3
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

、
。

さ
し

(11) 平成 8 年 6 月 10 日(/j) 



み
小
学
生

水
泳
教
室

◇
期
日
7
月

2
4日
困
・
2
5
H困
・
2
6

日
⑥
•
3
1
日
困
．
8
月1
H

困
・
2

短夏

期休

◇
期
日
7
月
3
0
日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者

◇
募
集
人
数
2
0
0
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
ー
1
,
0
0
0
円
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
代
合
む
）

◇
申
し
込
み

6

月
1
5
日
由
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

第

7

回
村
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ
大
会

9

,

9

9

 

99,.,‘ 
ぅ
｀
―
，
"
-
'

+++ 

9
9
J
,
、
こ
｀
，
’
·
"
‘
`

9
9
.
9
.
9
,
 

,
`
~
、
'
‘
`
7
,
'
,
-
i
、

ャ
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9
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‘
9
9
9
-
‘
.
,
9
t
-
`
`
,
9
1
`
9
,
"
一
‘
‘
.
,
t
ー
、
9
,
9
‘
、
J
‘
`
、
-
,
‘
‘
‘
,
-
‘
9
9
,
"
`

、
.
9
9
9
,
'
,
9
9
9
,
.
,
9
9
9
,
9
9
,
'
,
9
9
,
9
9
.
,
,
9
,
9]

十
一
『

ッ
プ
6

:
l□
'
/
:

ヤ
'
□
館
＇
ふ

:
`
l
：
十
頑

ォ
コ
』

4

ス
ロ

9

,

.

9

a

 

·
`
'
,
'
`
,
~
、
h
‘
5
へ
，
』
i
,
＇
，
｀
一
、
‘
·
'
、
·
、
―
勺
，
ゞ
一

と

4
,
'

ャ
＇
ヤ
＋
十

4

人
＇
＋
＼
，

◇
期
日

6

月
か
ら
3
月
ま
で
月
2

回

◇
会
場
杜
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
募
集
人
員

5
0人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
⑤

◇
時
間
午
後

2

時
＼
3

時

◇
対
象
者
小
学
生

◇
会
場
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
募
集
期
問

6

月
2
0
日
困
ー
7
月
7

、
、

日
日ヽ

◇
参
加
費

入
会
金
：
•
5
0
0

円

会
費
…
1
,
5
0
0

円

◇
申
し
込
み
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
B
&
G
財
団
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー
6
闘
5
5
1
1
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
胃
習

バ
ー
ド
コ
ル
フ
―
―
―-P

会

◇
申
し
込
み

6

月
1
5
日
由
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
7
月
か
ら
8
月
ま
で
計
1
0
回

◇
会
場
武
道
館

◇
講
師
館
林
・
邑
楽
剣
道
連
盟
の
先

生
ほ
か

◇
対
象
者
小
・
中
学
生
お
よ
び
一
般

男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人

◇
参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
申
し
込
み

6

月
1
9
日
因
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
ス
ポ
—
ツ
教
室

◇
期
日

7

月
か
ら
1
1
月
ま
で
計
1
0回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
者
6
0
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
申
し
込
み

6

月
1
5
日
由
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
、
ま
た

は
環
境
保
健
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

7

月
認
日
山
午
後
7

時
3
0分
＼

9

時
3
0
分

◇
会
場
明
和
中
学
校
校
庭

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
員
2
0
人

剣

道

教

室

優
勝

大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第
4

回
事
業
所
・
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会

竺—~-~さ~—”ー一→ル矢日新千
、- 4 ：ニ一門ど島東里津

フ・製ソ井
ブ入器フク
ケ（悧トラ
谷ボブ
ソ l
フル

トク
ボラ

l ブ優勝した「千津井クラブ」

三三準優
優

位位勝勝
第

1
9
回
村
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

6

月
1
9
日
因
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

ヽム．~

ゞ｀
じI

ヽ ．...ヽ・▲ • • ▲一
• • ^ 

優勝した「矢島」

四三準優
優

位位勝勝

梅田江矢

第

5

回
協
会
杯

ゲ
—
ト
ボ
—
ル
大
会

ー、→―

控こ—←•ニ
優勝した「大明ソフトクラブ」

平成 8 年 6 月 10 日（月）

準
優
勝

田
島
・
新
里
ソ
フ
ト

(12) 



第
3
2回
県
ス
ポ
—
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
兼
関
東
フ
ロ
ッ
ク

交
流
大
会
邑
楽
郡
予
選
会

郡
予
選
会
で
優
勝
し
た
明
和
西
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
は
、
県
予
選
会
に
お
い
て

準
々
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
4
対
1
2
で
大
間
々
東
小
リ
ト
ル
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
に
敗
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

▽
監
督
始
澤
重
信
▽
選
手
吉
永

絢
子
、
久
保
口
優
喜
、
森
原
昌
代
、
多

田
奈
津
子
、
新
井
里
志
、
片
柳
比
佐
夫
、

森
田
純
一
、
台
浩
之
、
瀬
下
嘉
彦
、
川

嶋
睦
男
、
久
保
口
育
美
、
飛
田
絵
美
、

久
保
口
喜
代
美
、
小
松
原
脩
吾
、
杉
山

弘
卓
、
細
谷
翡
夫
、
久
保
口
敏
夫

▽
監
督
石
川
宗
佑
▽
選
手
石
川

宗
佑
、
竹
迫
佐
吉
、
野
本
伊
勢
松
、
本

澤
寒
次
、
竹
迫
清
、
新
井
薫
、
新
井
ト

シ
子

▽
監
督
奈
良
原
勝
治
▽
選
手
吉

永
知
博
、
立
川
祐
一
、
福
田
操
、
始
澤

一
幸
、
関
日
武
美
、
関
口
始
、
吉
田
茂
、

黒
澤
信
幸
、
始
澤
稔
、
恩
田
正
、
恩
田

麻
有
見
、
永
野
和
津
江
、
吉
永
痔
子
、

◇
綱
引
き

村
の
部
B
フ
ロ
ッ
ク
5
位

優勝した「明和西少年野球クラブ」

◇
年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

村
の
部
B
フ
ロ
ッ
ク
2
位

◇
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

村
の
部
B
ブ
ロ
ッ
ク
1

位

優
勝
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

準
優
勝
板
倉
北
小
わ
か
じ
し

村
の
部総

合
3
位

第
1
3回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ

村
の
部
B
フ
ロ
ッ
ク
7
位

▽
監
督
武
井
英
夫
▽
選
手

繁
美
、
門
澤
政
憲
、
武
井
英
夫
、

清
郎
、
阿
部
利
江

▽
監
督
清
水
治
雄
▽
選
手

大
治
、
澁
澤
ろ
く
、
神
谷
コ
メ
、

千
子
、
恩
田
一
江
、
始
澤
キ
ミ
、

三
枝
子
、
清
水
治
雄

阿
部

瀧
口

島
田

斎
藤

岩
崎

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

村
の
部
A
フ
ロ
ッ
ク
1

位

入場行進する本村の役員および選手団

石
丸
和
子
、
篠
原
利
也
、
篠
木
弘
樹
‘

高
澤
好
江

` 
※◎ 畠館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田 赤冬l 人板倉地区 更科日

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

なにみ 昇
る限一

落合医院 川田医院 神尾医院 岡田医院 館林地区と 小西医院
場り 厚

日
生

6 月 16 日
合 (72)3160 合(72)3724 喜合 (75) 1288 ff(72)3163 同じです。 合 (86)2261

日 り間 r--、

まは 合

根岸医院 小倉医院 大塚医院 慶友病院 井上医院 館林地区と すの 後午 (72) 
6 月 23 日 3 

合 (72)3262 合 (72)0606 合 (72)0176 匹（72)6000 合 (82) 1131 同じです。 で‘| | 

当 冒？ 4 

゜しで ‘--/ 

小西医院 大神医院 ゆたか医院 最上医院 増田医院 竹越医院 てで が
6 月 30 日 かす 担

合 (86)2261 合 (62)2200 合 (73)7308 合 (74)3763 合 (82)2255 合 (84)3137 ら゜ 当

番
呑ロ戸ノZ, し

ま
し す

真中医院 川田（耳）医院 橋田クリニック 新橋病院 館林地区と 館林地区と て ゜
7 月 7 日

合 (72) 1630 合 (72)3314 合 (72)0001
< ^ 内合 (75)3011 同じです。 同じです。 だ 科

医
さ
し‘ 汀゜横田（婦）医院 川村医院 記念病院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と

7 月 14 日
合 (72)0255 合（72) 1337 合 (72)3155 合 (75)5511 産同じです。 同じです。

婦
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子ともの相談は

児童相談所へ

［太田児童相談所
合（31)3721

児童相談所は、子どもたちの健や

かな成長と幸せを図るため、児童福

祉法に基づいて設けられた専門の相

談機関です。

電話での相談、直接相談所に来所

しての相談、出張相談など相談の方

法はいろいろあります。相談はいっ

さい無料で、秘密は守られます。

※詳しくは、太田児意相談所または

役場福祉課合 (84) 4926ヘ

外国人雇用状況を

報告してください

］ノ＼ローワーク館林合（75)8609 --
労働省では、外国人労働者の失業

の予防や再就職の促進、雇用管理の

推進等に役立てるため、外国人を雇

用している事業主の皆さんに 6 月 1

日現在の外国人雇用の状況を報告し

ていただくことになっています。

また、 6 月を「外国人労働者問題

啓発月間」と定め「外国人労働者の

適正な雇用・労働条件の確保と不法

就労の防止に理解と協力を」をスロ

ーガンとして、各種の活動を展開し

ておりますので、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

※詳しくは、ハローワーク館林へ

パートタイム助成金

制度ご存じですか

（財）21 世紀職業財団群馬事務所

合0272(23)2023

この制度は、パートタイマーの方

が安心して働ける体制づくりを応援

する制度です。パートタイマーの方

の福祉の増進に積極的に取り組む中

小企業の事業主の皆様に対し、助成

金として国が費用の一部を負担する

ものです。

助成金の支給は一定の要件に該当

する事業主で、次の内容を実施した

場合に適用されます。

〇健康診断 0 人間ドック 0 成人

病検診 〇結婚手当金等の慶弔見舞

金 0 講習受講料 01呆険料共済掛

金 0 通勤の便宜

※詳しくは、（財）21世紀職業財団群馬

事務所へ

リウマチ講習

［館林保健所 合（72)3230
◇日時 7 月 9 日（火）午後 2 時～ 5 時

◇場所館林保健所大会議室

◇対象 リウマチ患者および家族

◇内容講演会、個別相談（希望者）

◇講師前橋赤十字病院磯武信先

生

◇申し込み 電話で館林保健所へ

第 1 回東毛定期演奏会

群馬交響楽団

（財）群馬交響楽団事務局

合0273(22)4316

◇日時 7 月 25H （木） 午後 6 時45分

開演

◇会場太田市民会館

◇入場料 S 席（指定） 3,500円、 A

席（指定） 3,000円、 B 席（指定）

2,500円、 C 席（自由） 2,000円

◇指揮高関健

◇独奏柳田耕治（チェロ）

◇曲目 チェロ協奏曲 口短調作品

104 (ドヴォルジャーク） 交響曲

第 6 番口短調作品74 《悲愴》（チャ

イコフスキー）

◇入場券 太田市民会館、および各

プレイガイドにて発売中

※詳しくは、群馬交響楽団事務局へ

しないさせない

クルマの不正改造

関東運輸局群馬陸運支局

合0272(63)4422

運輸省は、暴走行為、過積載など

を目的とした不正改造車を排除する

ため、 6 月 1 日～30 日の 1 カ月間「不

正改造車を排除する運動」を全国的

に展開しています。

この機会にぜひ、不正改造の防止

についてご理解を深めていただき、

その排除にご協力ください。

なお、不正改造車等に関する情報

・相談は、お気軽に関東運輸局群馬

陸運支局までお願いします。

,·..、 E. •9_. • ＾へ·｀ i‘、;‘、、

泊立iヽ：無料法律相麟ロ
◇日時＝ 7 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 7 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

書口］恥］］口誓
◇日時＝ 7 月 11 B （木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年7 月、 12 月、 8年3月生

直□直□〗□租;：□謬イ＼：
◇日時＝ 7 月 2 日（火）・ 18 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター
Y;‘• 9A\--' 冒'-•へゞア＼う］＇（＇ノ＼ニォ‘\V） （入心

＼入記祐恥濤亨祖談［
9, 1 「 ,,)9) ( ,9 ．ごヽヽヽ I v 1 ーノ 1 1 -A 、 J-J応、マ-r..

◇日時＝ 7 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

：＼哀譴□一叫磁韮麗：＇
◇ B 時＝ 7 月 18 B （木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
＼ぷ‘芹亨•一,戸,.--...J.iヽ Yーーサ、ヽ刃伍‘Iャ9,.-- 」)、ロデヽ

主：4□｀イご＼ ):＼□祖ィ\)／□談；
◇日時＝ 7 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

ズ（ r ー：，戸ぷ名ごヤ‘へ（＇ノ＇ゞゞ，•‘ ‘ 

::、今直口が高直ャ~:
◇村県民税、国民健康保険税、利根

加用水賦課金、国民年金保険料、

水道料金

◇納期限＝ 7 月 1 日（月）

平成 8 年 6 月 10 日（月） (14) 



くらしの情報

館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合消防本部
合 (72)3171

館林地区消防組合では、平成 9 年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）

の方で、昭和47年 4 月 2 日から昭

和50年 4 月 1 日までに生まれた日

本国籍を有する方。

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きます。

なお、短大・高校卒の募集は、

8 月号村広報でお知らせします。

◇応募期間 6 月 17 日（月）～ 7 月 5 日

（金） （土・日曜日を除く）

◇試験日 0 第 1 次試験 8 月 4 日（日）

0 第 2 次試験 8 月下旬

※詳しくは、館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係へ

税務職員

（税務大学校生）募集

l 館林税務署 合（72)4373 こ
平成 8 年度国家公務員採用 III種試

験（税務）を次のとおり実施します。

◇受験資格昭和51年 4 月 2 日～昭

和54年 4 月 1 日生まれの人

◇申し込み 館林税務署にある申込

用紙に記入し、 6 月 26 日（水）から 7

月 3 日（水）までに人事院関東事務局

〒100東京都千代田区大手町 1-3-

3 へ郵送してください。

※詳しくは、館林税務署総務課ヘ

東毛林問・臨洒学校

をご利用ください

東毛広域市町村圏振興整備組合
合 (45)8181

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、林間学校（赤城山）と臨海学校

（新潟県出雲崎）の施設を一般に貸し

出します。

◇利用期問

・林間学校＝ 7 月 26 日（金）～ 8 月 11 日

（日）、 8 月 17 日（士）～ 25 日（日）

・臨海学校＝ 8 月 13 日（火）～ 20 日（火）

◇利用できる人＝東毛広域圏内（館

林・邑楽地区等）に居住の人

◇利用料金 (1 泊） ＝小・中学生300

円、高校生500円、大学生・一般

1,000円

◇食事料金

・林間学校＝朝食430円、昼食500円、

夕食620円

・臨海学校＝朝食470円、昼食510円、

夕食640円

◇申し込み

・林間学校＝ 6 月 26 日（水）午前9時から

電話にて組合事務局で受け付けし

ます。

・臨海学校＝ハガキに利用したい期

間 (2 泊 3 日以内）を第 1 から第

3 希望と住所、氏名、宿泊人数、

電話番号を記入し、 7 月 8 日（月）ま

でに組合事務局（太田市浜町 2 -

35) へお送りください。

※詳しくは、東毛広域市町村圏振興

整備組合事務局（太田市役所内）へ

東毛わんばく教室

参加者募集

県立東毛少年自然の家

合0277(78)5666

◇期日 第 1 回・・ 7 月 13 日（土）～ 14 日
（日）第 2 回… 9 月 14 日（土）～ 15 日（日）

いずれも 1 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象県内の小学 3 年生～ 6 年生

で 2 回とも参加できる人

◇募集人員 80人

◇募集期限 6 月 28 日（金）

◇内容 自然観察や野外炊事など

◇参加費各3,600円

◇申し込み はがきか FAXで住所

・氏名・学校学年・性別・電話番

号・保護者名をお知らせください。

F AX.0277 (78) 7322 
※詳しくは、東毛少年自然の家へ

老人大学学生募集

大利根学園

l 邑楽福祉事務所 合（73)2|4|
家庭内の介護や地域内の支え合い

に役立つ講座を中心に学習活動の一

助としての老人大学を開催します。

◇日程 9 月から週1回、約 3 カ月間

◇場所館林合同庁舎大会議室

◇内容 介護講座、一般教養、健康

教育、趣味、園外学習等

◇対象 県内在住満60歳以上で通学

可能な方

◇費用 無料（実習に要する経費ほ

か必要経費は本人負担）

◇申し込み村福祉課窓口にある申

し込み用紙に記入し、 6 月 20 日（木）

から 7 月 19 日（金）までに同窓ロへ提

出してください。

◇募集人員 30人

※詳しくは、邑楽福祉事務所へ

福祉入門ふれあい

教室参加者募集

邑楽郡社会福祉協議会

合 (73)2141

◇日時 7 月 30 日（火）午前 10時～午後

3 時および 8 月 2 日（金）午前9時～午

後 3 時30分の 2 日間

◇場所館林保健所はか

◇内容 福祉についての講義と体験

学習、福祉施設訪問など

◇参加費無料（昼食付き）

◇募集人員 35人（受付順）

◇申し込み 7 月 12 日（金）までに邑楽

郡社会福祉協議会へ電話でお申し

込みください。

歯科無料相

［館林邑楽歯科医師会合（73)8818 -
館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。お気軽においで

ください。

◇日時 6 月 16 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分

◇場所館林邑楽歯科医師会館（館

林市仲町 5 -25) 

◇内容歯に関すること（歯並び、

歯の磨き方など）ならどん

なことでも結構です。

c
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代表清水勝

村の人口と世帯 5月の救急車出動回数
6月 1 日現在

世帯 数 3 I 187戸 ●交通事故 5 件

人口総数 I I, 434人
●急 病 13 件

男 5,762人・女 5,672人

(5 月中の動き） ●そ の 他 9 件

出生 5人・死亡 10人 . 計 27 件
転入 33人・転出 32人
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父
母
名
性
別

美幾宏雅雅 真美晴順
仁佐

幸永子美世 理夫美孝

1
1

あ
く
や
み
I
I

年
齢
世
帯
主

8
8
勝
雄

7
2
哲
夫

6
6
憲
一

7
8
定
治

8
3
千
利

7
5
和
男

9
3
清
美

,
-
じ

7

R

 

1
9

功

8
5
忠
雄

＿
編
集
後
記
―

河
川
敷
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
て
残
念

に
思
っ
た
こ
と
は
、
空
缶
等
以
外
の
粗
大
ゴ

ミ
の
投
棄
が
目
立
っ
た
こ
と
で
す
。
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
河
川
敷
へ
の
ゴ
ミ

の
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
6
月
は
環
境
月

間
で
す
。
®

仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
、
（
ゆ
と
り
か
ほ

し
い
：
·
·
:
)
そ
ん
な
中
、
体
調
を
崩
し
て
し

ま
い
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
は

り
、
健
康
か
一
番
で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
、
お

体
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
◎

雨
の
多
い
じ
め
じ
め
し
た
季
節
に
な
り
ま

し
た
ね
。

6
月
は
梅
雨
で
家
の
中
に
い
る
時
間
も
増

え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
6
月
号
の
広
報
紙

を
ご
愛
読
し
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
？
⑱
)

早
川

男

飯
島

男

辻

女

小
林

野
本

男 女

氏

南大南江中川南千中上地蔽大新中千新地
大佐大｀・大津江 津
島貫島口谷俣島井谷黒区嘉輪里谷井里区
泊3/z7％尻％ %%% ％％り喜一 % % % % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

（
敬
称
略
）

平成 8 年 6 月 10 日（月） (16) 
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\ 

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
に
設
置
さ
れ
だ
「
村
立
図
書
館L
t
f
、

い
よ
い
よ
7
月
1
7日
因
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
図
書
館
は
、
生

涯
学
習
社
会
に
あ
け
る
村
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
化
・
高
度
化
す

る
要
求
に
こ
だ
え
る
だ
め
、
多
様
な
資
料
の
収
集
整
理
と
読
書

指
導
な
と
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
発
進
の
拠
点
と
皆
さ

ん
の
教
養
の
向
上
に
役
立
だ
せ
て
い
だ
だ
く
だ
め
に
設
置
し
ま

し
だ
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
だ
だ
け
る
よ
う
な
、

親
し
め
る
図
書
館
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

図書館玄関

図
書
館
に
は
、
新
刊
書
や
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
、
専
門
書
な
ど
約
2
万
2
千
冊
（
将

来
は
4
万
5
千
冊
を
計
画
）
の
幅
広
い

分
野
の
本
が
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
本
や
人
と
の
出
会
い
の

場
と
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

児
童
幼
児
コ
ー
ナ
ー

一
般
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
と
は
別
に
、

絵
本
や
紙
芝
居
専
用
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
が
騒
い
で
も

大
丈
夫
で
す
。

ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
一
部
床

暖
房
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
読
み
聞
か

せ
も
で
き
ま
す
。

子
と
も
の
だ
め
の

ス
ベ
ー
ス
を

9

月
か
ら
村
内
を

巡
回
サ
ー
ビ
ス

村
立
図
書
館

A
V

コ
ー
ナ
ー

A
V
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
4
台
の
テ
レ

ビ
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(
V
H
S
)

や
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

(
L
D
)
か
楽

し
め
ま
す
。

移
動
図
書
館

図
書
館
開
館
準
備
の
た
め
お
休
み
し

て
い
た
移
動
図
書
巡
回
サ
ー
ビ
ス
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
来
館
で
き
な
い
人

へ
の
図
書
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
9
月
か
ら
皆
さ
ん
の
地
域
へ
出
向

い
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

よ
い
音
と

よ
い
映
像
を

閲

覧

す
ば
ら
し
い
本
や

人
と
の
出
会
い
を

7
月
1
7日
水
オ
ー
プ
ン

室

閲覧室

明
和
村
立
図
書
館

C
闘
5
5
5
5

◇
利
用
方
法

図
書
館
資
料
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

図
書
利
用
カ
ー
ド
申
込
書
に
氏
名
・

生
年
月
日
・
住
所
な
ど
を
記
入
し
て

受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用

券
を
作
っ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

◇
開
館
時
間

・
午
前
1
0
時
ー
午
後
6
時

◇
休
館
日

•
月
曜
日
（
た
だ
し
、
国
民
の
祝
日
、

振
替
休
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）

・
年
末
年
始

・
館
内
整
理
日

•
特
別
整
理
期
間

◇
貸
し
出
し
で
き
る
数

・
図
書
・
・
・
1

人
3
冊
ま
で

・
視
聴
覚
資
料
（
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
）

·
:
1

人
2
点
ま
で

◇
貸
し
出
し
期
間

・
図
書
：
・
1
4
日
以
内

・
視
聴
覚
資
料
：
•
7
日
以
内

※
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

読
み
た
い
本
か
あ
る
と
き
や
‘
欲
し
い

本
が
あ
る
時
に
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ

I
.

図
館利

用
案
内

書

「夏の隈民交通安全運動」 7月10日～16日までの7日間 平成 8 年 7 月 10 f::I（水） (2) 



平成9年度

村
ナ

職
呻受
員を 募
8月 1 日（木）～15 日（木）

集
-
r
.『
•
『.
9
9
-7 

村
で
は
、
平
成
9

年
4

月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
、
次
の

と
あ
り
行
い
ま
す
。
村
政
に
情
熱
の
あ
る
皆
さ
ん
、
あ
な
だ
の
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
廊
募
あ

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
職
種
・
採
用
予
定
人
貴

◇
一
般
行
政
職

◇
土
木
技
術
職

◇
保
健
婦
職

◎
受
験
資
格

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

◇
一
般
行
政
職
：
．
昭
和
4
2
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

◇
土
木
技
術
職
：
．
昭
和
3
2
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
土
木
科
系
の
高
等
学

校
以
上
の
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
者

◇
保
健
婦
職
：
·
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
健
婦
の
資

格
を
有
す
る
か
、
資
格
取
得
見
込
み

の
者

◎
受
験
手
続
き
あ
よ
び
受
付
期
間

◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先
：
·
，

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
で
7

月

若
干
名

若
干
名

若
干
名

2
2
日
⑪
か
ら
交
付
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
：
•
8
月
1
日
困
か
ら
1
5
日

困
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
時
間

は
、
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
ま

で
、
郵
送
の
場
合
は
、
8
月
1
5
日
因

ま
で
に
電
話
申
し
込
み
と
当
日
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。

◎
試
験

◇
第
1
次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公
務

員
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知
識

お
よ
び
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
の

筆
記
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を
群

馬
県
町
村
会
に
委
託
し
て
行
い
ま

す
。
（
た
だ
し
、
保
健
婦
職
は
あ
り

ま
せ
ん
）

◇
第
2
次
試
験
・
：
口
述
試
験
、
作
文
試

験
、
身
体
検
査

◎
試
験
日
お
よ
び
場
所

◇
第
1
次
試
験
：
•
9
月
2
2
日
⑪
、
県
立

前
橋
女
子
高
等
学
校
ま
た
は
県
立
医

療
短
期
大
学
（
前
橋
市
）

◇
第
2
次
試
験
：
・
1
0
月
下
旬
予
定
、
役

場
会
議
室
（
第
1
次
合
格
者
等
に
つ

い
て
の
み
行
い
ま
す
）

◎
合
格
者
の
発
表

◇
第
1
次
試
験
：
・
1
0
月
中
旬
予
定

◇
第
2
次
試
験
・
・
・
1
1
月
中
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

6
闘
3
1

1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特定疾患医療給付対象疾病

疾患 名 疾患 名

1

2

 31 重症筋無力症

4

5

 
61 再生不良性貧血

7

8

 

ベーチェット病

多発性硬化症

全身性エリテマトーデス

スモン

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症, 
10 I 特発性血小板減少性紫斑病
強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎

11 I 結節性動脈周囲炎

121 潰瘍性大腸炎
13 大動脈炎症候群

14 ビュルガー病

15 天疱癒

161 脊髄小脳変性症

17 クローン病

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎

191 悪性関節リウマチ

20 パーキンソン病

21 アミロイドーシス

22 後縦靱帯骨化症

23 ハンチントン舞踏病

24 ウィリス動脈輪閉塞症

25 ウェゲナー肉芽腫症

26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症

27 シャイ・ドレーガー症候群

28 表皮水疱症

（接合部型および栄養障害型）

29 膿疱性乾癬

30 広範脊柱管狭窄症

311 原発性胆汁性肝硬変

321 重症急性膵炎

331 特発性大腿骨頭壊死症

34 混合性結合組織病

35 原発性免疫不全症候群

361 特発性間質性肺炎

37 I 網膜色素変性症

特
定
疾
患
に
該
当
さ
れ
る
方
（
左
の

表
参
照
）
は
、
7
月
2
2日
囲
ま
で
に
「
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課

6
闘
4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(3) 平成 8 年 7 月 10 日（水） スローガン

村
で
は
、
毎
年
8

月
と
1
2
月
に
原
因

が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な
い

う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
難

病
（
特
定
疾
患
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

患
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
、
そ
の
精
神

的
負
担
の
軽
減
と
、
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

申
請
し
て
く
だ
さ
り

マナーアップ・くんま「あなだが主役．！交通安全」

特
定
疾
患
に
該
当
さ
れ
る
方



ふるさと嚢鼠文化嗣 平成 8年 6 月 2 日

ぷふるさと歌謡ショー

ステージで熱唱する歌手の竜鉄也さん

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
落
成
を
記

念
し
て
6

月

2
日
、
「
ふ
る
さ
と
歌
謡
シ

ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
演
は
、

昼
と
夜
の
2

回
で
合
わ
せ
て
約
1
、
1

0
0

人
が
会
場
を
埋
め
、
プ
ロ
の
歌
声

な
ど
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
開
演
に
先
立
ち
「
ふ
る

さ
と
の
広
場
に
、

A

ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン

施
設
で
あ
る
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
が

完
成
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
村
の
文

化
振
興
の
た
め
に
大
い
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

青
空
田
の
志
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

司
会
進
行
に
よ
り
、
歌
手
の
金
沢
有
希

さ
ん
や
本
村
で
は
お
な
じ
み
の
歌
手
山

崎
洋
子
さ
ん
、
本
村
出
身
の
歌
手
深
山

浩
二
さ
ん
、
本
村
に
係
わ
り
の
あ
る
歌

手
中
島
直
美
さ
ん
、
落
語
家
の
三
遊
亭

歌
笑
さ
ん
か
次
々
に
ス
テ
ー
ジ
ヘ
登
場

し
、
一
部
は
終
了
し
ま
し
た
。
二
部
は

「
奥
飛
騨
惹
情
」
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
有
名
な

特
別
ゲ
ス
ト
の
竜
鉄
也
さ
ん
が
8

曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
出

演
者
に
よ
る
熟
暗
等
に
、
満
員
の
客
席

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
詰

め
か
け
た
人
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
落
成
記
念

ふ
る
さ
と
歌
謡
シ
ョ
ー

も
る敬声の

ヒット曲「奥飛騨慕情」を熱唱

特別ゲストの竜鉄也さん

＾一一つ·

満員の会場は笑顔でいっぱい

プ
ロ
の
歌
声
を

ー・一—一 ' を

の今｀歌声のキ｀ でやかに
匂｀（＼ーニつパ
”の山囁戸

交通死亡事故抑止チャレンジ200 「止まって確かめる運動」

つた三遊

平成 8 年 7 月 10 日（水） (4) 



◇
行
き
先
を
言
わ
ず
外
出
し
た
り
、
帰

宅
時
間
が
不
規
則
で
遅
く
な
っ
た
り

す
る
。

◇
夜
遊
び
や
外
泊
が
多
く
な
る
。

◇
友
達
が
変
わ
り
、
柄
も
悪
く
な
る
。

主非

な
行

に

兆
走

候る

非
行
の
芽
を

早
め
に
摘
み
取
る

非
行
へ
の
兆
候
が
見
え
だ
ら

迷
わ
す
相
談
を

7
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
問
L

で
す
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
子
と
も
だ
ち
に
と
つ
て
、
学
校
生
活
か
ら
解

放
さ
れ
る
こ
の
時
期
は
、
自
由
で
楽
し
い
半
面
、
生
活
の
ペ
ー
ス

が
乱
れ
が
ち
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
だ
き
つ
か
け
や
弾
み
で
非
行

に
走
っ
て
し
ま
う
危
険
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
子

と
も
だ
ち
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
だ
め
の
家
庭
の
心
構
え
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

少
年
非
行
は
い
つ
も
、
万
引
き
な
ど

の
軽
い
犯
罪
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
集

団
に
よ
る
恐
喝
や
暴
行
な
ど
凶
悪
な
犯

罪
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
な
ど
周
り
の
人

が
そ
の
兆
候
を
早
く
発
見
し
対
処
す
る

こ
と
が
、
非
行
を
防
止
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

◇
髪
を
染
め
た
り
、
ピ
ア
ス
を
す
る
な

ど
髪
型
や
服
装
が
派
手
に
な
る
。

◇
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、
う
そ
を
つ

い
た
り
、
家
族
と
の
対
話
を
避
け
た

り
す
る
よ
う
に
な
る
。

◇
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
る
よ
う
に
な
り
、

親
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な
る
。

少
年
の
非
行
や
家
出
、
自
殺
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
に
、
館
林
警
察
署
で
は

r

少
年
相
談
L

窓
口
6
⑭
8
9
5
1

を

設
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
問
題
で
悩

む
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
に
も
悩

み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
非
行
へ
の
兆
候
が
み
え
た
り
悩
ん

だ
り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ

、
つ

見
知
ら
ぬ
異
性
同
士
が
電
話
で
簡
単

に
知
り
合
え
る
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど

を
き
っ
か
け
に
し
た
犯
罪
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
女
子
が
性
的
被
害

を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
女
子
中
学
生
の

約
3
0
％
が
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
に
電
話
経

験
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
母
親
の
約
9
4
％
は
「
（
う
ち
の
子

ど
も
は
）
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
と
思

う
」
と
回
答
し
て
お
り
、
親
の
認
識
の

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
な
と
を

き
っ
か
け
に
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る

た
め
の
家
庭
の
心
構

-R 

i
g
」
▼
二
農

n

目
思
＇
―

◇
見
慣
れ
な
い
物
や
高
価
な
物
を
持
つ

よ
う
に
な
る
。

◇
年
齢
に
合
わ
な
い
格
好
を
す
る
。

◇
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
を
使
う
よ
う
に
な
り
、

一
頻
繁
に
呼
び
出
さ
れ
外
出
す
る
。

◇
家
出
を
し
て
も
お
金
に
困
っ
た
様
子

が
な
い
。

杜
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
、
7

月
1
日
か
ら
1
カ
月
間
、
法
務
省
な

ど
の
主
唱
で
、
全
国
一
斉
に
展
開
中

で
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

特
に
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
方
々
の

理
解
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
の

場
合
に
注
意
す
る
兆
候

甘
さ
か
目
立
ち
ま
す
。

「ふれあいと

対話が築く

明るい社会」
最
近
、
県
内
各
市
町
村
で
有
害
図

書
、
成
人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
テ

レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
カ
ー
ド
な
ど

の
自
動
販
売
機
が
、
相
次
い
で
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
青
少
年
を
こ
れ
ら

の
有
害
環
境
か
ら
守
り
健
全
に
育
成

す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
大
人
の
責
任

で
す
。
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
有
害
図
書
・
ビ
デ
オ
等
の
自
動
販

売
機
を
置
か
せ
な
い
、
土
地
を
貸

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
有
害
環
境

浄
化
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

有
環
境
の

浄
化
に
こ
協
力
を

害

(5) 平成 8 年 7 月 10 日（水）
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政懇~ ` みなさんしう活を村

l 
事業概要を説明する斎藤村長

\ 
特 集／

村
民
の
皆
さ
ん
に
村
政
の
現
況
と
平
成
8
年
度
の
事
業
概

要
を
ご
理
解
い
だ
だ
く
と
と
も
に
、
村
民
の
率
直
な
声
を
村

政
に
反
映
し
て
い
く
だ
め
に
、
村
政
懇
談
会
が
4
月
1
5日
か

ら
5

月
1
6日
ま
で
の
1
6日
間
、
村
内
1
6行
政
区
の
各
集
会
施

設
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。
全
地
区
で
4
7
5

人
の
参
加
が
あ

り
、
会
場
を
埋
め
だ
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見

な
と
が
出
さ
れ
ま
し
だ
。
今
回
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知

ら
せ
し
ま
す
。

回
西
小
学
校
と
同
時
に
東
小
学
校
に

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
を
設
置
で
き
な

い
で
す
か
。

目
文
部
省
の
補
助
事
業
は
、
空
き
教

室
を
利
用
し
て
行
う
た
め
、
西
小
で
は

平
成
8
年
度
に
実
施
し
ま
す
が
、
東
小

で
も
来
年
度
空
き
教
室
が
で
き
る
見
込

み
で
す
の
で
、
9
年
度
に
導
入
し
て
い

き
ま
す
。

東
部
工
業
団
地

圏
東
部
工
業
団
地
を
引
き
続
き
推
進

し
て
欲
し
い
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

目
大
多
数
の
地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て
で
も

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
関
係

回
転
作
配
分
面
積

(
3
0
%
)が
達
成

て
き
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。

目
昨
年
1
1
月
新
食
糧
法
が
施
行
さ
れ
、

小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
導
入
事
業

村
政
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

1
6行
政
区
で
村
政
懇
談
会

町
制
施
行

作
る
自
由
と
売
る
自
由
が
認
め
ら
れ
た

中
で
米
余
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

価
格
安
定
の
た
め
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
未
達
成
者
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は

特
に
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
政
府
は
転

作
達
成
農
家
か
ら
昨
年
と
同
じ
価
格
で

政
府
米
を
買
う
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

未
達
成
の
場
合
は
政
府
米
と
し
て
の
販

売
が
で
き
ま
せ
ん
。

道
路
・
側
溝
関
係

デ
メ
リ

回
町
制
施
行
の
メ
リ
ッ
ト
、

ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

目
メ
リ
ッ
ト
は
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
フ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
活
性
化
を
図

り
、
村
民
意
識
の
高
揚
が
図
れ
ま
す
。

税
金
面
、
農
業
振
興
も
村
か
ら
町
に
な

っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

圃
西
小
学
校
通
学
道
路
の
歩
道
際
が

低
く
水
た
ま
り
が
で
き
、
車
が
通
る
と

通
学
児
童
に
は
ね
る
の
で
改
善
し
て
く

だ
さ
い
。

目
改
善
す
る
よ
う
工
事
発
注
を
し
ま

し
た
。

圏
広
域
農
道
は
交
通
量
が
激
し
く
危

険
な
の
で
、
歩
道
整
備
を
3
0
0
m
と
言
わ

ず
、
国
道
ま
で
早
急
に
整
備
し
、
人
身

事
故
の
な
い
道
路
に
し
て
く
だ
さ
い
。

目
国
の
補
助
事
業
で
行
っ
て
い
る
の

で
枠
が
あ
り
一
気
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
完
成
す
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

園
県
道
側
溝
に
砂
利
で
ほ
ど
ん
ど
詰

圏
都
市
計
画
道
路
4
本
は
、

を
予
定
し
て
い
る
の
で
す
か
。

目
下
打
ち
合
わ
せ
の
段
階
な
の
で
具

体
的
に
は
言
え
ま
せ
ん
か
、
基
本
的
に

は
村
の
中
心
部
の
約
9
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

市
街
化
区
域
を
囲
む
よ
う
な
形
で
、
村

都
市
計
画
道
路

ど
の
辺

自
発
光
式
交
差
点
道
路
鋲
設
置
の
交
差
点

ま
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
か
、
行
政

で
巡
回
し
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
れ
と

も
、
地
元
で
要
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

固
地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
要
請

を
役
場
建
設
課
へ
提
出
し
、
役
場
か
ら

館
林
土
木
事
務
所
へ
依
頼
し
ま
す
。

交
通
関
係

回
道
路
交
差
点
に
夜
ピ
カ
ッ
と
光
る

も
の
は
、
幾
つ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

目
交
通
安
全
対
策
に
太
陽
電
池
で
光

る
自
発
光
式
交
差
点
道
路
鋲
と
言
い
‘

明
和
管
内
で
現
在
2
0
カ
所
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。
県
道
で
は
強
度
の
関
係
で
設

置
で
き
ま
せ
ん
。
村
道
に
毎
年
少
し
ず

つ
設
濯
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平成 8 年 7 月 10 日（水） (6) 



囮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

目
学
校
給
食
検
討
委
員
会
で
検
討
し

て
も
ら
っ
た
結
果
、
各
学
校
の
給
食
施

設
か
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
と
、
給
食

の
充
実
、
合
理
化
に
も
つ
な
が
る
と
い

一

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
将
来
の
発
展
に
必
要
と
思
わ
れ
る
国

道
1
2
2
号
線
を
含
む
4
つ
の
路
線
で
す
。

圏
国
道

1
2
2
号
線
拡
幅
も
含
め
た
都
市

計
画
道
路
の
決
定
レ
ベ
ル
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

目
国
道
・
県
道
は
知
事
か
決
定
権
者

で
建
設
大
臣
の
認
可
か
伴
い
ま
す
。
経

緯
と
し
て
は
、
協
議
か
整
っ
て
地
元
説

明
、
明
和
村
の
素
案
と
し
て
県
に
上
げ

ま
す
。
そ
れ
か
県
案
と
な
り
、
地
元
と

県
の
2
段
階
の
審
議
会
を
経
て
答
申
か

出
て
か
ら
国
に
認
可
申
請
し
、
決
定
告

示
さ
れ
る
と
そ
の
結
果
が
出
た
段
階
で

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
す
。

環
境
関
係

川
俣
駅
周
辺
関
係

う
こ
と
で
、
1
カ
所
で
セ
ン
タ
ー
方
式

の
完
全
給
食
を
幼
稚
園
も
含
め
て
、
平

成
9
年
度
か
ら
実
施
す
る
た
め
で
す
。

回
麦
倉
川
俣
線
の
踏
切
が
危
険
な
の

で
、
新
線
計
画
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
川
俣
駅
東
口
の
開
設
は
あ
り
ま

す
か
。

目
以
前
‘
踏
切
拡
幅
の
要
望
を
東
武

鉄
道
に
し
た
と
こ
ろ
踏
切
法
で
明
和
に

限
ら
ず
管
内
全
体
の
踏
切
の
幅
を
増
や

す
こ
と
は
難
し
い
そ
う
で
す
。

東
口
の
開
設
に
つ
い
て
も
以
前
東
武

鉄
道
に
要
望
し
ま
し
た
が
、
他
の
駅
で

区
画
整
理
を
し
な
い
う
ち
に
反
対
側
に

改
札
を
設
け
た
ら
、
一
時
は
喜
ば
れ
ま

し
た
が
そ
の
後
町
は
道
路
も
狭
く
全
然

発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
例
が
あ
り

ま
す
の
で
区
画
整
理
を
し
な
い
で
東
口

の
開
設
の
実
現
は
難
し
い
と
の
話
で
し

こ
。t
 

ま
す

皿
地
盤
沈
下
対
策
の
雨
水
浸
透
桝
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

目
こ
の
桝
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、

直
径
3
5
バ
／
位
、
高
さ
6
0
『
／
位
の
ふ
た
付

き
で
す
。
側
面
は
水
が
浸
透
す
る
よ
う

穴
が
た
く
さ
ん
空
い
て
お
り
、
底
の
部

分
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
に
は
砕
石
を

1
0
丑
／
位
敷
い
た
も
の
で
す
。

地
下
水
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下

対
策
と
し
て
、
1
世
帯
4
基
ま
で
補
助

し
ま
す
の
で
、
環
境
保
健
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新設浄水場

凪
新
堀
川
に
魚
か
浮
く
こ
と
が
あ
り
、

水
が
汚
い
の
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を

し
て
い
ま
す
か
。

目
検
査
は
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
連

絡
を
も
ら
え
れ
ば
、
保
健
所
に
お
願
い

し
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
い
う
も
の

凪
広
域
水
道
と
は
、

て
す
か
。

目
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
東
毛
の

8

市
町
村
を
対
象
に
、
利
根
川
の
表
流

雨水浸透桝

水
を
水
源
と
す
る
浄
水
場
を
千
代
田
町

地
内
に
建
設
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

館
林
商
工
高
校
西
側
に
村
で
新
設
し
て

い
る
浄
水
場
に
接
続
し
、
一
部
平
成
9

年
度
よ
り
ポ
ン
プ
圧
送
で
各
家
庭
へ
給

水
し
ま
す
。

圏
下
水
道
計
画
は
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
西
邑
楽
の
よ

う
に
広
域
で
対
応
で
き
な
い
の
で
す
か
。

目
市
街
化
区
域
内
の
公
共
下
水
道
と

そ
の
他
の
集
落
の
農
業
集
落
排
水
に
分

け
て
、
無
駄
が
な
い
よ
う
下
水
道
を
取

り
込
む
単
位
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な

事
業
展
開
を
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
慎

重
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
西
邑
楽
の
流

域
下
水
道
、
館
林
の
単
独
公
共
下
水
道
、

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
単
独
公
共
下
水

道
と
い
う
形
の
な
か
、
単
独
で
処
理
場

を
も
つ
事
業
手
法
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

囮
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
人

は
ど
ん
な
人
で
す
か
。
ま
た
、
利
用
者

は
何
人
位
で
す
か
。

目
利
用
で
き
る
人
は
身
体
障
害
者
の

1
.
2
級
ま
た
は
療
育
手
帳
A
.
B

の

方
で
い
ず
れ
も
自
動
車
税
等
の
減
免
を

受
け
て
い
な
い
方
。
そ
れ
か
ら
7
0
歳
以

上
の
1

人
暮
ら
し
の
世
帯
、
7
0
歳
以
上

と
6
5
歳
以
上
の
2
人
暮
ら
し
の
世
帯
、

母
子
家
庭
の
世
帯
で
自
動
車
等
を
持
っ

て
い
な
い
世
帯
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

4

月

1
日
現
在
で
、
利
用
申
し
込
み
は

1
2
0
件
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
関
係

下
水
道

固
い
じ
め
の
現
状
と
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

目
学
校
か
ら
、
い
じ
め
の
例
は
特
に

聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
万
が
一
に

も
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
教
育
相
談
や
来
所
、

家
庭
訪
問
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
き
、

い
じ
め
や
不
登
校
等
の
問
題
に
対
処
し

て
い
き
ま
す
。

回
道
路
買
収
で
減
歩
と
な
っ
た
面
積

は
、
利
根
加
用
水
賦
課
金
計
算
に
村
で

通
知
し
て
く
れ
ま
す
か
。

目
利
根
加
用
水
と
協
議
し
ま
す
。

回
こ
れ
か
ら
も
村
政
懇
談
会
の
予
定

は
あ
る
の
で
す
か
。

目
こ
の
懇
談
会
の
成
果
を
検
討
し
な

が
ら
、
ま
た
機
会
を
み
な
が
ら
考
え
て

い
き
ま
す
。

上
水
道

そ
の
他

熱心に聞き入る斗合田地区の皆さん

(7) 平成 8 年 7 月 10 日（水）



◇
お
み
こ
し
出
陣明

青
会
・
大
佐
貫

子
育
連
等

◇
八
木
節

明
和
八
木
節
保
存
会

◇
和
太
鼓
・
子
と
も
和
太
鼓
◇
民
踊

明
和
太
鼓
稲
妻
会
等
村
文
化
協
会
加
入
団
体
等

き
や
は
し
ご

◇
吹
奏
楽
演
奏
◇
木
遣
り
・
梯
子
乗
り

咀
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
鳶
職
組
合
・
若
鳶
会

令
年
の
主
な
催
し
物

涼

村民相互のふれあいを深め、活力とうるあいのある村づくりを

推進しようと、第5回納涼祭が8月4 日（日）午後3時から9時10分

までふるさとの広場で行われます。皆さんが祭りに参加して、楽

しい夏の一日を過ごしましょう。なお雨天の場合は、 11 日（日）に

順延されます。まだ、今回から8月の第 1 日耀日に実施すること

が決定されましだ。

B月4日（日）
午後3詩

午
後
3

時
の
花
火
を
合
図
に
祭
り
が

始
ま
り
ま
す
。
今
年
も
特
別
に
、
ち
び

っ
子
広
場
を
設
け
、
あ
の
懐
か
し
い
石

炭
の
に
お
い
と
白
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
、

実
物
そ
っ
く
り
の
ミ
ニ

S
L

が
走
り
ま

す
。ま

た
、
金
魚
す
く
い
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ポ
ン
大
会
、
昨
年
同
様
豪
華
な
打
ち
上

げ
花
火
有
り
と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

さ
ら
に
、
吹
奏
楽
演
奏
、
和
太
鼓
、

歌
と
舞
踊
、
民
踊
、
お
み
こ
し
、
木
遣

り
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
八
木
節
な
ど
に
梯

子
乗
り
も
新
た
に
加
わ
っ
て
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

スターt-

『
ミ
―-
S
L
』

「
セ
イ
ヤ
I

．
セ
イ
ヤ
I
.

」
と
威
勢
よ
く
担

ぎ
上
げ
ら
れ
る
「
み
こ
し
」
は
祭
り
の
華
゜

年
々
盛
り
上
が
っ
て
く
る
「
納
涼
祭
」
で
、

あ
な
た
も
一
緒
に
「
み
こ
し
」
を
担
ぎ
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
て
祭
り

を
肌
で
感
じ
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。
恥

ず
か
し
が
ら
ず
に
お
友
達
も
誘
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

唸
み
こ
し
は
重
さ

7
0
0
k
g
の
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
手
づ
く
り
み
こ
し
。

＊
祭
り
半
て
ん
、
み
こ
し
タ
ビ
は
実
行
委
員

会
で
お
貸
し
し
ま
す
。

＊
参
加
す
る
人
は
、
役
場
企
画
課

C
闘
3
1

1
1
、
商
工
会
6
闘
3
1
3
0
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

睾
ま
す

I
I
.

募

今
年
も

あ
み
こ

平成 8 年 7 月 1OH （水） (8) 
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会場は
哺るさと
の広場」

※雨天の場合は

l l 日（日）に延期になります。

ロニ］納涼祭駐車場
←—方通行

1111 駐車禁止 N
L
 

あ
車
は
相
乗
り
で
I
I
.

◇
踊
り
…
花
笠
音
頭
◇
花
火
打
ち
上
け

交
通
安
全
協
会
婦
人
部

親
和
会

◇
ひ
ょ
っ
と
こ

◇
金
魚
す
く
い

◇
踊
り
…
社
明
音
頭

更
生
保
護
婦
人
会

◇
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン

大
会

◇
歌
と
踊
り老

人
ワ
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

◇
ミ
ニ
S
L

の
運
行

会
は
開
催

今
年
も
、
当
日
参
加
し
た
人
を
対
象
に
豪

華
賞
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
、
午

後
6
時
4
5
分
か
ら
と
午
後8
時
2
0
分
か
ら
の

2
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
抽
選
券
は
午
後
6

時
3
0
分
ま
で
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

祭お

納
涼
ご
協

賛
の
願
い

役
員
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
訪
問
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
う
ち
わ
、
豆
し
ば
り
を
配
布

し
ま
す
。
ご
賛
同
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

協
賛
金
は
何
口
で
も
結
構
で
す
。

▽
一
般
住
民
一
口
2
0
0

円

▽
法
人
事
業
所
一
口
1
,
0
0
0

円

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想
さ
れ
、
駐
車
場

も
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
車
を
利
用
さ
れ

る
方
は
、
な
る
べ
く
相
乗
り
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
か
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納

(9) 平成 8 年 7 月 10 日（水）



ガンバレの声C大ハッスlu\
\ 幼稚園でミニ運動会 / I 

◄

東
幼
稚
園

「
デ
カ
パ
ン
競
争
」

身近な情

せください。

掲載写真は差し上

げます。

役場企画課広報係

884-31 

親
と
子
で
運
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
6

月
の
土
・
日
曜
日
に
東
・
中
央
・
西
幼
稚
園
で
ミ
ニ
運
動
会

が
開
か
れ
、
デ
カ
パ
ン
競
争
、
お
ん
ぶ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
大
玉

こ
ろ
が
し
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
「
ガ
ン
バ
レ
」
の
声
に
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
も
大
ハ
ッ
ス
ル
。
親
子
で
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

5
月

3
0
Hの
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」
に

県
建
設
業
協
会
館
林
支
部
で
は
、
約
2

0
0
人
が
参
加
し
第
9
回
道
路
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

豊
か
な
郷
土
作
り
に
奉
仕
す
る
団
体
と

し
て
、
郷
土
美
化
の
一
環
を
兼
ね
て
行

わ
れ
た
も
の
で
同
支
部
内
の
国
・
県
・

市
町
村
道
の
1
5
7
k
m
の
区
間
の
ゴ
ミ

を
拾
い
、
約
7
千
k
g
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
国
道
、
村
道
合

わ
せ
て
3
路
線
で
実
施
さ
れ
、
空
缶
、

空
ビ
ン
な
ど
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

・・・ ・．．．．．．．．： •....... ••• :” 

•• :. •• • ; •.::. :::: •. •::.；約·;

` 今年から新たに鎌倉彫り教室が開設され、 13名の

ご婦人方が参加されていました。

広く一般にも親しまれている鎌倉彫りを通して、

伝統技法を学ぶ楽しさや作品を身の回りに置いて

鑑賞する楽しさを味わってもらうことがねらいの

ようです。

参加されている方に彫ってみた感想をインタビ

ューすると、「説明を聞いて理屈で分かっても、実

際やってみると上手くいかないわ」と笑って話し

てくれました。

平成 8 年 7 月 10 日（水） (10) 
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川合選手に花束を贈り激励する斎藤村長

レ
ス
リ
ン
グ
（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
9
0
キ
ロ
級
）
で
、

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
に
出
場
す
る
本
村
南
大
島
出
身
の

川
合
達
夫
選
手
（
日
体
大
助
手
）
の
壮
行
会
が
6
月

2
8
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
と
村
体
育
協
会
の
主
催
で
、
関
係
者
約
6
0
人
が

参
加
し
、
本
村
か
ら
は
、
同
種
目
で
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
五
輪
に
出
場
し
た
谷
津
嘉
章
選
手
に
続
く
2
人
目

の
川
合
選
手
の
活
躍
を
祈
り
激
励
し
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
「
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
実
力
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
正
田
県
レ
ス

リ
ン
グ
協
会
長
、
金
子
元
西
邑
楽
高
校
レ
ス
リ
ン
グ

部
監
督
も
次
々
に
激
励
。
続
い
て
、
川
合
選
手
は
「
一

戦
一
戦
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
カ

強
い
決
意
を
述
べ
、
最
後
に
参
加
者
1
人
ひ
と
り
と

握
手
を
交
わ
し
健
闘
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

千
葉
県
八
日
市
場
市
お
よ
び
八
街
市
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
2
7
人
と
本
村
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
会
6
9
人
の
交
流
試
合
が
5
月
2
8

日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
、
8
ホ
ー

ル
3
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

8
年
前
の
第
1
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
縁
で
知
り
合
っ
て
か

ら
、
春
は
村
に
迎
え
、
秋
は
八
日
市
場
市
に

遠
征
し
、
年
2
回
会
員
の
交
流
を
続
け
て
い

ま
す
。

参
加
者
は
、
混
合
で
1
6
チ
ー
ム
を
作
り
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
て
、
各
ホ
ー
ル

で
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

五
輪
壮
行
会
で
村
長
ら
激
励

／
レ
ス
リ
ン
グ
の
川
合
選
手

ヽ¥ 

｀、一

きれいに咲いてネ．／ガーベラ（園芸農家）

明
和
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
が
6

月
1
4
日
、
村
施
設
や
村
内
の
飲
食
店
な

ど
3
5
施
設
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
、

2
年
生
1
2
9
人
が
将
来
の
職
業
選
択

を
す
る
う
え
で
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

こ
。f
 こ

の
学
習
は
、
生
徒
か
将
来
の
生
き

方
を
考
え
、
自
己
の
進
路
を
選
ぶ
と
き

の
参
考
に
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

保
育
園
で
体
験
し
た
生
徒
は
「
小
さ

い
子
と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な
の
で
こ
の

職
場
を
希
望
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
を
保
育
す
る
の
は
思
っ
た
よ
り
大
変

で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
リ
ズ
ム
体
操
し
ま
し
ょ
う

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
—
)

-
u
i
i
i
l
一
一
、

し

さ月屡玩；
(11) 平成 8 年 7 月 10 日（水）



肝臓機能検査 鱈慶
ーGOT/GPT 
正常岨（基準信）► 8～40単位／5～35単位

基
本
健
康
診
査
が
終
り
、
血
液
検
査

の
結
果
が
心
配
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
5

月
の
広
報
「
め
い
わ
」

で
掲
載
で
き
な
か
つ
だ
肝
機
能
検
査
と
、

ワ
レ
ア
チ
ニ
ン
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
し

ま
す
。

保健センター
霞（84)4686

この検査で
何かわかるか？

GO丁と GP丁は肝臓検査の代表選手

です。まだ、 GO丁は1闊＼臓の病気、とく

に）閲＼筋梗塞の発見こ大きな威力を発揮し

ま可。

これらは力らだのだん巳質を構成可る

アミノ酸造成を促進可る酵素です。 GO

丁は）叫＼臓に一番多く、次いで肝臓、骨格

筋の3 カ所に集中していま可。 GP丁ガ

一番多く含まれているのは肝臓で可。肝

臓や）じ＼臓に障害ガ起きると、これらの酵

素ガ血液の中に流れ出すので可。

Z2 r-GTP 
正常恒（基準恒） ► 52U/ i以下

/ 

お
わ
び
と
訂
正

広
報
6
月
号
1
0
ペ
ー
ジ
の
胃
が
ん

検
診
受
付
時
間
に
「
午
後
」
と
あ
り

ま
す
が
「
午
前
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

この検査で
何がわかるかつ

疑われる病気や異常

●GOTが増えだ場合

*Iじ＼筋梗塞

＊進行性前ジストロフィー

●GOTとGPTが増えた場合

＊急性肝炎 CGOT、 GP丁とも非

常に増える）

＊慢性肝炎・脂肪肝 CGPTガ

GOTより多いのガ特徴）

＊肝硬変・肝臓ガん CGO丁ガ

GPTより多いのが特徴）

筋肉を酷使するよう

な過敏な運動をした

り、筋肉に炎症なとが

ある場合も GOTが

増えます。 GO丁が

高い、ワッ心筋梗塞

だ／なととあわてない

ように。

疑われる病気や異常

●増えだ場合

＊急性肝炎

＊アルコール性肝障害

＊肝臓ガん

＊閉塞性黄疸

すい

r-G丁Pは、主に肝臓や腎臓、膵臓などに含ま
れている酵素で可。肝臓や胆道に障害があると血

液中の｛直ガ上昇してくるので、 GOT·GP丁と同

様に肝臓病発貝の手ガカりとなりま可。

まだ、 r-G丁Pはア）レコー）レ常飲者では高佳を

¢戸

な
い◎
嗣
[
­

` 

示すという特徴ガあるだめ、アルコール性の肝臓

障害を貝つける指標となります。あ酒を大量に飲

む機会の多い人は、くれくれもこの1自に注意して

ください。まだ、向精神薬を常用していると増加

可ることガあります。

平成 8 年 7 月 10 日（水） (]2) 



園打逢奇一叩已9』--
1
2
3
4
5
6
 

高たん白・高ビタミン・適正カロリーが基本。

食事は三食規則正しくとる。ことに朝食抜きは百害あって一利なし。

添加物を含む加工食品やインスタント食品は、てきるだけ避ける。

果物の皮は農薬や防腐剤がついていたりするので、とくに輸入果物は必ずむいて食べる。

古くなった植物油や魚の干物には、肝臓に有害な過酸化脂質が含まれているので避ける。

7
 

就寝の 3 時間前には夕食を終える。消化しに〈い動物性脂肪や体を冷やす果物は、睡眠の

妨げになるのでひかえめに。

アルコールと砂糖はひかえめに。アルコールは肝臓で分解するため、多量の飲酒は肝臓を

酷使します。また、砂糖を多くとると血糖が増加するため食欲にも影響するほか、血中の

脂肪を増やし肝臓に脂肪がたまる原因になります。

肝
機
能
検
査
値
ガ
高
い
と
言
わ
れ
だ
ら

気
を
つ
け
て
み
よ
う
7

つ
の
ポ
イ
ン
ト

腎臓機能検査

この検査で
何かわかるか？

ワレアチニンは、腎臓の排泄機能障害

の程度によって高い恒をしめし、尿素窒

素より食事や運動の影響を受けす安定し

だ数燈ガえられます。

■早期治療で症状の悪化を防ぐ

腎臓機能に異常が認められたら、早期

治療で悪化する前に進行の速度をゆるめ

ることガ大切です。

症状ガ悪化し、慢性腎不全になると、

人工透析や腎臓移楢をしないと生命の危

機にさらされることもあります。

まだ慢性腎不全は、高血圧ガ屯とにな

って起こる腎硬化症や糖尿病ガもとにな

って起こる糖尿性腎症などが原因となる

こともありますので、こうしだ病気のあ

る人も注意ガ賜要です。

クレアチニン
正常祖（基準恒）► 0.6~1.2mg/ d(!; 

腎機能検査値が高いと言われだら

いだわってみよう生活習慣

■過労を避ける

■白身の魚や脂身の少ない肉な

と、良質のだん白質をとる

■塩分をひかえる

■かぜをひかないように注意す

る

疑われる病気や異常

( 
●高い場合

＊腎不全

＊うつ血性心不全

ワレアチニン

●低い場合

＊筋ジストロフィ
にいほう L ょう

＊尿崩症

) 

(13) 平成 8 年 7 月 10 日（水）
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本
年
か
ら
、
7
月

2
0
日
が
海
の
恩
恵

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本

の
繁
栄
を
願
う
日
と
し
て
国
民
の
祝
日

「
海
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
の
で

皆
さ
ん
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コ
ズ
モ
ス
が
開
花

利
根
川
総
合
運
動
場

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て

い
る
、
利
根
川
総
合
運
動
場
内
の
約
5
0
0

冒
に
わ
た
る
コ
ス
モ
ス
の
花
が
6
月
上

旬
、
一
部
平
年
よ
り
早
く
咲
き
始
め
ま

じ
た
。
皆
さ
ん
か
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

洒
洋
鍔
無
料
開
放

7

月
2
0日
由
r

洒
の
日
L
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◇
期
日
9

月
1

日
⑪
•
8

日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
者
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

8

月

1
8
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

H

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
試
し
て
も
ら

お
う
と
6

月

9
日
、
第
3
回

B
&
G

財

団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
記
録
大
会

が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
延
べ
1
8
0

人
ほ
ど
が
自
己
記
録
に
挑
戦
。
バ
タ
フ

ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
自
由
形
な

ど
6
種
目
、
4
5
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
プ

ー
ル
サ
イ
ト
か
ら
出
場
者
に
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

自
己
記
録
に
挑
戦

水
泳
記
録
大
会

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
愛
好
者
募
集

サ第

果）

ツ 4

回
ヵ

寸木

ー
大

会民

優

勝
第
1
5回
老
人
ク
ラ
フ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

q
 

ー

r-

練習成果を発揮した出場者

の
一
環
と
し
て
、
室
内
で
楽
し
め
る
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
愛
好
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
、
経
験
者
の
方
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
で
心
地
良
い
汗
を
か
き
ま

せ
ん
か
I

．
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
1
1

社
会
体
育
館

明
和
村
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
仲
間
募
集

ボ
ー
ル
を
お
も
い
っ
き
り
打
っ
て
み

ま
せ
ん
か
I
.

明
和
村
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

で
は
、
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
、
喜
び

を
わ
か
ち
合
う
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
連
絡
先
1
1

社
会
体
育
館

3
 

優勝した「特電ボンバーズ」

優勝した「新里ソフトボールクラブ」

3 準優
優

位位勝勝

特
電
ボ
ン
バ
ー
ズ

エ
イ
ト
フ
ォ
ー

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

ナ
イ
ツ

優
勝

準
優
勝

第

3
8
回

村
民
野
球
大

会

ヽ

準
優
勝
下
江
黒

A

3
位
梅
原

c

! \ 

l, 
I 

第

2
0回
パ
バ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

大
佐
貰
ク
ラ
ブ

優勝した「新里」

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

優勝した「明和クラブ」

第

2
5
回
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平成 8 年 7 月 10 日（水） (14) 



神
奈
川
県
伊
勢
原
市
に
あ
る
大
山
は
、

雨
降
山
と
も
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は

修
験
道
の
山
、
信
仰
登
山
の
山
と
し
て
ま
つ

知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
山
項
に
じ
ら
れ
姉
[
)
い

て
い
る
阿
夫
利
神
社
は
農
業
、
雨
乞
な

ど
の
神
と
し
て
、
関
東
一
円
に
広
く
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
石
尊
大
権

現
。
山
項
に
あ
る
岩
石
に
水
を
司
る
雷

神
、
龍
神
が
天
下
る
と
信
じ
ら
れ
、
石

尊
様
（
セ
キ
ツ
ン
サ
マ
、
セ
キ
ト
ン
サ

マ
）
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
和
村
に
お
い
て
も
中
・
東
部
の
地

区
を
中
心
に
、
各
地
域
ご
と
の
祭
り
と

け
ん
と
う

し
て
、
夏
の
献
灯
と
い
う
形
で
こ
の
石

尊
様
を
祀
っ
て
き
て
い
ま
す
。

七
月
下
旬
に
な
り
ま
す
と
、
神
杜
や

寺
の
境
内
、
辻
な
ど
に
木
製
の
灯
籠
を

見
か
け
ま
す
。
高
さ
一
八
〇
バ
季
余
り
、

周
囲
に
約
―
二

0
バ
而
四
方
の
柵
を
つ
く

石尊様の灯籠（南大島）

り
、
四
つ
の
角
に
笹
の
つ
い
て
い
る
長

い
竹
を
立
て
、
竹
に
し
め
縄
を
巡
ら
し
、

し
め
飾
り
を
つ
け
ま
す
。
中
央
に
位
置

す
る
石
尊
様
（
灯
籠
）
は
、
正
面
が
扉

で
、
左
右
は
片
方
が
太
陽
を
表
し
て
円

<
、
反
対
側
は
三
日
月
の
形
が
切
り
抜

か
れ
‘
裏
正
面
に
は
「
石
」
の
字
が
刻

ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
の
面
に
は
赤
、
月

の
面
に
は
黄
、
裏
正
面
に
は
水
色
の
色

紙
を
貼
り
、
明
か
り
を
灯
し
ま
す
。
以

前
は
皿
に
菜
種
油
を
注
ぎ
灯
心
を
用
い

ま
し
た
か
、
そ
の
後
、
ろ
う
そ
く
、
豆

ラ
ン
プ
等
に
変
わ
り
、
現
在
で
は
電
灯

を
使
用
し
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。

祭
り
の
や
り
方
は
そ
の
地
域
に
よ
っ

て
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
期
間
と
し
て

は
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
十
七
日
ま

で
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
大
山
の

阿
夫
利
神
社
の
祭
典
に
合
わ
せ
た
も
の

で
し
ょ
う
。
「
灯
籠
上
げ
」
の
日
に
は
当

番
が
言
い
継
ぎ
を
し
て
、
夕
方
か
ら
灯

籠
を
立
て
ま
す
。
作
業
の
後
、
天
ぷ
ら
、

な
す
ご
ま
あ

茄
子
の
胡
麻
和
え
、
豆
腐
等
を
持
ち
寄

り
、
御
神
酒
を
い
た
だ
き
な
が
ら
世
間

話
に
一
時
を
過
ご
し
ま
す
。
宿
は
個
人

の
家
か
、
所
に
よ
っ
て
は
集
会
所
、
神

社
、
寺
等
を
利
用
し
ま
し
た
。
最
近
で

は
酒
肴
の
類
も
仕
出
し
屋
に
任
せ
る
と

か
、
近
く
の
料
理
屋
に
会
場
を
と
る
と

か
し
て
、
会
費
制
に
な
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。
翌
日
の
夕
方
か
ら
門
順
で
毎
日

灯
明
を
上
げ
ま
す
。
「
灯
籠
下
げ
」
は
八

月
十
七
日
の
夕
方
行
い
ま
す
。
上
座
に

石
尊
様
を
安
置
し
、
皆
で
集
っ
て
、
次

の
当
番
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

石
尊
様
は
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
中

止
に
な
り
、
戦
後
再
び
復
活
し
た
地
区

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
新
し

い
石
尊
様
が
そ
こ
こ
こ
に
見
ら
れ
ま
す
。

四
面
全
部
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
す
か
ら
、

前
よ
り
も
明
る
＜
、
よ
り
遠
く
ま
で
、

遥
か
に
遠
い
雷
神
や
龍
神
の
御
座
所
ま

で
届
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
古
来
農
業

ご
力
ご

は
神
の
御
加
護
に
頼
ら
ね
ば
で
き
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
農

業
を
取
り
ま
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
豊
作
を
願
う
農
民
の

そ
の
心
は
今
も
変
わ
り
な
い
よ
う
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

] 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※ [ • 千代田 変人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 外
にのは

休 科 科 なにみ 冒
る限一

7 月 20 日
上野医院 慶友病院 場り 厚

合(72)3330 合（72)6000 ノが口 吾療ロ今ク 生
病

日
浜野病院 川田医院 後藤（内）医院 小曽根医院 館林地区と 小西医院 あ時 院

7 月 21 日
合 (88)5678 fl (72) 3724 合 (72)0134 合 (72)7707 合 (86)2261

り間 r--、

同じです。 まは 合

｀口
(72) 

7 月 28 日
白沢医院 小倉医院 森下医院 礫川堂医院 井上医院 館林地区と 3 

合 (72) 1600 ff (72) 0606 合(73)7776 合（74)0184 合 (82) I 131 同じです。 で 1 | 

冒： 4 

当 土井クリニック 大神医院 菅沼医院 永寿堂医院 増田医院 竹越医院 ゜8 月 4 日 しで ヽ

合（72)8841 合 (62)2200 合（72)9090 fl (72) 4469 合 (82)2255 合 (84)3137 てで が

かす゚ 担
落合医院 川田（耳）医院 清河堂医院 海宝病院 館林地区と 館林地区と ら 当

番
8 月 II 日

合 (72)3160 fl(72)3314 合（72)3070 合 (74)0811 同じです。 同じです。 姦ロ戸ク2, し
ま

し す
浜野病院 て ゜8 月 13 日
合 (88)5678 < 内

だ 科
浜野病院 さ

医 8 月 14 日 し‘ 外合 (88)5678
゜ 科

8 月 15 日
浜野病院 産
ft(88)5678 婦

(15) 平成 8 年 7 月 10 日（水）



館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合消防本部

合(72)3171

館林地区消防組合では、平成 9 年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる短大卒業（卒業見込みを含む）

の方で、昭和49年 4 月 2 日から昭

和52年 4 月 1 日までに生まれた方、

高校卒業（卒業見込みを含む）の

方で、昭和51年 4 月 2 日から昭和

54年 4 月 1 日までに生まれた方、

いずれも日本国籍を有する方。

ただし、管外に住んでいても、

家族か管内に住んでいれば応募で

きます。

◇応募期間 8 月 1 日（木）～ 21 B （水）

（土・日曜日を除く）

◇試験日 第 1 次試験 9 月 22 日（日）

第 2 次試験 10月下旬

とうもうめくり

参加者募集

東毛広域市町村圏振興整備組合

合(45)8181

東毛広域（明和村など邑楽郡、館

林市、太田市、尾島町、新田町）で

は、「とうもうめぐり」と称して、圏

域内の名所、旧跡など観光めぐりの

参加者を次のとおり募集します。

◇期日 8 月 22 日（木）および23 日（金）の

両日（雨天決行）

◇集合時間午前 7 時45分（帰着時

間は午後 6 時予定）

◇集合場所館林市役所（正面玄関

前）

◇対象者 圏域内の親（保護者）と

子（小学生）の 2 人 1 組

◇募集人数（組数） 1 日につき 52

人 (26組） （応募多数の場合抽選）

◇参加費無料（昼食、飲物は事務

局で用意）

◇コース 圏域内 9 カ市町村の名所、

旧跡等を観光

◇申し込み 官製ハガキに住所、氏

名（親と子の氏名と年齢）、電話番

号、参加希望日を明記のうえ、 7 

月 26 日（金） （到着分有効）までに東

毛広域市町村圏振興整備組合（〒

373 太田市浜町 2 番35号 太田市

役所内）へお申し込みください。

衛官募集

自衛隊群馬地方連絡部太田

出張所 合(45)5563

◇応募資格 日本国籍を有する 18歳

から 26歳までの男女

◇試験日 9 月中旬

◇合格発表 おおむね 1 カ月後

◇入隊予定平成 9 年 4 月上旬

◇身分特別職国家公務員

◇申し込み 自衛隊群馬地方連絡部

太田出張所へお申し込みください。

群馬票職員採用

中級•初級試験

群馬県人事委員会事務局

合0272(23)1111
◇職種事務系・技術系職種

◇資格

・中級 昭和44年 4 月 2 日から昭和

52年 4 月 1 日までに生まれた人

•初級 昭和50年 4 月 2 日から昭和

54年 4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 8 月 5 日（月）～ 23 日（金）

◇第 1 次試験日 9 月 29 日（日）

◇願書配布場所館林財務事務所合

(72) 4461 はか

群馬票警察官 B ・婦人

警察官 B 採用試験

［館林警察署

◇資格

・警察官 B 大学卒を除く昭和41年

4 月 2 日から昭和54年 4 月 1 日ま

でに生まれた男子

・婦人警察官 B 大学卒を除く昭和

41年 4 月 2 日から昭和54年 4 月 1

日までに生まれた女子

◇申込期間 7 月 15 日（月）～ 8 月 16 日

（金）

◇第 1 次試験巳 9 月 16 日（月）

◇願書配布場所館林警察署、明和

駐在所合 (84)2200ほか

合(75)0110

泊ぬ蕪料法律湘蒻:
◇日時＝ 8 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 8 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

｀□l食］t~直言賽
◇日時＝ 8 月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年8月、 8年1 月、 4月生
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隠逓蕊、心旦這麗
8 月は、お休みさせていただきます。

哀直、直直慮直じ麗ャ］
◇日時＝ 8 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

::)']]:)□通：、羹
◇日時＝ 8 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
I、 (r へ ·Eゞ('’，名、べ'‘

;:、今｀イ見直召召が国、ぐ:"団：税（t:
; J~,『、プ，＇レ｀企、 1 ノ(y)(‘‘V—·

◇固定資産税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 7 月 31 H （水）

平成 8 年 7 月 10 日（水） (16) 



くらしの情報

該当される方は

申請してください

l 役場福祉課 合(84)4926
〔特別児童扶養手当（障害児）〕

精神または身体に障害のある 20歳

未満の児童の父・母、または養育者

に支給されます。

児童が障害を支給事由とする公的

年金を受給していたり、施設に入所

（通所は除く）している場合または前

年の所得が定められた額以上である

場合は支給されません。

〔児童扶養手当（田子家庭等）〕

父母の離婚などにより父親と生計

を同じくしていない母子家庭等の18

歳に達する日以後の 3 月 31 日までの

間にある児童を監護している母、ま

たは養育者に支給されます。

公的年金を受けている人や、前年

の所得が定められた額以上である場

合は支給されません。

支給要件を満たしながらまだ申請

手続きをしていない人は、福祉課で

手続きをしてください。（支給要件に

該当してから 5 年を経過した時は請

求できません。）

あなだの声が道づくり

に生かされます

［館林土木事務所
合(72)4355

渋滞、高速道路、身の回りの道に

ついて発言してみませんか？ 道に

対する意見・提案を「21世紀のみち

を考える委員会」までお寄せくださ

し、

提案の仕方などを紹介した「キッ

クオフ・レポート」を、希望者の方

に差し上げていますので、これを入

手したい方は、下記にお問い合わせ

くださしヽ。

◇問い合わせ先 館林土木事務所

企画管理課

◇提出期限 7 月 31 日（水） （消印有効）

客体調査を実施するため、土地立ち

入りをさせていただきますので、ご

理解とご協力をお願いします。

◇目的 家屋の状況を正しく把握す

るため、家屋の全棟調査を実施し

ます。

◇調査内容 家屋棟数の把捏、およ

び地目等の確認

◇調査期間 9 月 30 日（月）まで

◇調査対象区域村内全域

◇調査員 （株）パスコ社員（測菫調査

会杜）

※この調査は、業者委託によるもの

で村発行の身分証明書を所持し、青

地に白のストライプの入った腕章を

付けていますので、調査員が訪問し

ましたらご協力ください。

行方不明の人を捜す

相談所を開設

［館林警察署

◎常時開設

◇日時 8 月 1 日（木）～ 31 日（土） 月曜

H ～金曜日の午前 9 時～午後 5 時

◇場所 県警察本部刑事部鑑識課

◎出張相談

◇日時 8 月 5 H （月） 午前 9 時～午

後 4 時

◇場所太田警察署

合(75)0110

ご協力ください：
役場税務課

合(84)3111

村では、航空写真を活用した課税

サマージャンボ宝くじ

（別称市町村振興宝くじ）

閲群馬県市町村振興協会

合0272(90)1350

今年のサマージャンボ宝くじは、

予約引換券なしで買えます。発売期

間は、 8 月 20 日（火）から 9 月 6 日（金）ま

でです。この宝くじの収益金は、市

町村の明る＜住み良い街づくりに使

われます。

電気の安全

使うあなだが主役です｝
電気安全館林地区委員会

合(72)4340

8 月は、電気使用安全月間です。

この月間は、電気知識の普及と、夏

期の電気災害を防止するために設け

られたものです。電気を安全に使用

するために、「 5 つのポイント」を守

りましょう。

①ぬれた手で、電気製品を使うのは

やめましょう．I

②電気火災の原因、タコ足配線はや

めましょう．I

③漏電遮断器を取り付けて、電気の

事故を防ぎましょう．I

④アース線は、 しっかり取り付けま

しょう．I

⑤電気製品の取り扱い説明書は、必

ず読みましょう．I

NOS  A I 写真

コンクール作品募集

群馬県農業共済組合連合会

fl0272(51)5631 

県農業共済組合連合会では、農業

共済制度の普及ならびに事業拡大強

化に役立つ作品を募集しています。

◇テーマ 県内の農業・農村・農家

の明る＜楽しい事象や農業災害な

どを扱ったものとします。

◇応募サイズ キャビネ版 (ll.7cmX

16.8cm) 以上とし、白黒、カラー

いずれでもよい。組写真は 1 点 6‘

枚以内

◇応募点数 1 人何点でもよい。

◇応募期限 11 月 30 日（士）

◇お問い合わせ先 群馬県農業共済

組合連合会総務部広報課

B&Gフォトコンテスト

作品募集

B&G財団明和海洋センター

合(84)5511

各種スポーツ・レクリエーション

の普及と海洋環境保全をテーマに作

品を募集します。

◇テーマ

・スポーツ・レクリエーション部門

海洋性スポーツや陸上スポーツに

関連する写真

•海洋環境保全部門

海や川、湖沼などを含む、広く海

洋保全を訴える写真

◇資格 小学生から一般（応募点数

は制限なし）

◇サイズ サービスサイズ～六ツ切

サイズでモノクロまたはカラープ

リント

◇応募期限 9 月 10 日（火）

◇応募先 B&G財団明和海洋セン

ター

( 

(17) 乎成 8 年 7 月 10 日（水）
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村の人口と世帯 6月の救急車出動回数
7月 1 日現在

世帯 数 3, I 92戸 ●交通事故 3 件

人口総数 I I, 456人
●急 病 8 件

男 5,773人・女 5,683人

(6 月中の動き） ●そ の 他 5 件

出生 8人・死亡 2人
計 16 件. 

転入 31 人・転出 14人
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ふ
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江
森
政
美

田
沢
湖
の
入
り
日
が
金
波
に
見
え
ま
す
と

宿
の
主
人
は
窓
辺
に
指
差
す

柿
沼
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々
千
津
井
ク
ラ
ブ
は
、
発
足
以
来
2
0
年
の
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月
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過
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。
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ま
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懇
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催
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。
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ボ
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よ
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川
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手
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日
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2
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現
地

時
間
）
に
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場
す
る
そ
う
で
す
。
五
輪
で
の
ご

健
闘
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。
®

も
う
す
ぐ
、
な
が
1

い
夏
休
み
で
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ね
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海
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山
へ
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外
か
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け
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思
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す
か
、
こ
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機
会
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ま
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そ
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時
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笑
顔
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
⑥

最
近
、
夏
バ
テ
気
味
の
⑭
で
す
。
個
人
的
に

は
海
が
好
き
な
の
で
夏
も
好
き
な
は
す
で
す
が
、

暑
さ
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
ね
。
今
回
は
、
お
祭

り
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

か
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
は
い
か
な
い

な
ぁ
と
つ
く
づ
く
思
う
こ
の
頃
で
す
。
⑭

立
川 氏

名
父
母
名
性
別

り
ょ
う
た
ろ
う

大
塚
遼
太
郎
男

み
れ
い

小
松
原
美
愛

野
本
千
叩

ほ
の
カ

西
郡
穂
乃
花

ま
さ
の
ぷ

真
延

ゆ
い
ま

唯
真

あ
さ
か

朝
香

ゅ
う
た柏

太

男

新江地

立
川

高
木

女 男

加
藤

ひ祐洋一聡明明浩喜孝玲真幸豊ゆ和
と 代う
みー子義美浩巳之子夫子也子久こ男

男 女 女 女

i也

ー
あ
め
で
だ
ー

蔽梅川梅梅中須南南
大大

里口区嘉原俣原原谷賀島島区
凶冗］喜一／ % % ％覧賢例尻男［閥

※掲載を希望されない方は、居出の際に申し出てください。

（
敬
称
略
）

平成 8 年 7 月 10 日（水） (18) 



一
＇よ'9999 9 9 、~

⑤ 
広報
●発行／明和村役場〒370-07 群馬隈邑楽郡明和村大字新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告（株）

1996 
（平成 8 年）

8 No.4 1 9 
〔 10 日出発行〕

―ヽ•----

-
9
 

Al 

の元気な掛け声



第
2
次

明
和
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務
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業
の
合
理
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閤
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閃
4
自
益
西

昭
和
六
十
年
に
お
い
て
第
一
次
明
和

村
行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
、
「
活
力
あ
る

郷
土
づ
く
り
」
を
柱
に
住
民
福
祉
の
向

上
と
、
村
行
財
政
全
般
の
見
直
し
を
図

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
村

に
お
い
て
は
、
近
年
少
子
高
齢
化
、
情

報
化
、
人
口
の
増
加
等
に
よ
る
生
活
の

箇
素
で
効
率
的
な
村
政
を
目
指
し
て

村
で
は
、
「
活
力
あ
る
郷
土
づ
く
りL
を
基
本
理
念
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
村
行
財
政
全
般
の
見
直
し
を
図
つ
て
き
ま
し
だ
が
、
近
年

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
地
方
分
権
の
時
代
な
ど
、
新
だ
な

展
開
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
村
政
の
実
現
を
図
る
だ
め
、
行

政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
民
間
の
有
識
者
に
よ
る
行
政
改
革
推
進

委
員
会
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
r

第
二
次
明
和
村
行
政
改
革
大
綱
L

を
策

定
し
ま
し
だ
。

こ
の
大
綱
を
基
に
、
合
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
概
ね
五
年

問
に
あ
い
て
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
、
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、

多
様
な
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
行
財
政
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
増
大
す
る
行
財
政
需
要
を

効
率
的
に
、
簡
素
で
わ
か
り
や
す
い
運

営
を
、
今
後
な
お
一
層
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
国
の
指
針
で
あ
る
地

方
分
権
の
時
代
へ
の
即
応
と
、
地
方
の

自
主
性
を
重
ん
じ
た
行
財
政
の
確
立
を

目
指
す
も
の
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
新
た
な
行
政

課
題
の
取
り
組
み
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

絶
え
ず
事
務
事
業
に
つ
い
て
見
直
し
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
特
に
緊
急
度
の
高
い
も
の
を

選
別
し
効
率
的
な
事
業
の
実
施
を
図
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
べ
く
、

次
の
諸
点
に
留
意
し
て
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
の
責
任
領
域
に
留
意
し
、
行
政

関
与
の
必
要
性
お
よ
び
関
与
の
度
合
い

の
検
討
、
受
益
と
負
担
の
公
平
確
保
、

0
"
u
の

◇
分
か
り
や
す
い

行
政
手
続
き
の
推
進

行
政
効
率
、
効
果
等
を
十
分
吟
味
し
て
、

引
き
続
き
事
務
事
業
の
合
理
化
を
図
り

ま
す
。

住
民
の
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要

や
、
新
た
な
行
政
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
施
策
の
方
向
づ
け
を
図
り
ま
す
。

住
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
行
政
を

執
行
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
公
正
さ
、

透
明
性
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
住
民

に
分
か
り
や
す
い
行
政
手
続
き
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
一
昨

年
執
行
さ
れ
た
行
政
手
続
法
の
適
正
な

運
用
に
よ
り
、
手
続
き
の
簡
素
化
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
村
独
自
の
許
認
可

等
の
規
制
に
つ
い
て
も
、
適
正
手
続
き

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
規
制
緩
和

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
住
民
の
負
担
軽
滅

や
行
政
事
務
の
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、

廃
止
緩
和
等
を
含
め
て
、
そ
の
見
直
し

◇
行
政
需
要
の
的
確
な
把
握

0
[
[
,
"
[

直
し

を
図
り
ま
す
。

◇
民
間
委
託
等
の
推
進

行
政
運
営
の
効
率
化
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
民
間
委
託

等
の
実
施
が
適
当
な
事
務
事
業
に
つ
い

て
は
、
行
政
責
任
の
確
保
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
等
を
図
れ
る
場
合
は
、

積
極
的
に
民
間
委
託
等
を
推
進
し
ま
す
。

◇
広
域
行
政
圏
の
活
用

広
域
連
合
制
度
の
創
設
を
踏
ま
え
、

広
域
的
な
処
理
が
適
切
な
事
務
事
業
に

つ
い
て
は
、
広
域
行
政
圏
の
活
用
等
に

よ
り
、
適
切
に
対
処
す
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

◇
補
助
金
等
の
整
理
統
合

補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
政

効
果
を
精
査
の
う
え
、
廃
止
統
合
ま
た

は
メ
ニ
ュ
ー
化
等
に
よ
り
、
抜
本
的
な

整
理
合
理
化
を
図
る
ほ
か
、
新
規
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
抑
制
に
努
め
ま
す
。

や
む
を
得
ず
新
規
に
設
け
る
場
合
は
、

規
定
の
補
助
金
等
の
整
理
を
図
る
ほ
か
、

そ
の
補
助
金
の
終
期
を
設
定
す
る
な
ど

し
て
、
補
助
金
の
総
額
の
抑
制
に
努
め

ま
す
。

行
政
組
織
、
機
構
の
見
直
し
は
、
常

に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
行
政
課
題
や
住
民
の
多
様

平成 8 年 8 月 10 日（土） (2) 



餐給疋
与員
の管
適理
正お
化よ
のび

閏

◇
外
郭
団
体
の
業
務
の

効
率
化
運
営
の
推
進

高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
等
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
新
た
な

行
政
課
題
や
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き

る
よ
う
、
政
策
形
成
機
能
、
総
合
調
整

機
能
の
充
実
や
福
祉
、
保
健
、
医
療
の

有
機
的
連
携
な
ど
、
総
合
的
、
機
能
的

な
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
行
政
組

織
、
機
構
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

公
社
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
外
郭
団

体
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
設
立
の
目

的
、
業
務
の
性
格
、
内
容
、
活
動
の
実

態
、
果
た
し
て
い
る
機
能
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
業
務
執
行
の
効
率
的
運
営

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
に

伴
い
、
増
加
す
る
行
政
需
要
に
対
し
て
、

弾
力
的
な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め

適
正
な
定
員
管
理
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
、
合
わ
せ
て
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
も
、
適
正
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◇
時
代
に
対
応
で
き
る

組
織
、
機
構
の
検
討

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
に

組
織
、
機
構
全
般
の
総
合
点
検
を
行
い
、

組
織
機
構
の
簡
素
化
、
合
理
化
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

— 運効
カ営果
開と的
発職な
等員行
のの政

閏

こ
れ
ま
で
の
定
員
管
理
の
実
績
、
今

後
の
行
政
需
要
の
動
向
等
を
勘
案
し
つ

つ
、
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
見
直
し
定

員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

◇
適
正
な
定
員
の
管
理

適
正
な
定
員
管
理
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
、

機
構
の
簡
素
合
理
化
、
民
間
委
託
、
O

A

化
等
を
推
進
し
、
新
た
な
行
政
需
要

に
対
し
て
も
、
原
則
と
し
て
職
員
の
配

置
転
換
に
よ
っ
て
対
処
し
ま
す
。

◇
定
員
管
理
状
況
の
公
表

定
員
管
理
に
つ
い
て
、
住
民
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
、
定
員
状
況
の
公

表
を
推
進
し
ま
す
。

◇
給
与
制
度
の
適
正
運
用
の
推
進

給
与
に
つ
い
て
は
、
適
正
化
の
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
給
与
制

度
お
よ
び
そ
の
運
用
の
適
正
化
を
推
進

し
ま
す
。
特
に
、
制
度
の
趣
旨
に
合
致

し
な
い
諸
手
当
等
の
支
給
の
適
正
化
を

推
進
し
ま
す
。

住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

に
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
人
材

◇
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し

゜行推行政進政
サ等の

1 に情
ビよ報
スる化
のの

塁

◇
専
門
技
術
職
員
の
確
保

の
育
成
が
必
要
で
す
。
従
っ
て
、
長
期

的
視
点
に
立
っ
た
職
員
の
能
力
開
発
等

を
推
進
し
ま
す
。

職
員
参
加
に
よ
る
明
確
な
目
標
設
定

と
、
効
果
的
な
進
行
管
理
の
徹
底
、
提

案
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
公
務
能
率
向

上
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◇
効
果
的
な
研
修
の
推
進

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
政

策
形
成
能
力
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
で

き
る
創
造
的
能
力
を
有
す
る
等
の
意
欲

の
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
明
確

な
研
修
目
標
の
も
と
、
効
果
的
な
研
修

を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

専
門
技
術
職
員
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
技
術

職
員
の
確
保
を
計
画
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
県
か
ら
の
専
門
技
術
職
員
の

派
遣
お
よ
び
市
町
村
間
の
人
事
交
流
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

高
度
情
報
推
進
技
術
の
進
展
に
対
応
し

て
、
行
政
の
情
報
化
の
計
画
的
な
推
進

を
図
り
、
行
政
の
効
率
化
、
高
度
化
を

◇
公
務
能
率
の
向
上
の
推
進

窓
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
事
務
手
続
き

の
迅
速
化
の
推
進
等
、
情
報
通
信
技
術

◇
窓
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化

情
報
通
信
技
術
の
革
新
、
パ
ソ
コ
ン

の
普
及
に
よ
る
情
報
処
理
の
分
散
化
な

ど
新
時
代
に
対
応
し
た
行
政
の
情
報
化

を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
的
に
0
A

機

器
の
導
入
、
庁
内
L
A
N

の
整
備
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
機
器
の
高
度
利
用
を
図
る
た

め
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

◇
計
画
的
な
事
務
の

O
A

化
の
推
進

図
る
と
と
も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅

速
か
つ
適
時
、
適
切
な
提
供
に
努
め
ま

す
。

コンピュータを導入（図書館）

の
進
展
に
対
応
し
て
、
各
種
証
明
書
等

に
つ
い
て
、
週
休
日
等
の
交
付
の
た
め

の
、
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を

検
討
し
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

各
地
域
に
お
い
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
よ
る
、
会
館
等
の
施
設
の
整

備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
施
設
の
効
果
的
な
管
理
運
営
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
施
設
の
有
効
活
用
を
推

進
し
ま
す
。

近
隣
の
市
町
村
の
施
設
と
情
報
交
換

等
を
密
接
に
行
い
、
効
率
的
な
施
設
の

運
営
を
推
進
し
ま
す
。

◇
人
材
の
育
成
お
よ
び
確
保

施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
企

画
、
運
営
に
係
わ
る
体
制
の
整
備
を
図

る
ほ
か
、
人
材
の
研
修
、
情
報
の
交
換
、

他
施
設
と
の
連
携
な
ど
に
よ
っ
て
管
理

運
営
面
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◇
管
理
委
託
等
の
推
進

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
住

民
に
提
供
す
る
た
め
、
適
正
な
管
理
、

監
督
の
も
と
に
管
理
委
託
等
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

◇
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
強
化

゜あ公効よ共率
び施的
管設な
理の会
運設館
営置等

(3) 平成 8 年 8 月 10 日（士）



平
成
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

四
号
に
お
い
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
農
業

費
四
、
七
七
一
万
円
お
よ
び
、
社
会
教

育
費
八
、
七
三
三
万
円
を
、
平
成
八
年

度
に
繰
り
越
し
し
ま
し
た
の
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
費
は
、
県
営
佐
貫
排
水
路
工
事

に
係
る
国
の
追
加
補
正
額
を
県
が
繰
り

越
し
を
し
た
も
の
と
、
大
輪
東
地
区
の

基
盤
整
備
事
業
も
本
事
業
の
都
合
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
費
も

事
業
の
性
質
上
、
繰
り
越
し
を
し
た
も

の
で
す
。

平
成
七
年
度
水
道
事
業
会
計

継
続
費
繰
越
計
算
書

明
和
村
上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
費

平
成
七
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書 .. .. 

9 .. 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
の
た

め
、
建
設
業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
二
億
五
、

五
0
0
万
円
に
消
費
税
を
加
算
し
た
額
、

二
億
六
、
二
六
五
万
円
で
荒
井
建
設
株

式
会
社
（
明
和
村
大
字
大
佐
貫
）
と
エ

契工

約事

の請

締負

結

の
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
で
す
。

こ
の
繰
り
越
し
は
、
平
成
六
年
度
の

当
初
予
算
に
お
い
て
、
三
カ
年
の
継
続

事
業
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
七
年
度
の
支
出
予
定
額
三
億
六
五

八
万
円
に
対
し
、
支
払
義
務
発
生
額
が

二
億
八
、
三
八
六
万
八
千
円
で
あ
っ
た

た
め
、
残
金
二
、
二
七
一
万
二
千
円
に

つ
い
て
繰
り
越
し
、
平
成
八
年
度
の
予

算
と
合
わ
せ
て
執
行
す
る
も
の
で
す
。

西
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
を

開
設
す
る
た
め
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ニ
十
一
台
一
式
を
八
九
八
万
一
、

中
村
光
雄
さ
ん
ビ
テ
オ
テ
ー
プ
を
寄
付

下
江
黒
の
中
村
光
雄
さ
ん
は
、
村

に
お
世
話
に
な
っ
た
た
め
感
謝
の
意

を
表
し
、
6
2
万
円
相
当
額
の
資
料
付

き
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
昭
和
の
記
録
3
2

巻
お
よ
び
現
代
日
本
の
歩
み
3
0
巻
）

を
6

月

2
8
日
、
村
立
図
書
館
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て

財
産
の
取
得

事
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

第
三
回
村
議
会
臨
時
会
が
七
月
四
日
（
会
期
＿
日
）
開
か
れ
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
と
六
件
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
こ
の
結
果
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
一
式
の
取
得

あ
よ
び
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
と
同
意
が
得
ら
れ
す
否
決
さ

れ
、
こ
れ
以
外
の
議
案
等
は
、
原
案
と
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。
可
決
承

認
さ
れ
だ
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

回
村
議
会
臨
時
会

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。

〇
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

〇
継
続
費
繰
越
計
算
書

0
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
財
産
の
取
得
（
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
厨
房
機
器
一
式
）

〇
財
産
の
取
得
（
教
育
用
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
一
式
）

〇
助
役
の
選
任

上
程
議
案

六
0
0

円
（
消
費
税
含
む
）
で
株
式
会

社
両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ
（
桐
生
市
広
沢
町
）

と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

最
近
、
病
原
性
大
腸
菌
0
1
5
7

に
よ
る
食
中
毒
が
、
全
国
で
多
発
し

て
い
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
始
め
は

腹
痛
や
水
様
性
の
下
痢
で
す
が
、
後

に
は
、
出
血
性
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
菌
は
熱

(
7
5℃l
分
）

に
弱
く
、
加
熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
消
毒
剤
で
も
容
易
に
死

滅
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
予
防
と
し
て

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
細
菌
を
つ
け
な
い
（
清
潔
保
持
）

〇
調
理
罰
や
食
事
前
な
ど
に
は
、
手

を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

〇
調
理
器
具
は
、
生
も
の
と
使
い
分

け
を
し
て
、
生
肉
な
ど
が
触
れ
た

ま
な
板
等
は
、
熱
湯
か
消
毒
薬
で

十
分
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

〇
使
用
水
は
、
消
毒
さ
れ
た
水
（
水

道
水
）
を
使
い
、
自
家
水
（
井
戸

水
）
や
受
水
槽
の
衛
生
管
理
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い
（
迅
速
に
）

〇
調
理
し
た
食
品
は
、
早
め
に
食
べ

ま
し
ょ
う
。

®
細
菌
を
殺
す
（
加
熱
処
理
）

〇
調
理
す
る
時
は
、
食
品
の
中
心
ま

で
十
分
に
火
が
通
る
よ
う
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
館
林
保
健
所

C

⑰
3
2
3
0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 食

中
毒
に
注
意

0
1
1
1
5
7

の
予
防
対
策

平成 8 年 8 月 10 B （士） (4) 



速 さと

明和消防団

正 確

ポンプ操法競技大会

第
1
6
回
明
和
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
7
月

1
4
日
、
明
和
中
学
校
校

庭
で
行
わ
れ
、

3
3人
の
選
手
が
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
3

本
を
つ
な
い
で
、
6
3
冒
先
の
標
的
へ
放

水
す
る
ま
で
の
速
さ
や
正
確
さ
、
規
律

の
良
さ
な
ど
を
、
本
番
さ
な
が
ら
の
動

作
で
競
い
ま
し
た
。
競
技
終
了
後
、
斎

藤
村
長
か
ら
「
す
ば
ら
し
い
訓
練
の
結

果
が
現
わ
れ
、
昨
年
よ
り
す
べ
て
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
」
と
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
第
一
分
団
第
一
班

▽
準
優
勝
第
三
分
団
第
一
班

▽
三
位
第
二
分
団
第
一
班

速
さ
や
正
確
さ
、
規
律
の
良
さ

な
ど
が
競
わ
れ
た
大
会

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

r

_

 

ー

ヽ

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
個
人
）

J
 

優
勝
し
た
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん

さ

奥
澤

恩
田

清
水

大
川

健
司

告
子

‘
、l
1
4
1武

博
司

◇
同
（
個
人
）

▽
優
秀
賞

〇
指
揮
者
鈴
木
公
明
（
斗
合
田
）

0

一
番
員
佐
々
木
秀
之
（
斗
合
田
）

0
二
番
員
木
村
康
弘
（
下
江
黒
）

0
三
番
員
戸
ヶ
崎
良
幸
（
大
輪
）

0
四
番
員
飯
島
淳
（
斗
合
田
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
第
一
分
団
第
二
班

▽
準
優
勝
第
三
分
団
第
二
班

▽
三
位
第
二
分
団
第
二
班

◇
同
（
個
人
）

▽
優
秀
賞

〇
指
揮
者

0

一
番
員

0
二
番
員

0
三
番
員

（
江
口
）

（
梅
原
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

——

-l 

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
祠
人
）

競`
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ボクのハッピ姿似合う？ おいしいよ、 このかき氷

▼私たちの踊り、上手でしょ 大輪

▼笑顔いっぱいで夏まつり

ヽ

à 
rｷ 

(
:
J
 

田島

まつ

お祭って楽しいね．I

あちこちから聞こえてくるにぎやかな声と

太鼓の音……。 7月といえば夏、夏といえば

あ祭りですね。

子ともから大人まで一緒に楽しめる夏祭り

が、 7月7日から28日にかけて村内各地区で

行われましだ。

子ともみこしやささらなと、各地区独自の

催しがありましだので、その様子を紹介しま

す。

▼そろいのハッピでわっしよい 中谷

平成 8 年 8 月 10 日（土） (6) 



◄

あ
と
も
う
少
し

ガ
ン
バ
レ
／
．
ガ
ン
バ
レ
／
．
梅
原

◄

獅
子
殿
勇
流

江
口

◄

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が

本
領
発
揮

◄

鐘
巻
（
へ
び
の
み
）

矢
島
舞
う
さ
さ
ら

の
周
り
で

斗
合
田

◄

最
高
だ
ね
、
夏
ま
つ
り

▼子どもから大人までフル参加

・マこ、A 心と‘‘’` ‘--i,-~. 

▼今日はボクたちが主役さ

▼ささらを舞って五穀豊穣

ゆかた姿でハイポーズ

大佐貫

千津井

下江黒

(7) 平成 8 年 8 月 10 日（土）



貴 重
体験学習を終えて

砂賀宏美さん

私
は
、
美
容
室
へ
職
場
体
験
に
行
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
大
切
な
こ
と
を
教
え

な

教
え
て
も
ら
っ
だ

大
切
な
こ
と
を
生
か
し
て

体

う
ど
ん
屋
さ
ん
で
体
験
学
習
が
で
き

る
な
ん
て
、
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
で
も
、
中
学
生
の
職
場
体

験
学
習
で
、
お
客
さ
ん
の
立
場
か
ら
は

見
ら
れ
な
い
部
分
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

自
分
と
し
て
は
、
調
理
場
で
何
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

験

吉永博彰君

最
初
の
仕
事
と
な
っ
た
も
の
は
、
や

は
り
食
器
を
ふ
く
仕
事
で
し
た
。
食
器

を
落
と
し
た
ら
割
れ
る
だ
ろ
う
と
、
非

常
に
緊
張
し
な
が
ら
一
枚
ず
つ
丁
寧
に

ふ
い
て
い
き
ま
し
た
。

次
は
、
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
る
練
習
で

す
。
手
の
力
の
入
れ
具
合
い
に
よ
っ
て
、

お
い
し
さ
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
に
ぎ
り
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
さ

ら
に
も
っ
と
難
し
い
天
ぷ
ら
や
か
ま
ほ

こ
の
飾
り
な
ど
を
普
通
に
作
っ
て
し
ま

う
店
の
方
々
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い

で
す
。
エ
ビ
の
天
ぷ
ら
は
、
エ
ビ
を
ま

っ
す
ぐ
に
す
る
た
め
何
力
所
か
に
切
り

込
み
を
入
れ
、
揚
げ
る
と
き
も
入
れ
る

て
も
ら
い
ま
し
た
。

美
容
師
の
仕
事
は
き
れ
い
に
見
え
る

け
れ
ど
、
本
当
は
き
た
な
い
と
い
う
こ

と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
ロ
ッ
ト
と
い
う
の
に
巻
い
た
紙

を
洗
っ
て
、
そ
れ
を
1

枚
1

枚
ず
つ
重

ね
る
作
業
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
終

っ
た
ら
マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
て
、
パ
ー
マ

の
か
け
方
を
や
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
ぜ
ん
ぜ
ん
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
友
達
の

体
験
を
生
か
し

広
い
視
野
で

向
き
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
っ
―
っ

細
か
い
部
分
ま
で
き
っ
ち
り
と
作
る
か

ら
、
お
客
さ
ん
に
出
せ
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

う
ど
ん
屋
さ
ん
に
と
っ
て
、
な
に
よ

り
も
大
切
な
の
は
「
め
ん
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
粉
を
よ
く
か
き
ま
ぜ
る

作
業
。
慣
れ
て
い
な
い
と
、
ひ
ざ
や
腰

が
痛
く
な
り
ま
す
。

い
つ
も
う
ど
ん
屋
さ
ん
や
そ
ば
屋
さ

ん
に
入
る
と
、
注
文
し
て
食
べ
て
お
金

を
払
っ
て
帰
る
だ
け
で
す
か
、
実
は
い

ろ
い
ろ
な
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
食
べ

ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
作
っ
て
い
る
人

達
の
仕
事
は
、
と
て
も
き
つ
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
生
か
し

て
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
、

社
会
を
見
て
い
き
た
い
で
す
。

髪
の
毛
を
洗
っ
て
洗
い
方
な
ど
を
教
わ

り
ま
し
た
。

昼
食
を
食
べ
た
後
、
マ
ネ
キ
ン
を
使

っ
て
今
度
は
、
は
さ
み
を
使
っ
て
切
り

ま
し
た
。
私
は
、
ま
っ
た
く
の
初
め
て

だ
っ
た
の
で
毛
先
か
、
が
た
が
た
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
に
、
私
た
ち

が
「
髪
の
毛
を
切
っ
て
も
ら
い
た
い
な
」

と
言
っ
て
い
た
ら
「
切
っ
て
あ
げ
よ
う

か
」
と
言
っ
て
、
私
の
髪
の
毛
を
切
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
髪
の
毛
も
、
洗
っ
て

も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

職
場
体
験
を
終
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な

事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メツ セ `‘‘ ソ

指
導
す
る
私
と
、
さ
れ
る
生
徒

か
一
体
と
な
る
こ
と
か
良
い
指
導

で
き
る
早
道
と
考
え
、
緊
張
す
る

生
徒
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

す
る
こ
と
か
ら
入
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
サ
ー
ビ
ス
業
の
販
売
基
本

用
語
ま
た
、
ス
タ
ン
ド
内
で
販
売

す
る
い
ろ
い
ろ
な
商
品
や
工
具
類

の
説
明
を
し
て
や
り
、
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
実
習
に
入
り
洗

車
の
ふ
き
取
り
、
室
内
清
掃
等
を

の
体
験
を

生
か
せ
る
よ
う

こ

に

ス
ー
パ
ー
よ
り

私
の
店
に
来
て
項
い
た
生
徒
は
礼
儀

も
正
し
く
、
陰
ひ
な
た
な
く
働
い
て
い

ま
し
た
。
午
前
中
の
掃
除
や
商
品
の
補

充
、
値
付
け
な
ど
楽
し
そ
う
で
し
た
。

特
に
冷
蔵
庫
の
中
で
の
作
業
が
一
番
楽

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
み
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
も
楽
し
く

な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
学
び
取
る
所
も
あ

り
ま
し
た
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、

受
験
第
一
主
義
と
も
思
え
る
よ
う
な
教

育
環
境
の
中
で
育
っ
て
い
ま
す
。
学
力
、

体
力
、
情
操
的
な
面
は
高
レ
ベ
ル
の
よ

う
で
す
が
、
道
徳
的
な
面
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
社
会
勉
強
を
通

し
、
そ
う
し
た
心
を
学
ん
で
項
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

学道

ん徳

て的

ま
し

I

—
叫

し‘

な

心

を

平成 8 年 8 月 1OH （土） (8) 



希 望 の 職 場
中学2 年生

で
職場

枷沢会美さん

私
は
、
役
場
の
仕
事
を
今
日
一
日
体

験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
役
場
と
は
、

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
村
の
行
政
を
管

理
す
る
所
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
総

務
課
、
住
民
課
、
都
市
開
発
課
な
ど
い

ろ
い
ろ
と
内
容
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の

総
務
課
と
い
う
所
の
仕
事
を
や
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
初
め
は
、
文
書
整
理

を
し
ま
し
た
。
量
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
難
し
い
言
葉
で
書
い
て
あ
っ
て

分
け
る
の
が
大
変
で
し
た
。
次
は
、
出

席
カ
ー
ド
に
は
ん
こ
を
押
し
ま
し
た
。

簡
単
な
仕
事
で
す
が
、
間
違
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
や
ら
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
予
定
の
作
り
方
、
表

の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
パ

あ
客
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

私
が
職
場
体
験
に
行
っ
た
所
は
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
し
た
。
時
間
は
午
前

9
時
4
0
分
か
ら
午
後
1
時
ま
で
で
し
た
。

木村久美子さん

仕
事
の
内
容
は
、
注
文
を
受
け
た
り
、

工
場
か
ら
来
た
品
物
を
整
理
し
た
り
、

品
物
を
取
り
に
米
た
お
客
さ
ん
に
渡
し

た
り
し
ま
し
た
。
店
の
人
は
、
と
て
も

親
切
で
最
後
ま
で
詳
し
く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
お
店
に
は
4
人
だ
け
お
客
さ

ん
が
来
ま
し
た
。
そ
の
中
の
1
人
は
、

岡
田
先
生
で
し
た
。

私
は
、
最
初
緊
張
し
て
い
た
の
が
う

そ
み
た
い
に
緊
張
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
福
知
さ
ん
（
店
の
人
）
の
お

か
げ
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

職
場
で
体
験

ソ
コ
ン
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
郵
便
の
届
け
先
を
書
い
た
り
、

そ
の
お
金
が
か
か
る
金
額
を
計
算
し
た

り
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
お
荼
出
し
を

や
り
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

今
日
一
日
役
場
と
い
う
大
事
な
仕
事

場
を
体
験
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
村
を

守
っ
た
り
未
来
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り

を
計
画
し
た
り
重
要
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
簡
単
な

こ
と
し
か
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
課

長
は
会
議
に
出
た
り
、
係
長
や
主
任
は

受
け
持
ち
の
仕
事
を
し
た
り
と
て
も
大

変
忙
し
そ
う
で
し
た
。

最
後
に
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
村
を

よ
く
す
る
た
め
に
、
中
心
と
な
っ
て
い

る
役
場
を
見
学
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
お

客
さ
ん
と
対
応
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
福
知
さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
で
も
、
最
後
は
、
私
と
鯉
沼

さ
ん
の
二
人
で
や
り
ま
し
た
。
福
知
さ

ん
の
教
え
が
良
か
っ
た
せ
い
か
、
ミ
ス

は
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
仕
事
を
体
験
し
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
客
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
こ
と
を
学
べ
た
か

ら
で
す
。
も
し
、
ま
た
い
つ
か
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
今
度
は
、
他
の
所
へ

行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
た
い

で
す
。

職場ガらの
生
徒
も
慣
れ
な
い
環
境
、
知
ら
な
い

人
達
の
中
で
の
仕
事
は
、
大
変
に
疲
れ

た
と
思
い
ま
す
。
市
場
は
、
小
山
に
あ

る
栃
木
県
南
地
方
公
設
市
場
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
時
間
帯
も
少
し
遅
い
時
間

で
し
た
の
で
、
早
足
で
し
た
が
、
「
市
場
」

と
い
う
も
の
を
見
る
だ
け
で
も
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

好
感
の
も
て
る
、
す
っ
き
り
し
た
印
象

が
残
り
ま
し
た
。

店
の
掃
除
、
接
客
、
洗
い
物
等
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
く

動
い
て
く
れ
洗
い
物
も
丁
寧
に
、
き
れ

い
に
で
き
て
い
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業

が
好
き
な
だ
け
あ
っ
て
、
私
の
動
き
を

良
く
見
ら
れ
、
自
分
か
ら
進
ん
で
や
ろ

う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

飲
食
店
よ
り

積
極
的
な

姿
勢
を
生
か
し
て

や
り
ま
し
た
。

そ
の
内
基
本
用
語
の
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
や
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
が
大
き
な

声
で
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
私
の

胸
を
熟
く
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
米
年
も
私
が
こ
の
ス
タ
ン
ド

に
い
る
な
ら
ば
、
わ
ず
か
半
日
で

も
生
徒
た
ち
の
心
の
中
に
い
つ
ま

で
も
残
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
あ

げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
き
っ
と

今
回
の
体
験
学
習
に
お
い
て
も
何
か
得

る
も
の
が
あ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
よ
り

(9) 平成 8 年 8 月 10 日（土）



111富Sしい拿や
人との出舎い竃ヽ
村立図書館オーフン

ど
の
本
に
し
よ
う
か
な
？

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
に
併
設

さ
れ
た
村
立
図
書
館
が
7
月
1
7
日
、

つ
い
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
約
2

万
2
千
冊
の

蔵
書
や
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
約
2
0
0
点
が
そ

ろ
え
ら
れ
、
村
立
図
書
館
と
し
て

は
県
内
で
3
番
目
。

開
館
に
あ
た
り
、
斎
藤
村
長
が

貸
し
出
し
返
却
業
務
を
行
う
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
情
報
発
進

の
拠
点
と
村
民
の
教
養
の
向
上
に

役
立
つ
施
設
と
し
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ぼく、

刃｀
9 レ
身近な情

せください。

掲載写真は差し上
げます。

役場企画課広報係

884-31 

このビデオ借りるよ．I

「社会の~Jから
メ＼ンローシ‘

7
月
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
が
展
開
さ
れ
、
更
生
保
護
婦

人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
川
俣

駅
前
を
筆
頭
に
数
力
所
で
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

7
月
1
日
に
村
長
に
手
渡
さ
れ

た
「
社
会
の
母
」
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
よ
る
と
、
最
近
は
な
に
不

自
由
の
な
い
一
般
家
庭
の
少
年
に

よ
る
非
行
や
、
無
職
少
年
に
よ
る

非
行
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
と
地

域
ぐ
る
み
の
非
行
防
止
活
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

童心に返り
楽しいね

寿学級生が世代交流

寿
学
級
で
は
、
幼
稚
園
児
と
の

「
世
代
交
流
会
」
を
7
月
5
日
、
西

幼
稚
園
で
行
い
、
昔
な
が
ら
の
お

手
玉
遊
び
や
竹
と
ん
ぱ
作
り
、
七

夕
飾
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

世
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、

失
わ
れ
が
ち
な
世
代
間
の
交
流
と

昔
な
が
ら
の
遊
び
等
を
通
し
て
、

心
の
ふ
れ
あ
い
や
ぬ
く
も
り
を
伝

え
よ
う
と
寿
学
級
生
の
指
導
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

痔
学
級
生
は
「
童
心
に
返
り
楽

し
い
ね
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

平成 8 年 8 月 10 日（士） (10) 



商工会事務所移転
ふるさと産業文化館内

知事賞に北畠和夫さん

館林観光川柳大会

ふるさと産業文化館内に、このほど事務

所を置くことになった商工会では 7 月 17 日、

関係者100人ほどが出席し、同館で商工会事

務所移転披露式典を行いました。

原口会長は「これを機会に心機一転し、

商工業者の発展の基地としてわれわれも努

力していきたい」とあいさつ。斎藤村長は

「情報の拠点として大いに利用され、発展し

ていただければ」と祝辞を述べました。

第
2
1
回
館
林
観
光
川
柳
大
会
の

審
査
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
本
村

か
ら
田
島
の
北
島
和
夫
さ
ん
の
作

品
「
城
沼
に
響
く
荼
釜
の
腹
鼓
」

が
最
高
賞
の
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
つ
つ
じ
祭
り
行
事

の
一
環
と
し
て
、
同
ま
つ
り
期
間

中
の
1
カ
月
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
4
6
3

句
の
応
募
か

あ
り
ま
し
た
。

北
島
さ
ん
は
「
父
が
俳
句
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
の
で
自
分
も
関

心
は
あ
っ
た
が
、
出
品
し
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
川
柳
や
俳
句
に
興
味
が
わ
き

ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

産業廃棄物を監視
\ 

服を着たまま
泳ぐのは大変 I
着衣水泳講習会

環境月間中の 6 月 25 日、産業廃棄物の運

搬車両に対する一斉街頭指導が、村内の国

道122号で実施されました。

不法投棄の未然防止と産業廃棄物の適正

処理の啓発を目的に、館林保健所・警察署

•市町村等の職員が該当車両に対し、積み

荷や積み荷目録（マニフェスト）の確認と

適正処理方法を呼びかけていました。

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休

み
前
の
7
月
7
日
、
水
難
事
故
防
止

の
た
め
に
お
ぽ
れ
な
い
技
術
を
習
得

し
て
も
ら
お
う
と
着
衣
水
泳
講
習
会

を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
8

人
の
親
子
は
、
講
義

を
受
け
た
後
、
水
着
の
上
に

T
シ
ャ

ツ
や
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
プ
ー
ル
の
中

で
体
験
。
水
中
に
落
ち
た
場
合
、
体

力
を
消
耗
せ
ず
に
浮
い
た
ま
ま
救
助

を
待
っ
こ
と
が
で
き
る
泳
ぎ
方
を
学

び
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
服
を
着
た

ま
ま
泳
ぐ
の
は
大
変
」
と
貴
重
な
体

験
を
し
て
い
ま
し
た
。

(11) 平成 8 年 8 月 10 日（士）



タンベJU体操て

健腰的に

ジェイファッフ

儘慶
保健センター
宕（84)4686

ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
、
体
内
の
た
ん
臼

質
合
成
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

た
ん
臼
質
の
一
部
で
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
と
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
合
成
を
促
し
て
、

貧
血
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
改
善
や
予
防

に
効
果
的
で
す
。

④
便
秘
．
肩
こ
り

・
腰
痛
が
解
消

各
種
筋
肉
の
強
化
に
よ
り
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

®
貧
血
・
骨
粗
し
ょ
う

症
も
改
善

ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
毎
日
続
け
る
こ
と

で
、
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
て
増
鼠
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
活
発
に
な
る
た
め
、

夜
の
睡
眠
中
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

続
け
、
よ
り
効
果
的
に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
で
き
ま
す
。

ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
続
け
て
6
カ
月
も

す
る
と
、
血
中
の
中
性
脂
肪
か
低
下
し
、

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
な
ど

脂
肪
代
謝
の
改
善
が
起
こ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
血
中
の
中
性
脂
肪
と
糖
の
分
解

力
が
高
ま
っ
て
、
高
脂
血
症
や
糖
尿
病

が
改
善
・
解
消
さ
れ
ま
す
。

②
高
脂
血
症
や
糖
尿
病

に
も
効
き
ま
す

①
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
効
果

ダ
ン
ベ
ル
体
操

効
果

の

町鉄アレイ ` — タ／ヘル

〇胸．腕 20回

〇胸．腹 20回

®腕 20回

®脚・腰

〇上腕・肩 30回

-- -- ~3 PJ4 

雰9:：：古言；芦門、り如冒国売ぢ I
てみることから始めましょう。

日已 日ピ
20回

®胸·腹 20回

®二の腕 20回

〇ウエスト 30回

〇腕 20回

ふ＇ ダンベル

体操の

ポイント

①
ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
無
理
を
せ
ず
毎
日

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
安
全
に
す
る
た
め

に
、
体
の
準
備
を
す
る
こ
と
か
必
要

で
す
。
全
身
を
伸
ば
す
よ
う
な
ス
ト

レ
ッ
チ
や
屈
伸
運
動
で
筋
肉
を
柔
軟

に
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

③
自
分
に
合
っ
た
重
さ
の
ダ
ン
ベ
ル
を
、

両
手
に
ひ
と
つ
ず
つ
持
ち
、
肩
ま
で

持
ち
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ダ
ン
ベ

ル
を
左
右
交
互
に
1
0
回
押
し
上
げ
て

み
た
時
に
、
疲
れ
を
感
じ
る
位
の
重

さ
。
女
性
で
初
め
て
の
人
な
ら
片
手

2
i
3
キ
ロ
0
7
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り

や
体
力
に
自
信
の
な
い
人
は
片
手
1

キ
ロ
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
膝
関
節
痛
や
腰
痛
の
あ
る
方
は
、
医

師
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

平成 8 年 8 月 10 日 (1:) (12) 



捨てればコミ•生かせば資源

ペットボトルのリサイクルに

こ協力ください
9月より収集事業開始

容器包装リサイワル法の制定に伴い、これまでコミとして処理していましだペットボト

ルを資源コミとしてリサイワルを行うことになりましだ。
村ではこのペットボトルの分別収集事業を、 9月より岳月 1 回（第2日曜日）危険物（金

属類）収集に合わせて、下記により実施することになりましだので、皆さんのご協力をあ

願いします。

◇出し方についてのお願い

◇リサイクルできるペットボトルの容器

①清涼飲料水用の容器

②アルコール飲料用の容器

③しょうゆ用の容器

◇リサイクルできないベットボトルの容器

①食用油用の容器

＠調昧料用（ソースなと）の容器

③非食品用（洗剤、化粧品、医薬品）の容器

◇ペットボトルの回収日

持ち出し日 持ち出し時間

9 月 8 日 第 2 日曜日

10月 6 日 第 1 日曜日

11 月 10 日 第 2 日曜日 午前 9 時より
12月 8 日 第 2 日曜日

\ 

1 月 12 日 第 2 日曜日

2 月 9 日 第 2 日曜日 正午まで

3 月 9 日 第 2 日曜日

4 月 20 日 第 3 日曜日

あ問い合わせ

壊境保健課合(84)4686

(13) 平成 8 年 8 月 10 日（士）

婆：I 
5さ：； ；さささざ：、 9 9 , 

材質表示マーク

リサイクルできるペット

ボトルには、ラベル部分

やボトルの底にこのマー

クがついています。

PET 

行政区 持ち出し場所

斗合田 斗合田集落センター

下江黒 下江黒集荷所

上江黒 宝寿寺

千津井 千津井集落センター

江 ロ 江口集荷所

田 島 田島長良神社

南大島 南大島集会所、稲荷山集荷所

新 里 新里天神様

中 クロ 中谷教学院

梅 原 梅原下公民館、三島神社

JI I 俣 川俣公民館

須 賀-^‘‘ 須賀公民館

大 輪 大輪下公民館、大輪上公民館

入ヶ谷 入ヶ谷集会所

矢 島 館林市農協倉庫前

大佐貫 大佐貫農構改善センター



◇
期
日
9
月
1
5
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
場
ほ
か

第
1
1回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

第
2
2
回
村
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第

4
0

回
村
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◇
期
日
9
月

8

日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8
月
2
9
日
困
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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パ
ー
ク
コ
ル
フ
講
習
会

◇
対
象
者
村
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限
9
月
3
日
困
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

在
勤
者

◇
期
E
l
9

月
1
5
日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
村
内
在
住
、

◇
参
加
費
無
料

◇
申
込
期
限
9
月

3

日
困
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
9
月
1
4

日
出
・
2
8日
出
午
前

9
時
3
0
分
か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

8

月
1
5
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
期
間
9
月
か
ら
2
月
ま
で
計
1
0
回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
者
4
0
歳
以
上
6
0
歳
以
下
の
健

康
な
男
女
2
0
人

◇
参
加
費

5
0
0

円
（
保
険
料
ほ
か
）

◇
申
し
込
み
8
月
1
5
日
困
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
巳
回
村
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

三準優
優

位勝勝

落
合
テ
イ

斎
藤
千
子

太
田
杉
野

優勝した落合テイさん

敬
称
略
）

第
5

回
村
ク
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
会
交
流
大
会

優勝した「キャッツ愛」

雨の中、熱心にゴミを拾う参加者

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

第
1
5
回
村
老
人
ク
ラ
フ

ベ
タ
ン
ク
大
会

優
勝

準
優
勝

三
立
'
ー

大
輪
B

南
大
島
下
B

千
津
井
c

' 

果）
優勝した「大輪 B 」

第

4
0
回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
エ
イ
ト
フ
ォ
ー

第

1
1

回

村
長
杯
野
球
大
会

優勝した「ドラゴンズ」

雨
の
中
ク
リ
ー
ン
作
戦

河
川
愛
護
月
間
中
の
7
月
2
1
日
、
村

公
共
施
設
利
用
団
体
協
議
会
の
人
た
ち

約
1
7
0
人
に
よ
っ
て
、
利
根
川
総
合
運
動

場
を
中
心
に
河
川
敷
の
清
掃
「
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
と
同
協
議
会
で
は
、
河
川
愛
護
や

環
境
美
化
を
目
的
に
春
と
夏
の
年
2
回

実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
あ
い
に

く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
き
缶
や

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
熟
心
に
拾
い

集
め
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生

は
「
ゴ
ミ
を
拾
う
の
は
大
変
。
川
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 川

に
ゴ
ー
l
lを

捨
て
な
い
で
！

平成 8 年 8 月 10 日（土） (14) 



明
和
村
の
獅
子
舞
は
、
か
つ
て
は
斗

合
田
、
下
江
黒
、
千
津
井
、
江
口
、
梅

原
、
川
俣
、
須
賀
の
七
地
区
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
斗
合
田
、

下
江
黒
、
江
口
の
三
地
区
が
年
中
行
事

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
千
津
井
で
は

近
年
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

後
継
者
不
足
か
ら
か
、
今
は
中
断
さ
れ

て
い
ま
す
。

獅
子
舞
と
は
、
獅
子
の
頭
を
か
ぶ
り

舞
踏
す
る
芸
能
で
、
一
人
立
ち
の
獅
子

舞
と
二
人
立
ち
の
獅
子
舞
が
あ
り
ま
す
。

一
人
立
ち
の
獅
子
舞
は
小
さ
な
獅
子
頭

を
か
ぶ
り
、
胸
に
太
鼓
を
つ
け
打
ち
な

が
ら
三
人
・
八
人
な
ど
が
組
み
に
な
っ

て
踊
る
も
の
で
、
二
人
立
ち
の
獅
子
舞

は
大
き
な
獅
子
頭
に
胴
幕
を
た
ら
し
、

そ
の
中
に
二
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
者

が
入
り
舞
う
も
の
で
す
。
全
国
的
に
み

No.12 

r’・て｀ ` ‘ー：．、し 。しまい 1 
し明和村の獅子舞（ささら）」

斗合田のささら

獅子舞の道具を入れる長持に「宝永 3 年 6 月 24

日」と記されているので、宝永 3 年 (1706) 、今か

ら 290年前か、それ以前にすでに行われていたこと
ふばさみ

が分かります。流派は日光文挟流と伝えています。

「羽附ささらは跳ねささら、籾谷ささらは揉みささ

ら、斗合田ささらは飛びささら」と言われ、飛ぶ
ひげ

ことが多いのが特徴です。白い髭をはやした獅子

の面も大変めずらしいものです。

天
下
泰
平
、

て
も
一
人
立
ち
の
例
が
多
く
、
県
内
で

も
二
人
立
ち
の
例
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
明
和
村
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
獅

子
舞
も
一
頭
一
人
立
ち
三
頭
組
の
も
の

で
す
。

こ
の
獅
子
舞
は
一
般
的
に
「
さ
さ
ら
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
「
さ
さ
ら
」
と

は
や
し

は
二
種
一
組
か
ら
な
る
靡
子
道
具
で
、
せ
ん

ひ
と
つ
は
丸
竹
の
先
半
分
を
荼
答
の
よ

う
に
割
き
、
も
う
片
方
は
七

0
1
八
〇

丑
／
の
長
さ
に
切
り
、
そ
れ
を
横
半
分
に

切
っ
た
切
り
口
を
ノ
コ
ギ
リ
の
歯
の
よ

う
に
し
て
お
互
い
に
こ
す
る
と
、
ザ
ラ

ッ
ザ
ラ
ッ
と
音
が
す
る
の
で
「
さ
さ
ら
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
雄
獅
子
が
持
つ
オ
ン
ベ

（
紙
製
）
と
い
う
道
具
を
ふ
る
と
サ
ラ
ッ

サ
ラ
ッ
と
音
が
す
る
の
で
「
さ
さ
ら
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま

す
。師

子
舞
は
五
穀
豊
穣
、

悪
霊
退
散
な
ど
を
祈
願
し
、
そ
の
他
雨

ご乞
い
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し

こ
。t
 斗合

田
の
獅
子
舞
は
「
天
下
一
獅
子

舞
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
天
下
一

と
い
う
名
称
も
、
そ
の
昔
、
干
ば
つ
で

農
作
物
が
枯
死
寸
前
の
時
に
館
林
城
で

雨
乞
い
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
、
斗
合
田

の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
と
た
ち
ま
ち

雨
が
降
り
だ
し
た
の
で
、
殿
様
が
「
こ

の
獅
子
舞
こ
そ
天
下
一
で
あ
る
。
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
天
下
一
」
と
い
う

名
称
が
つ
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
年
も
板
倉
町
雷
電
神
社
よ
り

御
神
水
を
も
ら
い
受
け
、
獅
子
舞
を
行

い
な
が
ら
雨
乞
い
を
行
っ
た
そ
う
で
す

が
、
こ
の
時
も
間
も
な
く
大
雨
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
雨

乞
い
を
行
う
獅
子
は
優
秀
な
獅
子
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

] 
※◎ 畠館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田 赤文; 人

板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 胃
る限一

根岸医院 川村医院 安楽岡医院 岡田医院 館林地区と 館林地区と ，り 厚
生

8 月 18 日
合（72)3262 合（72) 1337 合 (72)0572 合 (72)3163 』 病同じです。 同じです。

院

日 り間 r 

まは 合

小西医院 川田医院 横田（善）医院 慶友病院 館林地区と 小西医院 >] (72) 

8 月 25 日 3 
合 (86)2261 合（72)3724 合（72)4970 合(72)6000 同じです。 合 (86)2261 で 1 | 

当
確時 4 
認ま

゜しで ヽ

真中医院 小倉医院 大石医院 礫川堂医院 井上医院 館林地区と てで が
9 月 1 日 かす゚ 担

合（72) 1630 合（72)0606 合（74)2362 合（74)0184 合 (82) I 131 同じです。 ら 当

番 呑点ロク し
ま

し す
横田（婦）医院 大神医院 堀越医院 永寿堂医院 増田医院 竹越医院 て ゜9 月 8 日
合（72)0255 合 (62)2200 合（73)4151 合 (72)4469 合 (82)2255 合 (84)3137

< ^ 内
だ 科

医
さ
し＼ 外

゜浜野病院 川田医院 増田医院 海宝病院 館林地区と 館林地区と 科

9 月 15 日
合 (88)5678 合 (72)3724 合（72) 1387 ff (74) 081 I 産同じです。 同じです。

婦

(15) 平成 8 年 8 月 10 日（土）



両毛交流スタンプラリー

に参加しませんか

［役場企画課 合 (84)3111
圏域内20市町村のスタンプを集め

て応募すると、抽選ですてきな賞品

が当たります。

◇期間 9 月 14 日（土）～ 12 月 1 日（日）

◇ガイドマップ入手 役場企画課で
9 月 2 日（月）から無料で配布します。

◇参加資格 どなたでも参加できま

す。

◇賞品特賞ハワイペア旅行 1 組、

金賞 グアムペア旅行 2 組、その

ほか賞品総数約250本

◇応募方法 20市町村各 1 カ所以上

のスタンプを集めたら、 12 月 2 日

（月）から 16 日（月）の間に、役場企画課

に持参するか、郵送(〒370-07明

和村大字新里288) してください。

館林衛生施設組合

職員募集

館林衛生施設組合

合 (72)1624

館林衛生施設組合では、平成 9 年

度に採用する職員を募集します。

◇職種・人員 事務・技術職員若干名

◇応募資格 日本国籍を有するかた

が、高等学校卒業（卒業見込みを

含む）以上で、昭和44年 4 月 2 日

以降に生まれたかた。技術職員に

あっては、機械、または電気課程

を修めたかた。

◇募集期閻 8 月 12 日（月）～ 23 日（金） （土

・日曜日は除く）

◇試験筆記試験… 9 月 22 日（日）面

接試験 9 月下旬予定

◇提出書類 履歴書•最終学校卒業

（見込み）証明書・学業成績証明書

◇申し込み館林衛生施設組合へ

自衛隊群馬地方連絡部太田

出張所 合 (45)5563

◇応募資格 日本国籍を有する 18歳

から 26歳までの男女

◇試験日 9 月中旬

◇合格発表 おおむね 1 カ月後

◇入隊予定平成 9 年 4 月上旬

◇申し込み 自衛隊群馬地方連絡部

太田出張所へ

あなだも参加しませんか

EM ボカシの製造

役場環境保健課

合 (84)4686

生ゴミ減星化事業として、 EM処

理容器の普及事業を行いましたとこ

ろ、多数の方に購入していただきま

してありがとうございました。

この EM処理容器は、 EMボカシ

を使用しますので、これを個人で造

って使用するには、材料や手間等の

関係で大変ですので、共同で造って

使用するのが一番効率的です。

ゴミ減量化の手助けに、 EMポカ

シを造ってみたい、協力をしてみた

いというかたがいましたら、 8 月 30

日（金）までに環境保健課へお申し込み

くださしヽ。

群馬票猥境

アドバイザー募集

「役場環境保健課 合 (84)4686 -
県では、地域での環境保全活動の

けん引役として、ボランティア活動

していただくことを目的とした「県

環境アドバイザー」を募集しています。

この制度は、環境保全のための活

動をされるかたがたをアドバイザー

登録することにより、研修会の開催

や活動資材等の提供などの支援をし

ていこうとするものです。

◇登録期問平成 8 年10 月 1 日～平

成11年 9 月 30 日までの 3 年間

◇申し込み 8 月 30 日（金）までに役場

環境保健課（保健センター内）へ

理学療法士募集

館林厚生病院

［館林厚生病院 合（72)3140
館林厚生病院では、理学療法士を

募集しています。

◇識種・人員理学療法士若干名

◇応募資格 日本国籍のあるかたで、

昭和46年 4 月 2 日以降に生まれた

かた（卒業見込みを含む）

◇募集期限 8 月 31 日（土）

◇提出書類 履歴書、理学療法士免

許の写し（有資格者）卒業予定者

は卒業見込書・成績証明書

◇試験作文試験・面接試験

◇申し込み 館林厚生病院庶務課ヘ

夏の青少年健全育成運動 8月31 日まで実施中

、—L‘- ¥)/ 'ノ、 \ ＼久 1' 、..;_仁｀ ＼｀）ー＇り、 r- _\‘レベ‘y-

:V和が無料法律狙麟
◇日時＝ 9 月 10 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 9 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

」'‘戸ず、ヽシ）（1---ヽ厄‘)、Y—'介•一＼

｀｀鬼1\--，̀；置ご賽
◇日時＝ 9 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年9 月、 8年2 月、 5月生

`::]`〗□楓：｀＂］認4:
◇日時＝ 9 月 3 日（火）・ 19 日（木）

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター
Y1‘’^l' 、ノ，

込｝砂配濤喜薗g
1 9. I9) (.,9.‘’‘‘(V I • / l) -A、--J応ー，

◇日時＝ 9 月 17H （火）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

図羞事慮：J..-呵麗ャ：
◇日時＝ 9 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
¥ ‘«‘か(,....—‘/「べ '‘r--’I 「、ゞ刃伍‘Iもへい、戸岱？ヽ

主：□□全□狙イ＼）／ご嚢：
◇日時＝ 9 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

j:、王］月]:"召応m)"税》：：
, i r I / -1 、 --r、'レゞ（凡，ノ(y)(、てに

◇村県民税、国民健康保険税

◇納期限＝ 9 月 2 日（月）

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 8 月 30 日（鉗

平成 8 年 8 月 10 日(I:) (16) 



ダイヤモンド婚者

金婚者は届け出を

l 役場福祉課 合 (84)4926 こ
村では、 9 月に老人福祉大会を予

定しています。その席上、ダイヤモ

ンド婚者・金婚者顕彰を行いますの

で、該当者は届け出をしてください。

ダイヤモンド婚者は、昭和11年12

月 31 日以前に結婚届け出をされたか

た。金婚者は、昭和21年 1 月 1 日か

ら 12 月 31 日までの間に結婚届け出を

されたかたです。

該当者は、 8 月 20 日（火）までに福祉

課へご連絡ください。

板金科生徒募集

票立館林高等技術専門校

県立館林高等技術専門校

合 (72)0229

◇応募資格新たに板金・溶接技能

を習得しようとする人で、学歴・

年齢は問いません。

◇募集科目 板金科(10月生）

◇定員 20人

◇期間 6 カ月（10 月 1 日～平成 9

年 3 月 14 日）

◇授業料無料

◇申し込み 館林高等技術専門校へ

地方分権シンポジウム

フォーラム地方分権イン東毛

「館林財務事務所 合 (72)4461 . 
館林財務事務所では、地方分権の

推進について、皆さんの理解を深め

ていただくため「フォーラム地方分

権イン東毛」（地方分権シンポジウム）

を開催します。

◇日時 8 月 27 日（火） 午後 2 時～ 4 

時40分

◇場所東毛学習文化センター

◇内容

・基調講演「私の“まち”がこう変

わる．／」講師立教大学法学部教

授新藤宗幸

・パネルディスカッション「地方分

権と私たちの生活」パネラー 太

田市長、館林市長ほか

◇定員 500人

◇参加費無料

◇申し込み 電話で館林財務事務所

地域振興室へ

(17) 平成 8 隼 8 月 10 日（土）

しよう／ 高校開放講座

l 村教育委員会 合 (84)4491
住宅を建てるうえでの基礎的な考

えを学び自分で設計しよう。また、

パソコンを使い作図してみましょう。

◇期問 10月 19 日（士）から 11 月 20 日（水）

までの 10回 毎週水曜日（午後 7

時～ 9 時）土曜日（午後 1 時～ 5 

時）

◇場所 県立館林商工高等学校

◇定員 30人（先着順）

◇受講料無料

◇申込期間 9 月 9 日（月）～ 30 日（月）

◇申し込み 村教育委員会社会教育

係へ

子育てスプツ

ァップセミナ

l 館林保健所 合 (72)3230 . 
子どもの心と体の発達および育児

について知識を深め、健全な子供の

育成のために支援を行うことを目的

にセミナーを開催します。

◇日時 9 月 12 日（木）・ 20 日（金）・ 27 日

（金） いずれも午前 9 時～正午

◇会場館林保健所

◇対象者 乳幼児を持つ母親20組（予

約制）

◇内容講話、グループワークなど

◇申し込み 館林保健所健康指導課

ヘ

週 40 時閻労働制が平成

9年4月から適用されます

太田労働基準監督署

合0277(45)9920

平成 9 年 4 月 1 日から原則として

労働者を使用する全ての事業場にお

いて、週40時間労働制が適用になり

ます。

このため週40時間を超えて労働さ

せた場合には、時間外労働（残業）

となり、割増賃金の支払いが必要と

なります。まだ週40時間になってい

ない事業場は、早期にその態勢を整

えてください。

労働省では、中小企業の事業主の

かたがたを支援する中小企業労働時

間短縮促進特別奨励金制度や時短診

断サービスを行っています。

成人式を迎える

みなさん

l 村教育委員会 合 (84)4491 -
村では、下記のとおり成人式を予

定しています。

本村在住でなくても出身であれば

出席できますので、郷里で成人式に

参加しましょう。

◇日時 9 月 23 日（月） （秋分の日）午

前 9 時から

◇会場 ふるさと産業文化館「多目

的ホール」

◇該当者昭和51年 4 月 2 日から 52

年 4 月 1 日までに生まれた人

幼児短期水泳教室

］明和海洋センター合 (84)5511
◇期問 9 月 7 日から 10 月 26 日まで

の毎週土曜日 午後 2 時～ 3 時

◇対象者村内在住の 4~5 歳児

◇募集人数 20人

◇参加費入会金500円

会費 2,000円 (8 回分）

◇募集期閻 8 月 15 日（木）～ 27 日（火）

◇申し込み 参加費を添えて明和海
洋センターへ

やまとり号 1 日見学

参加者募集

］館林財務事務所 合 (72)4461 こ
館林財務事務所では、県政に対す

る理解を深めていただくため、「やま

どり号 1 日見学」（県有施設）の参加

者を募集します。

◇期日 10 月 9 日（水）

◇見学場所 土屋文明記念文学館、

史跡上野国文寺跡（群馬町）ほか

◇対象 邑楽郡、館林市在住の 18歳

以上の人

◇定員 100人（定員を超えた場合は、

初参加を優先し抽選）

◇参加費 無料（集合場所までの交

通費および昼食は参加者負担）

◇申し込み往復ハガキに、住所・

氏名・年齢・職業・電話番号・過

去の参加の有無を明記し、 8 月 31

日（土）までに〒374 館林市仲町11番

10号 館林財務事務所地域振興室

へ（ハガキ 1 枚につき 1 人）

推進目標「青少年のだめのよりよい猥境づくりをしよう．！」ほか

ヽ
‘
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。
ふ
t
．
ふ
令
：
ふ
t
人
か
t

,
r
ふ
t
,
Lt,
.
f
3

平成 8 年 8 月 10 日（土） (18) 
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わい性カーネーション

日本一の産地 に

わい性カーネーション（プリティ）

昭
和
二
十
四
年
ご
ろ
、
千
津
井
花
き

ク
ラ
ブ
と
し
て
組
合
が
発
足
し
、
夏
菊
、

ア
ス
タ
ー
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
な
ど
の
露

地
花
き
類
を
栽
培
し
切
花
と
し
て
出
荷

し
て
い
ま
し
た
が
、
輸
送
経
費
も
多
く

花
き
産
地
の

生
い
立
ち

村
の
東
部
地
区
で
は
、
特
産
品
の
―
つ
で
あ
る
シ
ワ
ラ
メ
ン
や
、

わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
と
の
花
き
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

県
下
で
も
主
要
な
産
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
の

日
に
欠
か
せ
な
い
品
目
の
、
わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
内

で
は
本
村
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
、
新
し
い
技
術
の
普
及
な
と
に
よ

り
産
地
化
が
急
速
に
進
み
、
現
在
で
は
日
本
一
の
産
地
に
な
り
ま

し
だ
。

か
か
る
う
え
、
個
人
出
荷
の
た
め
価
格

も
不
安
定
で
し
た
。
そ
こ
で
、
比
較
的

栽
培
は
難
し
い
が
、
単
価
の
高
い
シ
ク

ラ
メ
ン
栽
培
を
昭
和
三
十
五
年
か
ら
導

入
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
県
の
鉢

物
特
産
団
地
に
指
定
さ
れ
、
農
業
改
良

資
金
に
よ
る
施
設
の
拡
充
か
行
わ
れ
、

技
術
水
準
の
向
上
と
相
ま
っ
て
、
鉢
物

の
生
産
出
荷
数
量
も
急
増
し
ま
し
た
。

屯現

状

そ
の
後
、
花
き
を
基
幹
作
物
と
す
る
農

業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
し
、
花
き
中

心
経
営
農
家
と
な
り
、
花
き
産
地
と
し

て
基
礎
が
固
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
花
き
集
団
産
地

育
成
事
業
を
実
施
し
、
品
質
向
上
、
生

産
拡
大
等
を
図
り
、
県
内
で
も
有
数
の

花
き
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
後
半
か
ら
六
十
年
に
は
、

都
市
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
新
し

い
花
き
で
あ
る
わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
導
入
さ
れ
、
品
目
の
洋
花
化

が
一
層
強
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
心
を

伝
え
る
贈
り
物
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
年
々

出
荷
量
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
明
和

村
で
は
十
七
万
余
鉢
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
シ
ク
ラ
メ
ン
の
裏
作

と
し
て
施
設
の
高
度
利
用
を
図
る
た
め

「
母
の
日
」
の
需
要
に
応
じ
て
本
村
を
中

心
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

数
年
前
か
ら
有
力
な
鉢
物
と
し
て
、
急

速
に
普
及
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
花
き
消
費
の
変
化
、
特
に

高
級
志
向
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
が
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す

べ
く
生
産
者
、
J
A

、
大
手
ス
ー
パ
ー
、

県
関
係
者
等
が
連
携
し
大
量
流
通
を
実

現
し
ま
し
た
。
生
産
の
面
で
も
均
一
な

品
質
、
出
荷
規
格
の
統
一
、
研
究
会
の

開
催
、
輸
送
方
法
の
改
善
等
を
図
り
、

わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
産
地
化
は

急
速
に
進
み
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
日

本
一
の
産
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
和
村
の
花
き
生
産
の
特
徴
は
鉢
物

生
産
で
す
。
わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
花
き
部
門
参
入
企
業
と
農
家
と
の

提
携
で
急
速
に
成
長
し
た
品
目
で
、
「
母

の
日
」
に
欠
か
せ
な
い
品
目
の
一
っ
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
関
係
機
関
と
密

接
な
連
携
の
も
と
に
、
よ
り
品
質
の
高

い
商
品
の
供
給
が
望
ま
れ
ま
す
。

村
花
き
組
合
長
の
石
橋
幸
一
郎
さ
ん

は
、
「
培
養
土
を
一
ヵ
所
で
作
り
、
さ
ら

に
品
質
の
良
い
商
品
を
出
荷
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
館
林
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
資
料
（
一
部
）
に
よ
り
ま
す
。

合

後
の
方
向

わい性カーネーションの栽培状況

平成 8 年 9 月 10 日（灼 (2) 



鋤（すき）入の儀を行う斎藤村長

◇
所
在
地
川
俣
―
|
-

◇
構
造
鉄
骨
造
平
屋
建

◇
建
築
面
積
八
七
五
•
五

五
面

・
◇
新
築
工
事
費

二
億
六
、
二
六
五
万
円
（
消

費
税
含
む
）

◇
厨
房
機
器
＿
式

八
、
二
四
0
万
円
（
消
費

税
含
む
）

建
設
概
要

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
と
、
給
食

の
充
実
、
合
理
化
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
で
、
一
ヵ
所
で
給
食
セ
ン
タ
ー

方
式
で
の
完
全
給
食
化
を
幼
稚
園
も
含

め
て
図
り
、
米
飯
は
委
託
炊
飯
方
式
で

行
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
答
申
を
踏
ま
え
、
平
成

六
年
十
二
月
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
委
員
会
で
協
議
し
て
き
た
結
果
、

建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
四
月
か
ら
完
全
給
食
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
学
校

給
食
の
充
実
が
図
ら
れ
る
施
設
と
し
て
、

そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
厨

財
産
の
取
得

学
校
給
食
セ

平
成
九
年
二
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て

明
和
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
起
工

式
が
八
月
―
一
日
、
建
設
予
定
地
の
西
小

学
校
北
校
庭
北
側
の
敷
地
内
で
行
わ
れ
、

平
成
九
年
二
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
四
年
十
二
月
「
本
村
に
お
け
る

幼
児
教
育
並
び
に
学
校
給
食
の
現
状
と

将
来
を
展
望
し
た
幼
児
教
育
並
び
に
学

校
給
食
の
振
興
・
充
実
に
つ
い
て
」
の

諮
問
を
受
け
て
、
幼
児
教
育
・
学
校
給

食
検
討
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

平
成
五
年
十
二
月
に
答
申
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
答
申
で
は
、
各
学
校
の
給
食
施

位置函

建
設
工
事
着
手

ン
タ
ー
の

第
四
回
村
議
会
臨
時
会

第
四
回
村
議
会
臨
時
会
が
七
月
三
十

一
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
一
式
の
取
得
な

ど
二
件
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

_J I | 

建設場所

N
4
十
ー

西小学校

国
道
2
2号

一

©
一
言
⑧
⑤

房
機
器
一
式
を
、
八
、
二
四
0
万
円
（
消

費
税
を
含
む
）
で
、
日
本
調
理
機
株
式

会
社
群
馬
営
業
所
（
高
崎
市
江
木
町
）

と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。既

定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
‘
―
二
0
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
六
億
七
九
七
万
三
千
円
に

平
成
八
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

学校結食センター平面函

®
⑪
 

事務室
洸浄室

下処理室

会議室
ｩ
 

調理室

〔
歳
入
〕

◇
支
払
基
金
交
付
金
…
五
千
円
（
三
億

九
、
四
八
七
万
一
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
：
·
一
六
八
万
八
千
円
（
一

億
二
、
二
六
三
万
一
千
円
）

◇
県
支
出
金
…
二
六
万
六
千
円
（
三
、

0
五
0
万
一
千
円
）

◇
繰
越
金
：
．
二
、
九
二
四
万
四
千
円
（
二
、

九
二
四
万
五
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
諸
支
出
金
：
・
三
‘
―
二
0
万
三
千
円

（
三
‘
―
二
0
万
八
千
円
）

（
）
は
補
正
後
の
総
額

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
の
医
療

費
が
確
定
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負

担
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

秋の全国交通安全運動
◇期問 9 月 21 日 (±)~30 日（月）の 10 日間

◇スローガン マナーアップ・ぐんま「あなた

が主役．1 交通安全」

◇運動の重点
0 高齢者の交通事故防止

0 シートベルト着用の徹底

0“止まって確かめる”運動の推進

(3) 平成 8 年 9 月 10 日（火）



ぅ,
J
 

ざ ぃます
村内最高齢者は細田金次郎さん(99)

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
身体を動かす

①細田金次郎さん •99歳（白寿）

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
長

年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
、

心
か
ら
長
痔
の
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
平
成
八
年
八
月
三
十
一
日
現
在
の

本
村
の
人
口
は
一
万
一
、
四
七
八
人
。

そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
一
、
八
四
四
人
で
全
村
民
の
一
六
．

一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
体
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

長
寿
者
ベ
ス
ト
1
0位

®
…
趣
昧

(: 
⑦
好
き
な
食
べ
物

◎
嫌
い
な
食
べ
物

©
…
秘
け
つ
信
条

、し

ｮ 
特になし

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いがな

し、

＠杉田ろくさん •95歳

9
1
‘
{

事

ｮ 
裁縫

⑧ 
特になし

ｩ 
粗食、野菜を

多く食べる

®吉田干代さん •95歳

ｮ 
歴史物を読む

こと

⑧ 
①野菜類、酢

の物

◎特になし

ｩ 
家庭円満

④森尻重作さん •95歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いがな

し、

＠高田祐四郎さん •94歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いしな

いで食べるこ

と

＠浅見孫四郎さん •94歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
規則正しい生

活

⑦小菅塩三郎さん •93歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いしな

いで食べるこ

と

＠堀口くらさん •93歳

/ 

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
規則正しい生

活

⑨機村伊吉さん •93歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
①野菜類

◎肉・魚類

ｩ 
規則正しい生

活

⑩奈良原の Iぶさん •93歳

「敬老の日且うよび「老人保健福祉週間」 9月15日～21 日 平成 8 年 9 月 10 日（火） (4) 



長寿おめでと
村内長寿者ベスト 100人

(8月31 巳現在、敬称略）

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 細 田 金次郎 男 99 新 里 金次郎 51 門 間 し、 < 女 88 大 輪 令f芯右 吉

2 杉田 ろ < 女 95 須 カ只ロ 慶次郎 52 松本末吉 男 88 千津井 進

3 吉 田 千代 女 95 J I I 俣 千 代 53 原 島 あ き 女 88 上江黒 勝 ミ｛ム口

4 森尻 重作 男 95 南大島 重 作 54 森尻梅子 女 88 新 里 肇

5 高 田祐四郎 男 94 江 口 啓一郎 55 坊［」こ し、 そ 女 88 中 ベロ 匡 良

6 浅見孫四郎 男 94 中 ベロ 孫四郎 56 福 田 と し 女 88 大 輪 • 真に-ロ

7 小菅塩三郎 男 93 南大島 ふ み 57 吉永 サ 卜 女 88 千津井 陽

8 堀 ロ < ら 女 93 新 里 武 令f志右 58 梁瀬朝一 男 88 斗合田 朝, 機村伊吉 男 93 斗合田 久 七 59 久保庭 シ ヅ‘ 女 88 奈斤 里 シ ヅ‘

10 奈良原 の ふゞ 女 93 矢 島 昭三郎 60 小磯 た ま 女 88 JI I 俣 た ま

11 久保庭 と も 女 92 奈斤 里 武 61 梁瀬 し、 と 女 88 斗合田 朝

12 吉 田源次郎 男 92 新 里 ．只... . 62 篠木志 ん 女 88 大佐貫 正 :｛L口、

13 多 田 き ん 女 92 大佐貫 き ん 63 落合 ち う 女 88 須 カ只ロ 勝 子

14 福 田 峯次 男 92 梅 原 正 男 64 福島 ち よ 女 87 南大島 重 ：｛上口、

15 関本 ヨ シ 女 92 南大島 忠 65 横塚かつ 女 87 千津井 保

16 飯塚 げん 女 92 千津井 金 66 田 口 ヱ イ 女 87 矢 島 博 重

17 泉 田せつ 女 91 中 谷 辰 広佳 67 坂上 さ < 女 87 中 クロ さ < 
18 石崎榮太郎 男 91 矢 島 勺f芯右 江 68 須藤種一 男 87 江 口 種i

19 渡邊登美 女 91 矢 島 和 夫 69 岡安豊彦 男 87 矢 島 豊 彦

20 奈良孝次郎 男 91 田 島 正 己 70 本澤長治 男 87 南大島 長 治

21 栗原 ア サ 女 91 南大島 利 夫 71 矢澤仁作 男 87 南大島 正 夫

22 関 口 み つ 女 91 梅 原 正 義 72 今成 た け 女 87 南大島 不二也

23 橋本賓一郎 男 90 斗合田 武 広佳 73 砂賀 り ん 女 87 斗合田 り ん

24 金子廣薮 男 90 入ヶ谷 1旬 五 74 奈良 ち し、 女 87 田 島 文 男

25 折原 隆雄 男 90 大佐貫 常 75 酒井 孝 男 87 千津井 孝

26 橋本つ ま 女 90 斗合田 和 夫 76 奈良 ま つ 女 87 田 島 保

27 多 田 佐衛 男 90 上江黒 浪 子 77 田 口 も ん 女 87 須 カ只ロ 和 晴

28 夕夕 田 庄吉 男 90 上江黒 女子 男 78 田 口 ワ 力 女 87 大 輪 ワ 力

29 奈良原 よ し 女 90 矢 島 よ し 79 栗原 な を 女 87 下江黒 な を

30 小林 き し、 女 90 南大島 次 広佳 80 秋野 ‘｀一ヲ· う 女 87 矢 島 秀 広佳

31 柴崎信義 男 90 梅 原 信 義 81 阿部 ま さ 女 87 斗合田 直

32 秋野千代 女 90 新 里 猛i 82 神谷長治 男 87 梅 原 長 :( ムロ

33 橋本彦太郎 男 89 斗合田 文 次 83 石川 r疋 士ロ 男 87 南大島 • 疋• 吉

34 多 田 淳一 男 89 上江黒 、｛、子ロ. 84 蓮見 な 力‘ 女 86 南大島 義 政

35 昭"、 内福太郎 男 89 下江黒 福太郎 85 須藤 きよの 女 86 江 口 隆 司

36 多 田 あ さ 女 89 上江黒 浪 子 86 多 田 つや 女 86 上江黒 女子

37 泉 田 し う 女 89 矢 島 光 87 新井慶作 男 86 田 島 徳一郎

38 吉 田 ワ 力 女 89 J,, 俣 真 吉 88 新井松三郎 男 86 斗合田 松三郎

39 村田 き み 女 89 大 輪 謙 89 今成政重 男 86 須 ブ只ロ 勝 男

40 今成 き み 女 89 江 口 費 ィ’芯声 90 奥澤精兵 男 86 江 口 米青 丘/‘‘ 

41 関 口 夕 ケ 女 89 江 口 清 :{ ム口 91 小林金三郎 男 86 南大島 貞 広佳

42 井上 あ さ 女 89 新 里 昭 92 奈良原 知 司 男 86 千津井 知 司

43 佐藤敏夫 男 89 下江黒 敏 夫 93 和 田 し、 と 女 86 上江黒 紘

44 高瀬 し、 ね 女 89 田 島 秀 広佳 94 鉦反 塚： 貞 男 86 千津井 貞

45 関根セ ン 女 89 南大島 ヵ革 95 蓮見軍 司 男 86 田 島 軍 司

46 田 口 力‘ つ 女 89 大 輪 文 大 96 柴崎 力 ン 女 86 梅 原 孝

47 石崎 四十司 男 89 矢 島 昭 97 江森榮吉 男 86 上江黒 紘木 吉

48 久保庭 卜 ク 女 89 菊斤 里 卜 ク 98 本澤 は な 女 86 南大島 操

49 、因l!.,ヽ 田 つ ね 女 88 矢 島 つ ね 99 大牧 し一ヽ う 女 86 大 輪 豊

50 北島忠四郎 男 88 田 島 政 100 小菅 キ ク 女 86 南大島 榮次郎

(5) 平成 8 年 9 月 10 日（灼



夏の思り
ぁ
出を
りがとう
で一ー第三回納涼祭ー一勺

! 8 月 4 日、真夏の暑い盛りに「明和村納涼祭」 i 

! という 1 枚の写真が心のアルバムに刻まれました。i

! 今年で 5 回目を迎える納涼祭、おみこしやミニi
| sL、打上げ花火と盛りだくさんでした。 l 
! 今回は、みんなの心のアルバムを少し開いてみi

！ましょう。

し—~~~-~~-----~~~--~~`--------~`---------』

▲鏡開き

~ヽ

平成 8 年 9 月 10 日（火） (6) 
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明るい選挙啓発ポスターコンクール

優秀作品（平成 7 年度）

ら
と
う

民
主
主
義
を
守
り
、
よ
り
よ
い
政
治

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の

有
権
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

真
に
選
挙
人
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
、

金
や
情
実
に
左
右
さ
れ
な
い
選
挙
か
行

わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

公
職
選
挙
法
で
は
、
金
の
か
か
ら
な

い
き
れ
い
な
選
挙
か
行
わ
れ
る
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
規
定
し
て
お
り
、
平
成
六
年

に
成
立
し
た
政
治
改
革
関
連
法
で
は
、

政
党
本
位
の
選
挙
制
度
を
目
指
す
と
と

も
に
、
選
挙
の
腐
敗
行
為
防
止
を
図
る

た
め
、
選
挙
制
度
の
改
革
や
連
座
制
の

対
象
の
拡
大
等
の
改
正
か
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 不

正
の
な
い
明
る
い
選
挙
の
実
現
に

は
、
法
の
規
定
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、

有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
協
力
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
を
守
っ

て
き
れ
い
な
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

選
挙
運
動
期
間
に
関
係
な
く
、
選
挙

で
の
当
選
を
目
的
と
し
て
、
お
金
や
品

物
を
渡
し
た
人
、
食
事
や
お
酒
を
ご
ち

そ
う
し
た
人
、
温
泉
旅
行
や
芝
居
見
物

に
招
待
し
た
人
な
ど
は
、
買
収
罪
と
し

て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金

や
品
物
を
も
ら
っ
た
人
な
ど
も
、
同
じ

よ
う
に
買
収
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

買

な
る
の

e. 

〇
悪
質
な
選
挙
違
反
と
し
て
、
懲
役
、

禁
錮
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

0
五
年
間
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
な

く
な
り
ま
す
。

0
た
と
え
刑
の
執
行
が
猶
予
さ
れ
て
も
、

買
収
に
か
か
わ
っ
だ

収
な
の
？

と
ん
な

こ

、
`
‘
、

買
収
は
悪

い

こ
と
ー

き
れ
い
な
選
挙

法
を
守
っ
て

と
が

連
座
対
象
者
と
は

連
座
制
か
適
用
さ
れ
、
当
選
無
効
や
、

立
候
補
制
限
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

連
座
対
象
者
が
、
買
収
等
の
罪
を
犯

し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
た
と
え
候

補
者
や
立
候
補
予
定
者
が
買
収
等
の
行

為
に
関
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
連
座
制

に
よ
り
、
候
補
者
の
当
選
が
無
効
と
な

1
総
括
主
宰
者
（
候
補
者
の
選
挙

運
動
の
全
体
を
総
括
主
宰
す
る
人
）

や
、
地
域
主
宰
者
（
一
部
地
域
の

選
挙
運
動
を
総
括
主
宰
す
る
人
）

ま
た
は
出
納
責
任
者

2
候
補
者
ま
た
は
立
候
補
予
定
者

の
親
族
（
父
母
、
子
、
夫
、
妻
、

兄
弟
、
姉
妹
）

3
候
補
者
ま
た
は
立
候
補
予
定
者

の
秘
書

4
組
織
的
選
挙
運
動
管
理
者
等
（
政

党
、
後
援
会
、
企
業
、
労
働
組
合
、

宗
教
団
体
、
協
同
組
合
、
自
治
会
、

同
窓
会
な
ど
の
組
織
で
、
候
補
者

や
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
と

連
絡
を
と
っ
て
選
挙
運
動
が
行
わ

す
み
ま
せ
ん

自
分
だ
け
で
は

っ
た
り
、
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
が

五
年
間
立
候
補
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
も
、
日
ご

ろ
か
ら
、
選
挙
運
動
に
関
わ
る
人
が
買

収
を
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
精
一

杯
の
注
意
を
尽
く
さ
な
い
と
、
重
大
な

結
果
を
招
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
村
選
挙
管
理
委
員

会
6
闘
3
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

次
回
は
、
政
治
家
の
寄
附
禁
止
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と

れ
る
場
合
に
、

を
行
う
人
）

①
選
挙
運
動
全
体
の
計
画
を
立
て

た
り
、
そ
の
調
整
を
行
う
人
を
は

じ
め
、
ビ
ラ
配
り
、
ポ
ス
タ
ー
貼

り
、
個
人
演
説
会
な
ど
、
選
挙
運

動
の
一
部
分
の
計
画
を
立
て
た
り
、

そ
の
調
整
を
行
う
人

②
ビ
ラ
配
り
、
ポ
ス
タ
ー
貼
り
、

個
人
演
説
会
の
会
場
設
営
、
電
話

作
戦
な
ど
、
実
際
に
選
挙
運
動
を

行
う
人
の
指
揮
・
監
督
を
行
う
人

③
選
挙
運
動
を
行
っ
て
い
る
人
の

弁
当
の
手
配
、
車
の
手
配
、
個
人

演
説
会
の
会
場
の
確
保
な
ど
、
そ

の
他
の
管
理
を
行
う
人

平成 8 年 9 月 10 日（火） (8) 



花
き
園
芸
振
興
に
長
年
貢
献
さ
れ
て

い
る
千
津
井
の
野
本
久
雄
さ
ん
は
、
平

成
八
年
五
月
か
ら
社
団
法
人
・
日
本
花

き
生
産
協
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら

群
馬
県
園
芸
協
会
副
会
長
お
よ
び
花
き

部
会
長
と
し
て
、
本
県
の
花
き
振
興
な

ら
び
に
生
産
組
織
の
充
実
強
化
に
努
め

る
一
方
、
生
産
者
の
全
国
組
織
で
あ
る

⑪
日
本
花
き
生
産
協
会
の
副
会
長
と
し

て
、
花
き
産
業
の
地
位
向
上
、
消
費
拡

大
対
策
の
推
進
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
こ

の
た
び
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
の
あ
か
ぎ
国
体
で
は
、

飾
花
協
議
会
長
と
し
て
、
大
会
会
場
の

プ
ラ
ン
タ
ー
飾
花
に
尽
力
、
ま
た
、
ぐ

ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

実
行
委
員
、
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
に

お
い
て
は
、
群
馬
県
出
展
協
議
会
の
幹

事
等
の
要
職
に
就
き
、
県
内
外
へ
花
を

通
じ
た
群
馬
県
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
多
大

精
力
的
に
推
進
の
結
果
断
念

礼
8

本
花
き
生
産
協
会

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
村
特
産
の
シ
ク
ラ
メ
ン

を
は
じ
め
、
洋
ラ
ン
な
ど
の
栽
培
を
行

う
一
方
、
各
種
の
要
職
に
就
き
県
内
は

も
と
よ
り
、
全
国
的
に
花
き
園
芸
普
及

向
上
、
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

東
部
地
区
工
業
団
地
造
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
年
五
月
に
東
部
地
域

の
工
業
開
発
に
関
す
る
意
向
調
査
を
行

っ
た
後
、
平
成
四
年
二
月
に
地
権
者
会

が
組
織
さ
れ
、
地
権
者
会
長
を
は
じ
め

役
員
を
中
心
に
地
権
者
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
四
年
半
の
間
、
精
力
的
に
事
業

の
推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
意
状
況
調
査
に
よ
る
と

事
業
実
施
に
同
意
で
き
な
い
か
た
が
増

加
し
、
面
積
比
で
の
賛
同
率
が
低
下
し

た
こ
と
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
関
係

機
関
で
検
討
し
た
結
果
、
工
業
団
地
造

成
事
業
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の

会
長
に
野
本
久
雄
さ
ん

す
。な

お
、
七
月
中
に
は
、
県
園
芸
協
会

な
ど
の
主
催
に
よ
る
就
任
激
励
会
が
行

わ
れ
、
就
任
を
祝
い
ま
し
た
。

生
産
協
会
の
概
要

昭
和
三
十
八
年
十
月
に
農
林
水
産
省

か
ら
花
き
生
産
者
の
技
術
向
上
お
よ
び

経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
団
体
と
し
て

認
可
さ
れ
た
公
益
法
人
で
す
。

東
部
地
区
工
業
団
地
造
成
事
業

結
論
に
達
し
ま
し
た
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
根
中
央
用

水
事
業
（
利
根
加
用
水
）
や
都
市
計
画

の
線
引
き
見
直
し
作
業
と
深
い
関
係
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
結
論
を
先

延
ば
し
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
最
終

結
論
を
得
る
た
め
、
こ
の
事
業
の
同
意

状
況
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
結
論

は
、
八
月
十
二
日
の
地
権
者
会
で
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
断
念
す
る
こ
と
は
非
常
に
残

念
で
す
が
、
地
権
者
役
員
を
は
じ
め
、

地
権
者
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
対

し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

＝こーーニ‘’11こ
東・西小学校の代表児童による選手宣誓

第
七
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
七
月
二
十
七
日
正
午

か
ら
途
中
休
憩
を
挟
み
、
二
十
八
日

正
午
ま
で
の
十
八
時
間
、
明
和
中
学

校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
合
併
三
十
五
周
年

を
記
念
し
て
平
成
二
年
か
ら
毎
年
開

催
さ
れ
、
本
村
の
木
と
花
で
あ
る
「
つ

げ
組
」
と
「
き
く
組
」
に
分
か
れ
て

猛
暑
の
中
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

二
十
七
日
正
午
、
斎
藤
村
長
の
始

球
式
で
試
合
開
始
と
な
り
、
一
時
間

ま
た
は
一
時
間
三
十
分
の
時
間
内
で
、

村
議
会
議
員
、
区
長
、
農
業
委
員
、

小
・
中
学
生
、
小
・
中
学
校
P
T
A

、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
な

ど
二
十
六
チ
ー
ム
、
四
五

0
余
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

勝
敗
は
九
0
イ
ニ
ン
グ
ま
で
進
み
、

―
二
五
対
一
四
0
で
、
き
く
組
が
勝

利
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
賞
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
賞
、
敢

闘
賞
の
各
賞
が
贈
ら
れ
、
健
闘
を
た

た
え
、
さ
ら
に
、
勝
利
チ
ー
ム
と
得

点
の
予
想
投
票
も
行
わ
れ
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲
始
球
式
を
行
う
斎
藤
村
長

村
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

猛
暑
の
中

1
8時
間
熱
戦

(9) 平成 8 年 9 月 10 日（火）



ゴミって、案外多いんだね

中央公民館主催の子ども和太鼓教室が、 7 

月 22 日から 29 日までの 8 日間、同館講堂で開

催されました。

和太鼓の響きの素朴さや音の迫力を味わい、

郷土芸能への興味•関じを高めるため、今回

初めて開かれたものです。参加した小・中学

生20人は、講師の稲妻会の会員から指導を受

け、熟心に和太鼓の練習に取り組んでいまし

た。小学生は「筋肉痛になるけれど、とても

楽しい」と話していました。

川合選手か五輪報告
-4 年後の決意を新たに一

近召‘情
せください。

掲載写真は差し上

げます。

役場企画課広報係
884-31 

夏休み中の 8 月 9 日、各地区で中学生

が奉仕活動を熱心に行いました。汗を拭

きながら、取っても取ってもあるゴミや

草に驚いていたようです。

音の迫力t昧わう
一子ども和太鼓教室一

アトランタ五輪に出場したレスリングフリースタイ

ル90キ。級の川合達夫選手（日体大助手）が 8 月 23 日、

役場を訪れ、斎藤村長に五輪報告を行いました。

川合選手は「皆さんに応援していただき、ありがと

うございました。次は、シドニー五輪を目指します」

と語ると、村長が「五輪に出場したことは、村にとっ

て大変名誉なことです。この経験を生かして、 4 年後

を目指して頑張ってください」と健闘をたたえました。

〔対戦成績〕いずれも判定負け

◇ 1 回戦 ロイナ（スロバキア）

◇敗者復活 1 回戦バチョ（ハンガリー）



料理作るのは大変だね．I

8 月 9 日、村の食生活改善推進員協議会主

催による母と子の料理教室が中央公民館調理

室で開かれ、東小と西小の 14組の親子、 34人

が参加しました。

子どもたちは野菜を切ったり、 リンゴをう

さぎ形に切っ、たりと包丁持つ手も真剣でした。
この日のメニューは、ラップずし、かきた

まスープ、豆腐のごまごまバーグ、、グレープ

フルーツかんでした。

ー
母
と
子
の
料
理
教
室
ー

楽しかった七夕祭り
東保育園では 8 月 1 日の夜、園庭を七夕飾りで飾り、

七夕祭りを行いました。

思い思いの浴衣を着た園児たちは、あいにく雨のため

室内で、「七夕」の歌や盆踊りをした後、金魚すくいやゲ

ームなどで、父母と一緒に楽しいひとときを過ごしまし

た。

なお、中央保育園では 7 月 30 日、西保育園では 8 月 6

日に行われました。

お年寄りから学ぶ
ーふるさとふれ合い活動一

東小学校では、夏休み中の 8 月 1 日、各地

区の集落センターなどに子どもたちを招集し、

ふるさとふれ合い活動を行いました。

お年寄りとのふれ合いを通してふるさとを

愛する心を育てようと開かれたものです。

子どもたちは、活動場所の清掃を行った後、

お年寄りから紙でっぽうや竹とんほ、ゲート

ボールなど各地区ごとにいろいろな遊びを教

わり、楽しいひとときを過ごしました。



乳幼児の虫歯が減少

5カ年の継続事業で

大きな成果

儘慶
保健センター
8(84)4686 

人
の
一
生
の
健
康
の
基
礎
形
成
期
で

あ
る
母
子
保
健
は
、
対
人
保
健
の
最
も

重
要
な
領
域
で
す
。
母
子
歯
科
保
健
は

そ
の
中
の
一
領
域
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、

過
去
に
お
け
る
本
村
の
乳
幼
児
の
虫
歯

保
有
率
は
、
県
平
均
は
も
と
よ
り
館
林

保
健
所
管
内
で
も
一
番
高
い
状
態
で
し

こ
。t
 そこ

で
村
で
は
、
こ
の
こ
と
を
重
要

視
し
、
指
導
機
関
で
あ
る
保
健
所
等
へ

の
相
談
や
働
き
か
け
を
重
ね
な
が
ら
、

こ
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◎
共
催
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

幸
い
に
し
て
、
村
と
保
健
所
と
の
協

力
に
よ
り
、
経
費
と
人
的
体
制
が
整
い
、

村
と
保
健
所
と
の
共
催
事
業
と
い
う
形

で
、
平
成
三
年
度
に
「
乳
幼
児
の
虫
歯

を
な
く
そ
う
」
を
合
い
言
葉
に
虫
歯
予

防
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◎
継
続
を
基
本
に

特
に
、
乳
幼
児
の
歯
を
守
る
に
は
、

ま
ず
、
育
児
の
中
心
で
あ
る
母
親
の
教

育
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
母
親
を

中
心
と
し
た
教
育
内
容
と
し
、
初
回
の

妊
婦
が
出
産
し
た
児
が
小
学
校
に
入
学

す
る
ま
で
の
、
五
ヵ
年
間
の
継
続
を
基

本
に
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

◎
事
業
の
内
容
は

事
業
の
内
容
は
、
館
林
邑
楽
歯
科
医

師
会
の
先
生
が
た
の
協
力
を
得
て
、
母

親
と
乳
幼
児
を
対
象
に
、
各
種
の
健
診

時
、
あ
る
い
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

出
向
い
て
虫
歯
予
防
教
室
等
を
開
催
し

ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
染
め

出
し
、
フ
ッ
素
塗
布
、
フ
ッ
化
ジ
ア
ミ

ン
銀
塗
布
、
講
話
等
、
年
間
延
べ
二
十

三
回
実
施
し
、
虫
歯
予
防
を
推
進
し
て

き
た
も
の
で
、
七
年
度
を
も
っ
て
一
区

一人当りの虫歯本数

区分 明和村 保健所管内

1 歳 本 本

6 カ月児 0 19 0 27 

3歳児 2.7 2 9 

/ 

※月3 話電 1H8 ◇込申 い゜ 妊娠※ す当 性で査書 g 魯 g用 クッ は屑 ◇場所◇時日 込みし のおと 村で
申骨

にで ' > 中る‘で . をりはお のか生申 10 受行
し粗収回 申で かた > し 3 料無体内 [ 月けい粗骨

ししに た＾込月 脂 塁 29 11 ] し 込 した込 畠 10 は 虐 日まの肪 日 よ

レみ 月 , がれレ 測r疋上→ . ` しの <ヽ み よンくセ 1 60 次てン 畠尽 セ まで
トだン日 て、名ーのいト ン す。 ‘ 

を うゲさ夕（火） ＜表なゲ タ 10 塁
ンい 1 かだにいン チ 1 時
調゜へら さ該女調 ェ 1 申 受症

平成 8 年度中に ののし 畠 け検
生年月 日 でか ] なる年令（歳） ‘たに 付診

ごはれて
昭和41年 4 月～昭和42年 3 月 30 ょ 冒今かた粗骨 けの
II 36 II ~II  37 II 35 く たし し 追
II 31 II ~II  32 II 40 だ当でょ

さに‘う ま 加II 26 II ~II  27 II 45 

いoi なi 外 悶讐II 21 II ~11  22 11 50 す
II 16 II ~ !I l 7 II 55 

\ " 11 " 
~II  12 II 60 

ん申

切
り
と
な
り
ま
し
た
。

◎
大
き
な
成
果

虫
歯
予
防
事
業
の
成
果
は
、

の
と
お
り
で
す
。

◎
新
だ
な
ス
タ
ー
ト

八
年
度
か
ら
は
村
の
単
独
事
業
と
し

て
、
新
た
に
五
ヵ
年
の
継
続
事
業
と
し

て
、
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

次
の
表
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1
3
秒
0

◎
群
馬
県
小
学
生
総
合

体
育
大
会

◇
男
子
百
討

優
勝

◎
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

◇
女
子
走
り
輻
跳
び

メ

l
9

よ

4

5
 

◎
群
馬
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会

◇
2
.
3
年
女
子
走
り
幅
跳
び

5

訂

2
5
優
勝

◇
共
通
女
子
1
0
0
討
H8

位

6
位

島
田
高
男
さ
ん
（
中
谷
）

食
品
衛
生
推
進
員
に
委
嘱

小
松
原
脩
吾
君

（
東
小6
年
生
）

小

学
生

第
2
0
回
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
お

よ
び
第
3
1
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、

第
2
3
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
な
ど
が
高
崎
市
や
前
橋
市
、
静

岡
市
等
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
明
和
東

小
、
中
学
校
の
生
徒
が
各
種
目
に
お
い

て
健
闘
さ
れ
ま
し
た
の
で
上
位
入
賞
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

久
保
□
優
喜
さ
ん(

3年
生
）

県
大
会
な
と
で
健
闘

東
小. 

中
学
生

明
中
の
生
徒
が

家
族
で
「
防
災
会
議
L
を
開
こ
う

大
地
震
の
際
、
あ
わ
て
ず
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
こ

と
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
ど
ん
な
所
が
安
全
か

②
非
常
持
ち
出
し
袋
に
何
を
入
れ
、

ど
こ
に
置
く
か

③
避
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が
何
を
持

ち
出
す
か

④
火
元
を
だ
れ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か

⑤
消
火
器
、
救
急
医
薬
品
、
非
常
食

な
ど
を
だ
れ
が
点
検
し
て
お
く
か

⑥
避
難
路
や
最
終
的
な
避
難
場
所
、

連
絡
方
法
を
ど
う
す
る
か

こ
う
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
家
族

の
役
割
分
担
を
含
め
て
考
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
で
は
、
平
成
8
年
5
月
に
食

品
衛
生
推
進
員
設
置
要
綱
を
制
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
に
密
着
し
た
食
品

衛
生
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
、
⑪
群

馬
県
食
品
衛
生
会
長
に
委
嘱
し
、
5
月

2
4
日
か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
品
衛
生
推
進
員
に
中
谷
の
島
田
高

男
さ
ん
が
委
嘱
（
館
林
保
健
所
管
内
で

1
0
人
）
さ
れ
ま
し
た
。

大
地
震
発
生

I
.

そ
の
前
に

Q
老
人
人
口
が
毎
年
増
加
し
、
子

と
も
の
出
生
率
が
低
下
し
て
い
る

現
在
、
保
険
料
を
納
め
て
も
6
5歳

か
ら
確
実
に
年
金
が
も
ら
え
る
か

が
心
配
で
す
。

制
度
そ
の
も
の
が
つ
ぶ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
だ
か
ら
と
言
つ
て
岳
年
保
険

料
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
だ
り
、
逆

に
年
金
額
を
減
ら
さ
れ
て
も
困
り

ま
す
。

A

国
が
責
任
を
も
つ
て
運
営
し
ま

す
の
で
安
心
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
国
が
責
任

を
も
っ
て
、
長
期
的
に
健
全
か
つ

安
定
的
に
運
営
し
ま
す
の
で
、
将

来
に
わ
た
っ
て
確
実
に
年
金
が
も

ら
え
ま
す
。

年
金
制
度
は
、
年
金
を
も
ら
う

側
と
そ
の
財
源
を
負
担
す
る
側
と

の
合
意
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
老

後
に
も
ら
う
年
金
額
は
ど
の
程
度

で
あ
れ
ば
よ
い
の
か
、
あ
る
い

は
、
若
い
人
た
ち
が
働
い
て
得
る

収
入
の
中
か
ら
ど
の
程
度
な
ら
負

担
が
可
能
な
の
か
、
そ
の
両
方
の

ねんきん「まいちゃん」

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら

合
意
を
形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
年
金
制
度
で
は
、

少
な
く
と
も
5
年
に
1
回
は
、
定

期
点
検
（
財
政
再
計
算
と
言
い
ま

す
。
）
を
し
て
、
将
来
の
年
金
支

給
に
必
要
な
額
と
そ
の
財
源
と
な

る
保
険
料
収
入
な
ど
の
予
測
を
立

て
て
、
収
支
の
見
直
し
を
し
て
い

ま
す
。こ

の
結
果
を
見
な
が
ら
、
年
金

額
を
見
直
し
た
り
、
保
険
料
額
を

見
直
し
た
り
す
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
額
、
保
険

料
額
と
も
に
、
生
活
水
準
の
向
上

な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

応
じ
て
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
の
で
す
。

年
金
は
6
5歳
か
ら

確
実
に
も
ら
え
る
の
？

国
民
年
金
Q

&
A

(13) 平成 8 年 9 月 10 日（火）
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該
当
者
（
団
体
）
は

こ
連
絡
く
だ
さ
い

◎
表
彰
基
準

◇
村
民
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い

て
優
秀
な
成
績

(
3位
以
内
）
を
収

め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◎
対
象
期
間

◇
平
成
7
年
1
0月
1
日
か
ら
平
成
8

年

9
月

3
0日
ま
で

◎
表
彰

◇
1
0月
認
日
⑪
開
催
の
村
民
体
育
祭
の

開
会
式
前
に
行
い
ま
す
。

※
該
当
者
（
団
体
）
は
、
9
月
2
9
日
⑪

ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

、
。

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

を
表
彰
し
ま
す

◎
期
日

1
0月
6

日
⑪

◎
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場

◎
対
象
者
村
内
在
住
者
・
在
勤
者

◎
参
加
料
無
料

◎
申
込
期
限

9

月
2
2
日
⑲
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

第
1

回
村
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◎
期
日

1
0月
2
7
H⑪

◎
会
場
社
会
体
育
館

◎
対
象
者
村
内
在
住
者
・
在
勤
者
で

編
成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
費
無
料

◎
申
込
期
限

1
0月
1
5日
閲
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ

タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
コ
ル
フ
講
習
会

◎
日
時

9

月

2
8日
由
午
後
7

時
1
9

時
◎
会
場
明
和
中
学
校
校
庭

◎
講
師
体
育
指
導
委
員

◎
対
象
者
一
般
男
女

◎
募
集
人
員

2
0
人

◎
参
加
費
無
料

◎
申
し
込
み
9
月

1
4日
出
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

第
7
回
村
民

ク
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

• I • 

優勝した荒川さん、村松さん、落合さん

優勝した「新里子ども会 A 」

◇
＿
般
男
子
の
部

優
勝
村
松
克
夫

準
優
勝
西
郷
利
正

3

位
小
暮
喜
四
郎

4
位
鈴
木
哲
夫

位
阿
部
幸
一
郎

位
金
子
清

位
今
成
寿
男

位
藤
橋
力

位
神
田
博
史

位
新
井
一
男
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グ
ロ
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ネ
ッ
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8
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8
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第
5

回
村
子
と
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

第
5

回
村
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
が
8

月
1
1
日
、
社
会
体
育
館
で
2
0

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
練
習
の

成
果
を
十
分
発
揮
し
、
熱
戦
を
通
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

優
勝
新
里
子
ど
も
会

A

準
優
勝
江
口
子
ど
も
会

A

3

位
梅
原
子
ど
も
会

3

位
下
江
黒
子
ど
も
会

第
7
回
村
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

•8 

6

0

 

8

7

 

.o 

6

2

 

8

7

 •2 

5

2

 

8

7

 

募）

◇
＿
般
女
子
の
部

優
勝
落
合
芳
子

準
優
勝
松
本
澄
子

3

位
木
村
晴
美

◇
シ
ニ
ア
の
部

優
勝
荒
川
保

準
優
勝
伊
藤
道
男

3

位
島
田
晋

101 110 103 

78 78 77 ... 
6 0 0 

第41 回

村民体育祭

◇日時 10月13日(B)

午前8時30分開会式

◇会場 ふるさとの広楊

第
1
9
回
邑
楽
郡
夏
季

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

邑
楽
郡
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

7

月
7

日
、
2
1
日
、
利
根
川
総
合
運
動

場
で
郡
内
か
ら
2
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

熟
戦
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、
男
子
A

ブ

ロ
ッ
ク
で
千
津
井
ク
ラ
ブ
が
3

位
と
な

り
ま
し
た
。

優
勝
明
和
村
役
場
職
員
ク
ラ
ブ

準
優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

f

9
 

ヽ
＇

9l. 

優勝した「明和村役場職員クラブ」

第
1
6回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

平成 8 年 9 月 10 日伏） (14) 



．
万
葉
集
●
東
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る

か
ほ
や
が
沼
は
こ
の
沼
で
あ
っ
た
か
も

と
言
わ
れ
、
古
代
ロ
マ
ン
ヘ
の
夢
を
誘

う
大
輪
沼
と
は
ど
の
よ
う
な
沼
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
輪
郭
に
つ
い

て
は
こ
の
沼
の
変
身
と
も
言
え
る
大
輪

し
ん
で
ん

沼
新
田
に
つ
い
て
「
群
馬
県
邑
楽
郡
町

村
誌
材
料
」
（
明
治
二
十
二
年
邑
楽
郡

役
所
編
）
に
よ
り
、
大
輪
村
の
北
に
位

置
し
、
東
西
約
二
千
訂
、
南
北
約
七
百

八
十
訂
、
面
積
約
八
十
む
と
い
う
こ
と

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
大
き
な
沼
が
何
故
そ

の
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
か
、
記
録
に

残
る
範
囲
で
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
こ
の
沼
は
昔
か
ら
新
田
・

山
田
の
二
郡
な
ら
び
に
邑
楽
郡
西
部
の

悪
水
の
流
入
、
た
ま
り
場
と
い
う
宿
命

を
背
負
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
流
出
す

る
谷
田
川
は
川
幅
も
狭
く
、
ま
た
川
底

No.13 

( 大輪沼砿古 ] 
も
高
か
っ
た
た
め
に
排
水
も
思
う
に
任

せ
ず
、
大
雨
等
の
際
に
は
周
辺
へ
の
氾

濫
も
た
び
た
び
で
当
時
の
関
係
住
民
に

と
っ
て
は
、
悩
み
の
種
だ
っ
た
よ
う
で

す
。こ

の
こ
と
は
こ
の
沼
の
干
拓
の
き
っ

か
け
と
も
な
っ
た
元
禄
十
二
年
(
-
六

九
九
）
の
谷
田
川
の
拡
張
工
事
に
つ
い

て
、
野
辺
村
（
館
林
市
野
辺
町
）
の
松

沢
重
左
衛
門
吉
繁
が
書
き
残
し
た
「
谷

田
川
広
伝
記
」
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
宝
八
年
（
一
六

八
0
)
に
大
水
害
が
あ
り
、
沼
周
り
七

千
石
の
飢
饉
と
な
り
、
関
係
村
f
忙
は

初
め
て
利
根
川
へ
の
悪
水
堀
の
掘
削
を

願
い
出
ま
し
た
。
そ
の
後
天
和
元
年
（
一

六
八
一
）
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
0
)
と

い
ず
れ
も
利
根
川
へ
の
悪
水
堀
掘
削
を

願
い
出
ま
し
た
が
、
代
官
比
企
長
左
衛

門
が
調
査
の
結
果
不
可
能
と
言
う
こ
と

で
許
可
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
も
大

水
害
が
あ
り
、
沼
周
り
の
田
畑
約
五
百

五
十
ハ
ー
り
が
収
穫
皆
無
と
い
う
大
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
代
官
比
企
長
左

衛
門
は
改
め
て
谷
田
川
筋
を
調
査
検
討
、

大
輪
沼
口
よ
り
赤
生
田
橋
（
十
二
社
橋
）

ま
で
約
六
千
昇
の
間
を
川
幅
約
二
十
一

討
、
川
底
約
一
・
三
五
討
浚
い
と
し
て

元
禄
十
二
年
二
月
十
三
日
に
着
工
、
三

十
日
間
で
竣
工
、
関
係
の
村
々
三
十
一

ヵ
村
、
延
べ
人
夫
1ハ
万
人
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
工
事
の
竣
工
に
よ
り
、
そ
の
後

沼
の
干
拓
が
急
速
に
進
み
、
さ
し
も
の

広
大
な
沼
も
そ
の
姿
を
消
し
、
宝
永
五

年
（
一
七
0
八
）
に
は
代
官
比
企
長
左

現
在
の
大
輪
沼
新
田
周
辺

衛
門
に
よ
り
縄
入
れ
（
測
量
）
が
行
わ

れ
、
こ
こ
に
大
輪
沼
新
田
が
誕
生
し
ま

し
た
。

な
お
縄
入
れ
に
よ
る
区
分
は
八
区
域

わ
り

で
壱
番
割
か
ら
八
番
割
の
名
称
で
、
谷

田
川
の
南
岸
は
東
よ
り
一
、
三
、
四
、

五
、
六
番
割
、
北
岸
は
東
よ
り
二
、
七
、

八
番
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
輪
沼
が
姿
を
消
し
て
か
ら
は
や
二

百
八
十
有
余
年
、
こ
の
地
域
に
工
業
団

地
が
造
成
さ
れ
、
感
無
量
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

已
）

1-—-n 

] 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言
千代田 赤文i 人板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外
にのは

休 科 なにみ 貫
る限一

9 月 15 日
浜野病院 川田医院 増田医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と 合場か り 厚生
合 (88)5678 合 (72)3724 合 (72) 1387 合 (75)5511 同じです。 同じです。 あ診療時 病院

日
田内医院 小曽根医院

9 月 16 日
合(72)3855 合 (72)7707 り間 — 

まは 合

］よ (72) 

9 月 22 日
白沢医院 川村医院 多々良診療所 慶友病院 館林地区と 館林地区と 3 

合 (72) 1600 合 (72) 1337 合 (72)3060 合（72)6000 同じです。 同じです。 で 1 I 

胃 7 4 当 大塚医院 海宝病院 ゜9 月 23 日 しで ‘--/ 

合（72)0176 合 (74)0811 てで が

かす゚ 担
土井クリニック 川田（耳）医院 神尾医院 礫川堂医院 館林地区と 小西医院 ら 当

番
9 月 29 日

合 (72)8841 合 (72)3314 合(75) 1288 合 (74)0184 同じです。 合 (86)2261 姦戸ロジ し
ま

し す
落合医院 小倉医院 ゆたか医院 永寿堂医院 井上医院 館林地区と て ゜10 月 6 日
合（72)3160 合 (72)0606 合 (73)7308 合 (72)4469 合 (82) I 131 同じです。 < ^ 内

だ 科
橋日クリニック 岡田医院 さ

医 10 月 10 日
合（72)0001 合 (72)3163 し‘ 外

゜ 科

10 月 13 日
根岸医院 大神医院 記念病院 慶友病院 館林地区と 竹越医院

喜合 (72)3262 ff(62)2200 合 (72)3155 合 (72)6000 同じです。 合 (84)3137

(15) 平成 8 年 9 月 10 日（火）



を歩こうハートフルクラプ事業

「村教育委員会 合(84)4唸に
住民との深いかかわりの中で生活

を育み、産業を発展させ、文化を創

りあげてきた利根川一ー。

利根川の自然と歴史を歩きながら

学ぶ「親子（家族）ウォーク」を次

のとおり行います。親子で、家族で

利根川の自然を満喫しましょう。

◇期日 10月 26 日（土）

◇コース（天候等の都合で変わる場

合があります） 利根川総合運動

場（明和・大輪地先） ～利根大堰～

赤岩渡し～対岸（妻沼町） ～利根

大堰～利根川総合運動場（明和着）

◇募集人員 100人（定員になり次第

締切り）

◇対象者 小学生以上の親子および

家族連れ

◇締切り 10 月 4 日（金）

◇申し込み 明和村教育委員会社会

教育係へ

危険物取扱者試験

が行われます

l 明和分署 合(84)3131 ニ
平成 8 年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）を実施しま

すので希望者は申し込みください。

◎準備講習会

◇日時 10月 25 日（金） 午前 9 時～

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 11 月 24 日（日） 午前 9 時～

◇会場 太田市関東学園大学ほか

◇受験料甲種5,000円、乙種3,400

円、丙種2,700円

◇申し込み 10月 9 日（水）～ 10 月 21 日

（月）までに明和分署へ

日常点検が大切です

関東運輸局群馬陸運支局

合0272(63)4422

自動車点検整備推進運動が 9 月か

ら 10月までの 2 カ月間展開されます。

乗る前にクルマの健康状態をチェ

ックし、少しでも調子が悪いと感じ

たらすぐ点検整備を行いましょう。

群馬票移動美術展

が開かれます

「村教育委員会 合(84)4491 --
群馬県が所有する優れた美術作品

が明和村中央公民館で巡回展示され

ます。

展示される作品は、群馬県展の美

術・書道・写真部門の作家および同

展の山崎記念特別賞受賞作家の作品

の中から 30点を選定したものです。

この機会に、皆さんでご鑑賞くだ

さい。

◇開催期間 9 月 18 B （水）～ 29 B （日）

◇会場 明和村中央公民館展示室

◇入場料無料

※詳しくは、村教育委員会へ

館林衛生施設組合

職員募集

「館林衛生施設組合 • 
合(72)1624

館林衛生施設組合では職員を募集

します。

◇職種・人員業務員若干名（環

境センター運転業務）

◇資格 40歳未満のかた（平成 8 年

11 月 1 日現在）

◇募集期問 9 月 10 日（火）～ 9 月 27 日

（金） （土・日曜、祝日を除く）

◇提出書類履歴書

◇試験面接試験（10月上旬予定）

◇採用 11 月 1 日（岱予定

◇申し込み館林衛生施設組合へ

何よりも確かな

あまもり自賠責

関東運輸局群馬陸運支局

合0272(63)4440

今年も無保険（無共済）バイク対

策協議会では、 9 月 1 日から 30 日ま

で「無保険（無共済）バイクをなく

そうキャンペーン」を行っています。

バイクにも自賠責保険（共済）へ

の加入が法律で義務づけられており、

無保険（無共済）で走ると、 6 カ月

以下の懲役、または、 5 万円以下の

罰金、さらに違反点数 6 点となり、

免許停止処分となります。

もし、契約切れになっていたら、

最寄りの損害保険会社、代理店（バ

ィク・自転車店等）、農協などで手続

きをしてください。

ゞ—_.:_‘-'、 1,:,: '勺＼ y.，、、しヘブ 'II ー＇ Kノ \‘ 

五砂無料法律相鱈
◇日時＝ 10 月 11 日（企

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 10月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

'し□鳳且＼直[O賢
◇日時＝ 10月 11 日（命

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 7年10 月、 8年3 月、 6月生

直;'□直：~：ロア□麟：
◇日時＝ 10月 1 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
y,I＼いぺい，，（に＇，、へ、｀＼ 7A¥'1 (、ン＼二不 ‘V ノよ＾） • 

込翡厄狂致、：心蓋迄立乳直麗
◇日時＝ 10月 15 日（火）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

区羞直慮直：両麗)'-J._}
◇日時＝ 10月 17 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

'~＜ぷ‘只り一下べ l‘Yーーザヽ丸凡1,-._:三i)、yバ戸‘

『生／＼：金□狙閲：：：／談：、
◇日時＝ 10月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

：：fヽ｀万□釘畜三璃：：
◇固定資産税、国民健康保険税、国民

年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 9 月 30 日（月）

平成 8 年 9 月 10 日（火） (16) 



9 月は障害者

雇用促進月問です

「ハローワーク館林合(75)8609 ニ
ハローワーク館林では、障害者の

雇用を促進するため障害者と企業の

かたとの集団面接を開催します。

◇日時 10月 4 日（釦午後 1 時30分～

4 時

◇場所 邑楽共同福祉施設（邑楽町）

※詳しくは、ハローワーク館林へ

緑化講座が

開かれます

「県緑化センター 合(88)7188 --
家庭緑化を進めるため、 10月は「庭

作り・花作りのコツ」をテーマとし

て開催します。

◇日時 10月 17 日（木）午前 10時～正午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名
◇参加費無料

◇申し込み群馬県緑化センターへ

歯科無料

「館林邑楽歯科医師会 • 
合(73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。

◇日時 10月 20 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館

◇内容歯に関するあらゆる相談

NH I< 学園通信講座
受講生募集

l NHK 学園 合0425(72)3151 -
NHK学園では、生涯学習講座

（通信講座）の受講生を募集してい

ます。

◇生涯学習講座趣味と教養を深め

るための俳句、書道、語学など81

講座があります。 10月からは、今

注目の手話の講座もスタートしま

す。

◇申し込み 随時受け付けています。

※詳しくは、 NHK学園へ

NHI<青春メッセージ

'97 出場者募集

「 NHK前橋放送：0272(51)17.1 2--
「青春メッセージ」は、 NHKが

毎年 1 月 15 日（成人の日）に開催す

るビッグなイベントです。あなたの

生き生きとしたメッセージを伝えて

ください。

◇参加資格昭和46年 1 月 16 日から

昭和56年 4 月 1 日までに生まれた

かた

◇募集内容テーマは自由 自分の

体験、思いや考えをさまざまな方

法で表現した等身大のメッセージ

を求めます。

◇応募方法 メッセージを800字程度

にまとめるか、カセットテープま

たはビデオテープ (2 分程度）を

お送りください。必ず発表題をつ

け、住所、氏名、生年月日、職業、

電話番号を記入してください。

◇応募期限 10月 12 日（土）

◇応募先 〒150-01東京都渋谷区神

南2-2-1 青春メッセージ係

※詳しくは、 NHK前橋放送局へ

ボランティア手帳を

差しあげます

l 県庁県民生活課
合0272(23)1111

県では、ボランティア活動を行っ

ているかたに、ボランティア手帳を

無料で差しあげますのでお申し込み

ください。

◇内容記録編、情報編の2冊セット

◇申込書配布場所村社会福祉協議

会（老人福祉センター内）

◇申込期限 10月 31 日（木）

※詳しくは、県庁県民生活課ヘ

困りごと何でも

無料相談

l 館林簡易裁判所 合 (72)3011 -
館林調停協会では、調停相談会を

無料で開催します。秘密は固く守ら

れますのでお気軽にご利用ください。

◇日時 9 月 27 日（鉗午前10時～午

後 3 時

◇場所館林市六郷公民館

◇相談員弁護士、調停委員

※詳しくは、館林簡易裁判所へ

在宅の看護婦さん

カムバッ

l 役場環境保健課 合(84)4686 ニ
群馬県では、看護婦不足に対処す

るために、保健婦、助産婦、看護婦、

准看護婦の資格を持っているかたで、

現在家庭にいたり、資格を活用して

いないかたにナースバンクヘの登録

をお願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望されるかたは、村環境保

健課へご連絡ください。

10 月 1 日は

事業所・企業統計調査

］役場経済課
合(84)3111

10 月 1 日現在で、平成 8 年事業所

・企業統計調査が全国一斉に実施さ

れます。

調査の対象となるのは、農林漁家

を除く、全国のすべての事業所です。

この調査は、事業所および企業の

産業、従業者規模などの基本的構造

を明らかにすることを目的としてい

ます。調査結果は、国や地方公共団

体において産業・経済施策の立案、

評価、将来展望などの基礎資料とし

て、幅広く利用されます。

引揚者のかだの通貨・証券

等をあ返ししています

東京税関前橋出張所

合0272(21)5284

税関では、次のような通貨や証券

などをお返ししています。

◇終戦後、外地から引き揚げてこら

れたかたがたか、上陸地の税関・

海運局に預けた通貨・証券など。

◇外地の集結地において、総領事館

などに預けた証券などのうち、そ

の後日本に返還されたもの。

※詳しくは、東京税関前橋出張所へ

~
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作
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